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　僕はメイドを尾行している。




　……うん。自分でもいきなりおかしいこと言ってるなって思ってる。

　だけどね、これにはちゃんとした理由があるんだ。

「きょ、今日こそは……」

　視線を向ける先には、可愛かわいらしいエプロンドレスに身を包んだ女の子がいた。

　彼女の名前は桜さくら宮みや雫しずくさん。

　品行方正。才色兼備。全てにおいて完璧な存在。

　それが桜宮さんだ。

　彼女は見ての通りのメイドさん。

　けれど、メイド喫茶で働いてるとかそういうことじゃない。

　代々名家に仕えている一族の生まれ──正真正銘のメイドさんなんだ。

　そして、僕は桜宮さんのことがちょっぴり苦手だ。

　彼女とは去年からクラスメイトなんだけど、その……あまり感情を表に出さないというか、ミステリアスな部分があって、いつも何を考えているかよくわからないんだ。

　同学年の間では、彼女が笑ったところを誰も見たことがないっていう噂うわさもあるし……。

　生まれつきチワワに吠ほえられたくらいで全力で逃げ出してしまうほどのビビりな僕にとっては、彼女のそんなところが少し不気味で、恐こわい。

　だから、避けてたってほどじゃないけど……今まで彼女とは積極的には関わらなかった。




　じゃあどうして僕はいま桜さくら宮みやさんを尾行しているのか。




　それは僕のとても大切な友達の恋を叶かなえるためだ。

　その友達の名前は王生いくるみ匠たく真まくん。

　彼とも同じクラスなんだけど、いつもカッコよくて、すごく頼りになる人なんだ。

　そんな彼には好きな女の子がいる。

　お相手は同じくクラスメイト──姫ひめ野の愛あい奈なさん。

　小さくてお人形みたいに可愛かわいい、と匠真くんは鼻の下を伸ばしながら常々口にしている。

　そんな姫野さんは、なんと桜宮さんが仕えるご主人さまなんだ。

　僕が桜宮さんを尾行している理由は、まさにそこにあった。

　言ってしまうと、桜宮さんには匠真くんの恋を叶える協力をして欲しいと思っている。

　もちろん僕もいきなりこんなことを考えたわけじゃない。

　一年生の時から一年間、僕はずっと一人で匠真くんの恋を叶えようとしてたんだ。

　さりげなく姫野さんに匠真くんの良いところをアピールしようとしたり、二人に差出人不明のラブレターを送って同じ場所に呼び出して二人きりになれる機会を作ろうとしたり。

　……でも、結果は全然ダメだった。

　作戦自体は良かった……と思う。けど、それを実行する僕に問題があったんだ。

　勉強も運動もダメ。かといって料理とか裁縫とかも全然できない。

　おまけに〝超〟が付くほどのビビり。

　そんな僕が匠真くんの良いところをアピールするために姫野さんと話そうとしたけど、緊張しすぎてその場から逃げ出しちゃったし。

　二人にラブレターを送ったつもりが、間違えて全然知らない男女にラブレターを送っちゃったんだ。しかも、その二人は見事にカップルになっちゃった。

　他にも一人で色々やってみたけど、匠真くんの恋は一切進展しなかった。

　その経験を通して、僕はこう思ったんだ。

　匠真くんの恋を叶えるためには、協力者が必要だって。

　だから、まずは桜宮さんに協力して欲しいって頼まなくちゃいけないのに……彼女に話しかけに行っては途中でビビって止やめて、という行為を今までに三十回くらい繰り返している。

「きょ、今日こそは……！」

　本日、二度目の言葉を呟つぶやく。

　でも一度目の時から足は一歩も進んでおらず、電柱の後ろに隠れてずっと桜さくら宮みやさんを見つめているだけ。……やっぱり今日も無理かもしれない。

「それにしても、桜宮さんはさっきから何してるんだろう」

　住宅街を一人であちこち動いて、まるで何かを探しているような……。

「あっ……」

　急に桜宮さんが立ち止まる。

　彼女の視線の先──道路の真ん中ではぽっちゃり系の白猫がごろんと寝転がっていた。

　桜宮さんはゆっくりとそちらへ向かって、猫を優しく抱き上げる。

　あの猫を探していたみたいだね。飼い猫かな？

　そういえば、姫ひめ野のさんの家は猫を飼っているって聞いたことがあるような──。

「っ！」

　その時、ふと視界に映った。

　桜宮さんたちがいるところに車が猛スピードで向かっていた。

　見る限り、全く止まる気配はない。

「危ない！」

　気が付いたら僕は走りだしていた。

　運動がてんでダメな僕が向かったところで、意味がないかもしれない。

　──でも、もしかしたら何か奇跡が起こって助かるかもしれない。

　そう思うと、動かずにはいられなかった。

「ぐふっ！」

　しかし走っている途中、僕は何かに引っかかって体勢が崩れると、そのまま盛大に転び出した。さらに道が少し下り坂になっているせいで、その勢いは止まらない。

「いてっ！　いててっ！　いたいっ！　いたいっいたいっ！」

　童話みたいにころりん、ころりんと転がっていく。

　どうしてこうなっちゃうの……。

　人生で一番大事な場面かもしれない時でさえ、ダメダメな自分にうんざりする。

　十回くらい転がって、ようやく勢いが収まると、僕はすぐにボロボロの体を起こした。

「えっ……」

　目の前には、さっきまで桜宮さんたちに向かっていた車。

　どうやら転がって彼女たちのところまでたどり着いちゃったみたい。




　ビーッ！




　クラクションが鳴り響く。

　でも、後ろには猫を抱きかかえた桜さくら宮みやさんがいる。

　せめて彼女と猫だけでも！

　咄とつ嗟さに車に背を向けて、彼女たちを庇かばうように両手を広げた。

　これが僅かの時間にできた、僕の精一杯の行動だった。




　しかし──。




　……あれ？　車とぶつからない？

　恐おそる恐おそる振り返ると、僕と接触する寸前で車が止まっていた。

「よ、良かったぁ……」

　助かったことに気付くと、体の力が一気に抜けてその場に倒れ込む。

　その後、かんかんになっていた運転手の人にひどく怒鳴られて、僕は全力で謝った。

　で、でも、こんな住宅街でものすごいスピードを出していた運転手の人も悪いような……なんてことは恐こわくて言わなかったけど。

「あなたは……」

　透き通った声が聞こえて振り向くと、桜宮さんが綺き麗れいな瞳を真っすぐにこちらに向けていた。

　ま、まだ心の準備ができてないのに。ど、どうしよう……。

「ひ、ひひ、久しぶりだね……」

「つい先ほどまで教室で一緒にいましたよ」

「そ、そそ、そうだよね。ご、ごめんなさい……」

　テンパって噛かみまくりながら謝ったあと、沈黙が流れる。

　き、気まずい……。

　こんな空気で協力の話なんて絶対に頼めないよぉ……。

「そ、そうだ！　ぼ、僕、用事を思い出したから、か、かか、帰らないと！」

　匠たく真まくんの恋に協力して欲しいってお願いするのは明日にしよう。

　そう決めた僕は適当に理由をつけて、この場から離脱しようとする。

「待ってください」

　桜宮さんに後ろからがしりと腕を掴つかまれた。

「ひぃぃっ!?」

　急に触れられたから、僕はびっくりして反射的に逃げ出そうとする。

　すると、またもや僕は何かに引っかかってずでん！　と転んでしまった。

　その拍子に桜さくら宮みやさんも一緒に倒れてしまい、彼女が僕を押し倒したかのような体勢に。

　視界には、桜宮さんの綺き麗れいな顔がいっぱいに映っていた。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　全身が一気に熱くなる。

　か、かか、顔が近すぎるよぉ……!!

「ご、ごご、ごめんなさい!!　す、すぐに離れ──」

「逃げないでください」

　言葉の途中、桜宮さんは僕の顔を挟むように手を置いて、逃げ道を塞ぐ。

　そのまま彼女はじーっとこちらを見つめて、その視線は僕から一向に外れない。

　まるで獲物としてロックオンされたかのような、そんな感覚。

　背筋がぞくりとした。

「あなた、怪け我がをしています」

「……え？」

　言われて、少し冷静になる。

　た、たしかに体の所々が痛いような……。

「起きてもらえますか？」
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「う、うん……」

　桜さくら宮みやさんが離れてくれたので、言われた通りに体を起こす。

　自分の体を確認すると、制服が至るところで破けていてそこからは血が流れていた。

　転んだ時に擦り切れちゃったんだ。

「私とこの子を助けようとした時ですか？」

　桜宮さんは、傍そばにいる白猫をチラリと見ながら問うてきた。

「た、たぶん、そうだと思う」

「……そうですか」

　ぽつりとこぼすと、桜宮さんは僕の前でしゃがんだ。

「……な、何するの？」

「動かないでください」

「っ！　は、はいっ！」

　食い気味に言われて、僕はビビりまくりながら返事をした。

　桜宮さんが何かをしている間、恐こわくて全身がこわばってしまう。

「いたっ」

　不意に、患部に痛みが走る。

　見てみると、桜宮さんがガーゼのようなものを傷口に当てていた。

　もしかして治療してくれてる……？

「これでもう大丈夫ですね」

　消毒して、絆ばん創そう膏こうを貼ってくれた。

　しかも、その作業を怪け我がした全ての箇所にしてくれた。

「そ、その……あ、ありがとう……」

「いえ、それよりどの傷も浅くて良かったです」

　単調な声。だけど、僕の心配までしてくれる。

　……ひょっとして、桜宮さんって優しいのかな？

「では、私はこれで」

　桜宮さんは白猫を抱きかかえて、ゆっくりと歩き出した。

　──と、ここでふと思った。

　たったいま僕は間違いなく高校生活史上で一番、桜宮さんと喋しやべった。

　匠たく真まくんの恋を叶かなえる協力を頼むなら、ここしかないんじゃないか。

　この機会を逃したら、ビビりな僕はもう彼女と喋ることすらできないんじゃないか。

　そんな考えが頭をよぎった僕は──。

「ま、待って！」

　めいっぱい声を出すと、桜宮さんはくるりと体をこっちへ向けた。

　その振る舞いはとても美しく可か憐れんだった。さすがメイドさんだ。

「なんでしょうか？」

「え、えっと……そ、その……」

　協力をお願いしようと引き止めたまでは良かったけど、桜さくら宮みやさんと目を合わせた途端、不安と緊張でいっぱいになってなかなか話を持ち出せない。

　少し話が逸それてしまうけど、彼女は学校では『みゃーちゃん』という愛称で呼ばれている。桜宮の『宮』が猫の鳴き声っぽくて可愛かわいいとかなんとか。

　一方、僕にも『チューくん』という愛称がある。なんでそう呼ばれているかというと、いつでもビビりまくる僕が天敵から逃げ出す鼠ねずみにそっくりだから。

　この愛称自体は愛着があって特に嫌じゃないけど、いまの僕はまさに猫と対たい峙じしてビクつく鼠、そのものだ。

「？　何もないのでしたら帰ってもよろしいですか？」

「っ！　ご、ごめん……ちょ、ちょっと待って……」

　と言ったものの、次の言葉が出てこない。

　桜宮さんの表情からは一切の感情が読み取れず、何を考えているのかもわからない。

　彼女のこういうところは、猫そっくりだと思う。

　協力をお願いしたら、急に怒り出すかもしれない。

　なんてことを想像したら、やっぱりお願いするのは明日にしようかな、とか思ったり思わなかったり……。

　普段の僕だったら、結局この場から逃げ出していたと思う。

　──けれど、今だけは絶対にそんなことしない。

　だって、僕はもう決めたんだから。

　匠たく真まくんの恋を絶対に叶かなえるんだって。

　そう自分に言い聞かせて、僕──根ね津づ紡つむぐは言った。




「ぼ、僕と協力関係になってくれませんか！」




　この言葉がきっかけで始まったことがある。

　それは二つの恋物語だ。

　一つは王生いくるみ匠真と姫ひめ野の愛あい奈なの恋物語。




　そして、もう一つは──猫と鼠の恋物語。
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　高校二年生になって、一カ月が過ぎようとしていた頃。

　朝の教室では、いつものように戦争が起こっていた。

「だーかーら！　俺たちは『模擬店』がやりたいっつってんだろ！」

　力強い声が室内に響き渡る。

　声がした方を見てみると、そこにはオラオラ系のイケメンの青年が立っていた。

　彼の名は王生いくるみ匠たく真まくん。

　バスケ部のエースであり、クラスだけじゃなく学年の男子生徒を率いるリーダー的存在。

　イケメンでスポーツ万能。モテる要素が揃そろっているのに、何な故ぜかあまりモテたことがない。

　そんな彼こそが僕のたった一人の親友だ。

「あまり大きな声を出さないでくださいまし。お耳が壊れてしまいますわ」

　対して、ツンツンとした態度で応対するのは綺き麗れいな黒髪の美少女。

　女子高生にしては小さい体に、幼げな顔立ち。

　けれど、纏まとう雰囲気は気品があり、ドレスを着たらきっとどこかの国のお姫様のような印象を受ける。
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　彼女の名は姫ひめ野の愛あい奈なさん。

　大企業の社長を父親に持つれっきとしたお嬢様だ。

　愛くるしい見た目ながら、意外にもお洒落しやれの流行に詳しくコミュ力も高いので、女子生徒たちからは絶大な人気を得ている。

　そして、もう一つ付け加えると、彼女は匠たく真まくんの想おもい人だ。

　二人の後方には、クラスメイト全員のちょうど半数ずつが控えていた。

　主に男子生徒は匠真くんの後ろに、女子生徒は姫野さんの後ろに立っている。

　匠真くんも姫野さんも同性からの信頼がすさまじいため、二人の戦争が起こると基本的に男子ＶＳ女子の構図になる。

　あっ、ところで今回の戦争の発端はというと──。

「何度も言っておりますの。文化祭の出し物は『脱出ゲーム』にするべきですわ」

「いいや！　『模擬店』の方が絶対に良い！」

　対たい峙じする二人の間でバチバチと火花が散る。

　文化祭の時期は七月ごろだけど、出し物の申請期限は今日の昼休みまで。

　一週間前から話し合って、多くの案から二つにまで絞れたんだけど、その最後の二択でクラスの意見が大きく割れた。

　匠真くん率いる男子生徒たちが文化祭で定番の『模擬店』に、姫野さん率いる女子生徒たちはちょっと趣向を変えた『脱出ゲーム』に賛同している。

「そもそもあなた方が『模擬店』なんてできますの？　料理も接客もとてもできそうに見えませんの」

「どっちもできるわ！　俺たちを舐なめるんじゃねぇ！」

　匠真くんが言い返すと、それに後ろの男子生徒たちも続いた。

「そうだぞ！　舐めるな！」

「俺たちだって接客と料理くらいできんだよ！」

「今から全裸でフルコースを作ることだってできるぜ！」

　匠真くんを援護するように次々と声を上げる。

　……うん。とりあえず全裸でフルコース作りは止やめといた方が良いと思うなぁ……。

「それだったら『脱出ゲーム』だって、ちゃんとした問題を考えられるやついるのかよ」

「当然ですわ。わたくしたちはあなた方のようにおバカではありませんの」

　姫野さんが自信ありげにそう口にすると、

「あたしたちは頭が良いのよ！」

「甘くみないでください！」

「解答が全てＢＬ用語になるように問題を作ることだってできるんだから！」

　王生いくるみ軍に負けじと姫ひめ野の軍も応戦する。

　解答がＢＬ用語になるのはダメだよぉ……。

「文化祭の出し物は『模擬店』だ！」

「いいえ。『脱出ゲーム』ですわ」

　顔を突き合わせて睨にらみ合あう二人。

　……すると、息が合ったかのようなタイミングでお互いにそっぽを向いた。

「ったく、このぬいぐるみ女は……」

　匠たく真まくんがぼそりと呟つぶやく。

　その言葉通り、姫野さんの細い腕には可愛かわいいウサギのぬいぐるみが抱かれていた。

「ぬいぐるみの何がいけませんの！　とっても可愛いですの！」

　ぷんぷんと怒る姫野さんは、見せつけるようにウサギのぬいぐるみを前に出してくる。

　姫野さんのお父さんが経営している企業はぬいぐるみを製造しているから、彼女はぬいぐるみが大好きなんだ。

　その中でも特にウサギのぬいぐるみがお気に入りで、学校にいる時でもいつも腕に抱いている。

「子供っぽいって言ってんだよ」

「だからなんですの！　可愛いから良いのですわ！　……そ、そもそも、子供っぽいのはあなただってそうですの！」

　ビシッと指をさした先には、匠真くんの席。

　彼の机の上には、萌もえキャラの食玩フィギュアやキャラカード、萌えキャラが描かれた筆箱など。萌えキャラグッズがてんこ盛りに置かれていた。

　その萌えキャラの正体は『ラブニャンニャン』

　毎週、日曜日の朝に放送中の女児向けアニメ『ラブキュア』のメインキャラクターだ。

「あんなものに興味がある、あなたの方こそ子供ですの！」

「『ラブニャンニャン』をあんなもの呼ばわりするな！　俺の命よりも大切な女の子なんだぞ！」

　本気の口調に、姫野さんは「えっ……」とちょっと引き気味の反応を見せる。

　匠真くんは『ラブキュア』が大好きすぎて、第一シリーズから全て見ているんだ。

　この前、匠真くんの部屋に遊びに行った時はフィギュアの数が百個は超えていたなぁ。

　……もしかしたら彼がモテないのは、これが原因かもしれない。

「つーか、お前のせいで話がずれちまったじゃねぇか！」

「それはこちらのセリフですの！　とにかく文化祭の出し物は『脱出ゲーム』にさせていただきますわ！」

「だから『模擬店』だって言ってんだろ！」

　お互いに一歩も譲らない匠たく真まくんと姫ひめ野のさん。

　それと同じように後方の王生いくるみ軍と姫野軍も言い合いを続けていた。

　二人の戦争は勢いが増していくばかりで、一向に収まる気配がない。

　基本、こうなったらもう誰にも止められない。

　ある人を除いては──。




　ガラリと教室の戸が開く。




　その瞬間、あれだけ騒がしかった教室が一気に静まり返った。

　音が消えた中、そんな状況を気にも留とめず教室に入ってきたのは、桜さくら宮みや雫しずくさんだった。

　姫野家に代々仕える一族の生まれであり、姫野さんの専属メイド。

　といっても、さすがに学校だとメイド服じゃなくて制服だけど。

　闇夜に輝く月のような金色の髪。宝石のように透明感のある瞳。

　モデル並みの高身長に、スレンダーな体形。けれど、出るべき箇所にはきちんと大きな膨らみが二つ存在している。

　容貌はまるで高校生とは思えないほど美しく、一目見ただけで誰もが息を呑のみ見み惚とれてしまうほど。

　そして、彼女こそが二人の争いを止められる唯一の存在だ。

「みゃーちゃんですの！」

　桜宮さんを見て、姫野さんは頼れる助すけっ人とが来たかのように瞳をキラキラさせている。

　ちなみに『みゃーちゃん』というニックネームを付けたのは、姫野さんだ。

　小さい頃からずっとそう呼んでいるみたい。

「みゃーちゃんが来たなら、もう安心よ」

「私たちの勝ちも同然だわ！」

「みゃーちゃん、今日も美しいですぅ」

　女子生徒たちは勝利を確信したかのように士気が上がり、

「げっ、みゃーちゃんが来たぞ」

「うっ、急にお腹なかが痛くなってきた……」

「こりゃ今日も負け確だなぁ……」

　反対に、男子生徒たちは一気に敗色濃厚ムードになる。

「みゃーちゃん、遅いですわよ」

「申し訳ありません、愛あい奈なさま。愛奈さまが忘れた宿題を取りに戻っていましたので、遅れてしまいました」

「っ！　そ、そんなことはいちいち言わなくても良いんですの！」

　桜さくら宮みやさんがさらりと暴露すると、姫ひめ野のさんは恥ずかしそうに頬ほおを染める。

「そ、それよりもみゃーちゃん、お願いですの。あの男を懲らしめてくださいですわ」

「わかりました。愛あい奈なさまのご命令ならば」

　姫野さんのお願いに、桜宮さんは当然のように対応する。

　それは、普段から二人が主人と従者という関係であることを明白に表していた。

　命令を遂行するため、桜宮さんは匠たく真まくんに近づく。

「な、なんだよ……」

　目の前で表情一つ変えない桜宮さんに、匠真くんは一歩後ずさる。

　すると、彼女は一つ質問をした。

「あなたたちは文化祭でどのような『模擬店』をやりたいのでしょうか？」

「は？　そ、そりゃあ、焼き鳥屋とかカキ氷の店とか、色々あるけど……」

「違います」

　匠真くんの言葉を、桜宮さんはきっぱりと否定した。

「あなたたちは文化祭で『水着喫茶』をやるつもりなのでしょう？」

「っ!?　い、いきなり何言い出すんだよ。そ、そんなわけないだろ」

　匠真くんはやれやれ、みたいな感じで肩をすくめるけど、声が震えていて目は泳ぎっぱなしで、明らかに挙動不審だ。

「嘘うそをつかなくても大丈夫ですよ。そこにいる田た中なかくんから聞きましたので。食券一カ月分と引き換えに」

「なんだと……!?」

　匠真くんが振り返ると、横綱級の体形の田中くんが泣きながら「食べ物に勝てなくてごめん……」と謝罪した。

　周囲の男子生徒たちは田中くんに裏切り者！と鋭い視線を投げつける。

　しかし、匠真くんは彼を責めることはせず、

「食券一カ月分ならしゃーねーな」

　そう言って笑った。そんなリーダーの姿に感動する男子一同。

　おかげで、王生いくるみ軍に流れ出したヒリついた空気が一瞬にして収まった。

　これは昔から思っていることだけど、匠真くんはオオカミのような存在なんだ。

　小学生の頃にオオカミ少年の話を聞かされて、実際はどうなんだろう？　と動物図鑑でオオカミについて調べたことがあった。

　そしたら本当のオオカミは見た目が少し恐こわいけど、とても仲間想おもいだってことがわかったんだ。どんなことがあっても仲間のことを絶対に傷つけたりしないみたい。

　そのことを知ったとき、オオカミって匠真くんとそっくりだなって思った。

「おおかた、私たちに水着を着させるつもりなのでしょう？」

「あぁそうだよ」

　桜さくら宮みやさんが淡々とした口調で訊たずねると、匠たく真まくんは開き直ったかのように肯定した。

　それと同時に、女子生徒たちから「うわぁ……」とドン引きされる。

「別にいいじゃねぇか！　俺たちだって女の子の水着が見てぇんだよ！」

「最低ですね」

　匠真くんの魂の叫びに、桜宮さんは冷静にさげすみ非難を浴びせる。

　いつもなら追撃してくる女子生徒たちも、もはや呆あきれた表情を浮かべていた。

「そんな卑ひ猥わいな動機の案を通させるわけにはいきません。文化祭の出し物は『脱出ゲーム』にします」

「おいおい、勝手に決めんなよ。まだ話は終わってな──」

「言っておきますが『水着喫茶』なんて生徒会に申請した時点で却下されますよ」

　刹那、男子生徒たちに衝撃が走る。

　文化祭の開催はまだ先なのに、出し物の申請期限がこんなにも早いのには理由がある。

　それは出し物の一つ一つに生徒会の審査が入るからだ。

　そこで予算的に厳しいもの、校風にふさわしくないものは全て戻される。

「正直な話『水着喫茶』の実現は不可能だと思いますが」

「ま、まじかよ……」

　ガタッと膝をつく匠真くん。

　後ろの男子生徒たちも戦意喪失していた。

「では改めて、文化祭の出し物は『脱出ゲーム』でよろしいですね？」

「……いいや、まだだ」

　しかし、匠真くんは再び立ち上がった。

「往生際が悪いですね」

「俺たちにはどうしても『水着喫茶』をやらなくちゃいけない理由があるからな」

　チラリと後ろを見ながら、匠真くんはそう言った。

『水着喫茶』は彼女のいない仲間のために、クラスの男子全員で考えた案なんだ。

　ゆえに彼らを率いる者が、そう易やす々やすと諦めるわけにはいかない。

　でも、戦況は圧倒的に劣勢だ。

　そんな中、彼が下した決断は──。

「紡つむぐ、俺を助けてくれないか？」

　そばで観戦していた僕の肩がポンと叩たたかれた。

　……ん？

「ぼ、ぼぼ、僕!?」

「おう。俺の親友ならきっとこの状況をどうにかできるはずだぜ」

「えぇ!?　む、むむ、無理だよぉ……」

「頼む！　こんな時に頼れるのはお前しかいないんだ！」

　両手を合わせて頭を下げる匠たく真まくん。

　大事な友達のそんな姿を見たら、断るなんてとてもできなかった。

「う、うん。わ、わかったよ」

「っ！　い、良いのか！」

　匠真くんの言葉に頷うなずくと、僕は恐おそる恐おそる桜さくら宮みやさんの前へ。

「ま、まさかチューくんがみゃーちゃんの相手をするのか!?」

「それはいくらなんでも無謀すぎるだろ!!」

「チューくん、死ぬなよ～」

　後ろからは復活した男子生徒たちが既に諦めたような声を出していた。

　ちょ、ちょっとは応援とか欲しいよぉ……。

「根ね津づくん、私に何か言いたいことでも？」

「っ！　あ、あの……そ、その……」

　桜宮さんの無機質な瞳に見下ろされて、一瞬で全身が総毛立つ。

　こ、恐こわいよぉ……逃げ出したいよぉ……。

　で、でも、匠真くんにお願いされたんだから……な、何か役に立たなくちゃ。

　そうして桜宮さんの方に向き直ると──ギロリ。

「ず、ずみませんでじだぁぁぁぁぁ！」

　僕は目に涙をいっぱい溜ためながら、全力で土下座した。

　やっぱり僕には無理ですぅぅぅぅ。ごめんなさいぃぃぃぃ。

「やっぱチューくんじゃ無理かぁ」

「まあ予想通りだったな～」

「鼠ねずみが猫に勝てるわけなかったかぁ……」

　男子生徒たちは次々とそんな言葉を口にする。

　うぅ……そ、そこまで言わなくても……。

「た、匠真くん。ご、ごめんなさい」

「謝んなくていいんだよ。頑張ってくれてサンキューな」

　匠真くんの下に戻ると、頭をわしゃわしゃと撫なでられた。

　他の人と違って、匠真くんが優しくて泣きそうだよぉ……。

　こうしてようやく本日の戦争も終わった。

　結果は、姫ひめ野の軍の勝利。

　というか、今まで王生いくるみ軍は一度も勝ったことがない。

　理由は簡単で、いつも桜宮さんにコテンパンにされるから。




「さすがみゃーちゃんね！」

「みゃーちゃんさえいれば、負ける気がしないです！」

「みゃーちゃん！　サイコーよ！」




「やっぱみゃーちゃんには勝てなかったかぁ」

「匠たく真まのスペックもすげーけど、みゃーちゃんはもっとやべぇからな」

「それな。高たか嶺ねの花はなとかいう領域すら超えてるもんな」




　勝利の女神の下に、続々と集まる女子生徒たち。

　一方、その女神を遠い目で見る男子生徒たち。

　桜さくら宮みやさんは圧倒的なルックスに加え、模擬テストは一年生の頃から常に全国一位。体力テストも常に全国一位。さらには料理や裁縫も完璧だ。

　そんな彼女だから、学年中の男子生徒たちから信頼の厚い匠真くんでも、彼女には一度も勝てたことがない。

　戦いが終わりタイミング良く予鈴が鳴ると、教室にいる全員がそれぞれ自分の席へと戻っていく。

「た、匠真くん。だ、大丈夫……？」

　僕も自分の席に戻ると、隣で溜ため息いきを吐ついていた匠真くんに声を掛けた。

「なんだよ紡つむぐ、まだ気にしてんのか？　『水着喫茶』ができなくなったくらいどうってことねーって！」

「えっ……た、たしかに匠真くんは姫ひめ野のさんの水着姿を見たが──ぐふっ!?」

　喋しやべっている途中、頬ほおを鷲わし掴づかみされた。

「バ、バカ野郎！　こんなところで余計なこと言うんじゃねぇ！」

「ぼ、ぼふぇんなひゃいごめんなさい……」

　謝ると、匠真くんは手を離してくれた。

「そ、そうじゃなくて、そ、その……また姫野さんと……」

「なんだよそっちかよ！　そんなもんいつものことだろ？　大丈夫だって！」

「で、でも……」

「ったく、俺の親友は心配性だなぁ。けどありがとな！　お礼に熱いキッスを送るぜ！」

「えぇ!?　そ、それはちょっと……」

「冗談に決まってんだろ！　本気にすんなって！」

　匠真くんはニカッと歯を見せるけど、ちょっと無理をしているように見えた。

　一方、戦いに勝利した姫野さんを見てみると、彼女もどこか落ち込んでいる様子。

　その証拠に、抱いているウサギのぬいぐるみの耳がしゅんと傾いている。

　一見、気が強そうな彼女だけど、実はものすごい寂さみしがり屋やなんだ。

　寂しさや不安が募っていくと、そのたびに特別製のウサ耳が徐々に下へ傾いていく。

　クラスの中でこのことを知っているのは、姫ひめ野のさんの専属メイドの桜さくら宮みやさんと訳アリの僕だけだ。

　なお、彼女の心理状況でウサ耳が傾くこの現象は『ぴょんメーター』と呼ばれている。

『ぴょんメーター』は三段階あって、いまは二段階目。

　最終段階になると、ウサ耳がぬいぐるみの頭にぴったりとくっつくらしい。




「けど、匠たく真まと姫野って本当に仲悪いよな」

「一年生の時からずっと喧けん嘩かばっかしてるしな」

「どんだけ互いのこと嫌ってんだよ」




　クラスメイトたちのそんな会話が聞こえる。

　──でも、それは正しくはなかった。

　実は一年生の最初の頃は、匠真くんと姫野さんは仲が良かったんだ。

　いつも二人で楽しそうに喋しやべっていた。

　それなのに、ある日を境に急に口を利かなくなって、いつの間にか今朝みたいに何かと言い争いをするようになっちゃったんだ……。

「っ！」

　不意に僕のスマホが振動した。

　画面を見てみると、そこには『桜宮さん』の文字。

　一瞬、鼓動が跳ね上がった。

　一週間前、桜宮さんに匠真くんの恋を叶かなえる協力をお願いしたものの、あれからまだ返事は貰もらえていない。

　代わりに貰えたものは、彼女の連絡先と昨日突然メールで送られてきた『ぴょんメーター』のことについてのみ。

　それだけにさっき桜宮さんの前に立った時は緊張とちょっぴり恐怖に加えて、微妙な気まずさがあった。

　ごくり、と生唾を飲み込む。

　恐おそる恐おそるメールを開くと、住所と時間が書かれていた。

『放課後、ここに来てください。あの件について話し合いましょう』

　……これってやっと返事を貰えるってこと……だよね？

　た、匠真くん！　僕、頑張るからね！

　も、もし断られても、土下座してでも協力を勝ち取ってみせるから！

　匠たく真まくんのためだったら、何百回だって土下座できるし！

「どうした、紡つむぐ？　……あっ、さては俺に惚ほれたな？」

「えぇ!?　ち、違うよぉ……」




◆◆◆




　匠真くんと初めて出会ったのは、小学二年生の頃。

　当時からビビりで引っ込み思案だった僕は友達が一人もいなかった。

　でも、みんながグラウンドで遊んでいるところをじっと眺めていることしかできなかった僕に、匠真くんが声を掛けてくれたんだ。




　──友達になろうぜ、って。




　このことがきっかけで僕は匠真くんと友達になれて、他にもたくさん……とまではいかなかったけど、友達ができて楽しい学校生活が送れたんだ。

　それから僕は匠真くんと同じ中学へ行って、いまはこうして同じ高校に通っている。

　中学でも高校でも匠真くんには何度も助けられた。

　修学旅行の班決めの時は一人であたふたしている僕を匠真くんが同じ班に誘ってくれたし、高校入学直後にクラスで自己紹介した時は緊張していた僕の代わりに匠真くんが僕を紹介して教室を笑いに包んでくれた。

　きっと匠真くんがいなかったら、僕は今でもずっと独りぼっちで過ごしていたと思う。

　僕は思っていた。

　いつか匠真くんに恩返しをしたいなって。

　そうして高校に入学して一カ月が経たった頃。

　匠真くんが姫ひめ野のさんのことが好きだって知ったんだ。

　この時、僕は誓った。

　何がなんでも匠真くんの恋を叶かなえるんだって。




◆◆◆




　──放課後。




「ここかな？」

　僕は今朝、桜さくら宮みやさんから来たメールに書かれていた住所に辿たどり着ついた。

　周りには飲食店が並んでおり、目の前にはどこにでもあるような喫茶店。

　このお店の中に入ればいいのかな？

　──ぷすり。

「うわぁ！」

　急に頬ほおが何かに刺されて、思い切り尻もちをついてしまった。

「申し訳ありません。大丈夫ですか？」

　綺き麗れいな音色の声が降ってくる。

　見上げると、絶世の美少女がこちらを見つめていた。

「さ、桜宮さん！」

「はい。こうしてきちんと会話を交わすのは一週間ぶりですね」

　いつもの淡々とした口調で返す桜宮さん。

　彼女は何な故ぜか人差し指を立てていた。

「なんとなく頬をつっついてみたのですが、驚かせてしまいましたね」

「そ、そっか。いまのは桜宮さんが……」

　なんとなく頬をつっついたって……。話している時も表情が変わらないし、相変わらず彼女の考えていることがさっぱりわからない……。

「さて、では行きましょうか」

　桜宮さんは喫茶店に向かう。

　あっ、やっぱりこの中に入るんだ。

「根ね津づくん？　どうかしましたか？」

「ご、ごめん！　すぐに行くから！」

　桜宮さんの後ろを付いて行くように歩き出すと、たまたま地面に転がっていた石に躓つまずいて──バタン！

「うぅ、痛いよぉ……」

「……以前も思ったのですが、あなたってもしかしてドジですか？」

　全く否定できなかった。だってその通りだから。

「仕方がない人ですね。少し見せてください」

「ひぃっ!?」

　桜宮さんに近づかれて、僕は変な声を出してしまう。

　そのせいで彼女からは不思議そうな目で見られた。

「そ、その……だ、大丈夫だから」

「大丈夫ではありませんよ。もし深い傷でもできていたらどうするのですか？」

「で、でも……」

　一週間前に初めてまともに喋しやべることができたとはいえ、そう簡単に苦手意識は消えないわけで……。

「とにかく早く見せてください」

「うぅ……わ、わかったよぉ」

　観念して、桜さくら宮みやさんに怪け我ががないか確認してもらう。

　その間、僕はずっとビクビクしていた。

「特に問題はなさそうですね」

「う、うん……ありがとう」

　お礼を言うと、僕はすぐに離れようとする。

　──が、桜宮さんが急に僕の腕を掴つかんだ。

「さ、ささ、桜宮さん!?」

　突然の接触に心拍数が一気に上がる。

　彼女の手は雪のように白くてちょっぴり冷たかった。

「こうしていないとまた転びますよ？」

「そ、そんなことないと思うけど……って!?　ちょ、ちょっと待って──」

　強引に連れていかれる形で、僕はお店の中へ。

　僕の心臓はずっとドキドキしていた。




◆◆◆




　桜宮さんと一緒に店内に入ると、内装も外観と同じように一般的な喫茶店といった感じだった。

　すると、ダンディな店主に迎えられ、桜宮さんが彼と幾つか会話を交わす。

　どうやら二人は知り合いみたいだ。

「こちらへどうぞ」

　それから店主に最奥の部屋に案内された。

　喫茶店なのに個室もあるみたい。

　僕たちが向かい合うように席に着くと、店主は静かに部屋から退出した。

「さ、桜宮さん。さっきの人って……」

「あの人は私の叔父です」

「そ、そうなの!?　……あれ？　でも桜宮さんの家系って代々姫ひめ野のさんの家系に仕えているんじゃ……」

「もちろん叔父も従者ですよ。ですが、仕えている主人の事情により、彼の勤務時間は深夜なのです。ですから、昼間から夕方はこうして喫茶店を開いています」

　やっぱりあのダンディな人も従者なんだ。男の人だから執事なのかな。

「根ね津づくん。申し訳ありませんが、少し待っていてくれますか？」

「えっ、う、うん……」

　頷うなずくと、桜さくら宮みやさんは部屋から出て行ってしまった。

　僕だけ取り残されちゃった……。

「…………」

　……ん？　よくよく考えたら僕って、今からあの桜宮さんと二人きりで話すってこと？

　しかも、こんな密室で？

　ど、どど、どうしよう……。そ、そう考えると、ちょっぴり恐こわいし緊張もしてきちゃったよぉ……。

「お待たせしました」

「ふぎゃっ!?」

　桜宮さんの声にびっくりしすぎて、今までに出したことないような声が出ちゃった。

　……でも振り返ると、もっと驚くことがあった。

　なんと桜宮さんがメイド姿になっていたんだ。

　まるで作り物のように美しすぎるルックスに、ふわふわのエプロンドレス。

　一度見たことがあるとはいえ、そのコントラストはとんでもない破壊力を持っていた。

「か、可愛かわいい……」

　呟つぶやいたあと、すぐに口を押さえる。

　し、しまった。あまりにも可愛すぎて、つい言っちゃった。

　いきなりこんなこと言って、気持ち悪がられたかな……。

「そうですか。ありがとうございます」

　そんな心配をしていたけど、桜宮さんは一切動じず平然と対応する。

　彼女のことだから、可愛いとかは言われ慣れているのかもしれない。

「……で、でも、どうしてメイド服に着替えたの？」

「それはもちろん、これから根津くんと作戦会議をするためです」

「……？　さ、作戦会議ってなんの……？」

　訊たずねると、桜宮さんが不思議そうにこてんと首を傾かしげる。

「王生いくるみくんの恋を叶かなえるための作戦会議に決まっているではないですか」

「た、匠たく真まくんのって……えぇ!?　桜宮さんって匠真くんの恋を叶えるのに協力してくれるの!?」

「はい。そのために叔父に頼みまして、特別にこの部屋を用意してもらったのです。私たちが通っている学校の生徒に、会議の内容を聞かれてしまうと困りますから」

「そ、そうなんだ……」

　衝撃の事実だった。

　い、いつの間にそんなことに……。

「で、でも僕、まだ桜さくら宮みやさんから協力するなんて返事もらってないと思うんだけど……」

「昨晩、愛あい奈なさまの秘密である『ぴょんメーター』に関する情報を送りましたよ？　それで気付いてくれるかと」

「えぇ……あ、あれが返事だったんだ……」

　わ、わかりにくすぎるよぉ……。

「では根ね津づくん。早速、作戦会議を始めてもよろしいですか？」

「あっ、そ、その……」

「？　まだ何か……？」

　桜宮さんがそう訊きいてくると、僕は控えめに頷うなずいた。

「そ、その……自分から頼んでおいてあれだけど、ど、どうして桜宮さんは匠たく真まくんの恋を叶かなえる協力をしてくれるの？　桜宮さんにメリットがあるように思えないんだけど……」

　僕の問いに、桜宮さんは顎に指を添えて考える仕草を見せる。

「そうですね。これは作戦会議で話そうと思っていたことなのですが……」

　……な、なんだろう？　こんな言い方するってことは、匠真くんの恋を叶えると桜宮さんも得をするってことだよね？　……うん、全く見当もつかないや。

　──と、その時。




「愛奈さまも王生いくるみくんのことが好きなのです」




　……え？

「いまなんて……？」

「ですから、愛奈さまも王生くんのことが好きなのです。お二人は両りよう想おもいなのです」

　た、匠真くんと姫ひめ野のさんが両想い……？

　そ、それってつまり、た、匠真くんの恋はもう叶ってるってこと……？

「これ、使いますか？」

　桜宮さんからハンカチを差し出される。

　どうして？　と思ったけど、ふと自分の頬ほおに触れてみると、濡ぬれていた。

　涙が溢あふれて止まらなかった。

「ご、ごめんなさい……グスッ……ちょ、ちょっと、グスッ……驚きすぎちゃって……」

「嬉うれしかったのですね。私もあなたから王生くんが愛奈さまのことが好きと聞いた時、同じ気持ちでしたのでわかります」

「……ってことは、桜さくら宮みやさんも泣いて──」

「泣いてはいませんが」

「……あっ、は、はい」

　貸してもらったハンカチで涙を拭うと、僕は「洗って返すよ」って言ったんだけど、桜宮さんが「別にいいです」と僕の手から取ってしまった。

「そ、そうだ！　二人が両りよう想おもいってわかったんだから、すぐにでも匠たく真まくんに連絡しないと！」

　ズボンからスマホを取り出すと、匠真くんに電話……はいま部活中で迷惑になるから、メッセージを送ろうとする。

「根ね津づくん、ダメです」

　──が、急にスマホを操作している方の手を桜宮さんにぎゅっと握られた。

「はぎゃっ!?」

　今までに出したことないような声（本日二回目）が出ちゃって、明後日あさつての方向にスマホを放り投げちゃった。あぁ、僕のスマホが……。

「さ、桜宮さん……？　きゅ、急にどうしたの……？」

「根津くんが愛あい奈なさまの気持ちを王生いくるみくんに伝えようとしたからです」

「そ、それは……ふ、二人が両想いだから……」

「そうだとしても誰かの好意を他人が勝手に伝えてはいけません。違いますか？」

「うっ……そ、そうだよね。ご、ごめんなさい……」

　いま僕がやろうとしていたことは、姫ひめ野のさんにも匠真くんにもすごく失礼なことだ。

　冷静になればすぐにわかることなのに、匠真くんの恋が叶かなっていたことがわかって少し舞い上がっちゃってたみたい……。

「そもそも私はたとえ愛奈さまと王生くんが両想いだとしても、お二人の恋はあくまでもお二人自身で叶えてもらうべきと考えています」

「えっ……じゃ、じゃあ、その……僕たちは匠真くんたちに何もしてあげられないってこと？」

　僕は匠真くんのなんの役にも立てないの……？

　そ、そんなの嫌だよ……。

　──しかし、桜宮さんは首を横に振った。

「私たちは愛奈さまと王生くんが自分たちで恋を叶えられるように、陰でサポートをするのです。そして、そのための作戦会議です」

　桜宮さんはどこからかじゃじゃーん！と小さな黒板を出してきた。

　縦30センチ、横40センチくらいの四角の中には、

『愛奈さまと王生くんが普通に話せるようにする』

　と書かれていた。

「さ、桜さくら宮みやさん？　そ、それは……？」

「私たちの最初の目標です」

「も、目標って……で、でも、僕たちは匠たく真まくんたちの恋に関わらない方が良いんじゃ……」

「当然、お二人の気持ちを直接伝えるような行為はいけません。……ですが、お二人の距離が縮まるように、こっそり手助けする分には問題ないと思います」

「……！　そ、そっか！　いま桜宮さんが言ったことが、陰でサポートするってことなんだね！」

　僕の言葉に、桜宮さんは「そういうことです」とクールな声音で返した。

「ですので、本日の作戦会議ではお互いに意見を出し合って、こちらの目標が達成できそうな作戦を考えましょう」

　桜宮さんは黒板を指さしながら言う。

　それを合図に僕たちの初めての作戦会議が始まった。

　まずは十分ほど使って、お互いにどうやったら『姫ひめ野のさんと匠真くんが普通に話せる』ようになるのかを考えることにした。

「そういえば桜宮さんは初めに作戦会議だからメイド服に着替えたって言ってたけど、あれってどういう……？」

「こちらの服の方が集中できるからです。作戦会議は愛あい奈なさまのために全力で頑張らないといけませんので」

「そ、そっか……。普段はメイド服でお仕事しているんだもんね」

　もし僕がご主人さまだったら〝紡つむぐさま〟とか言われるのかなぁ。

　料理とか掃除とかもしてくれて……ま、まさかその他のお世話とかも……!?

「根ね津づくん、もしかしてエッチな妄想をしてしまいましたか？」

「えぇ!?　そ、そんなこと……ないよ？」

　と否定しているのに、桜宮さんはじーっと見つめてくる。

　まるで全部見透かしているみたいに。

「ごめんなさい！　ごめんなさい！　ちょっとはしゃいじゃいましたぁ！」

　白状して、全身全霊で何度も謝った。

　これは嫌われ──いや、それどころか殺されちゃうかもしれない……。

「いえ、別に気にしていません。男性はみな常に発情しているケダモノだと母から教わっていますから」

「そ、それは極端だと思うよ!?」

　たしかに男の子はエッチな妄想とかはしちゃう時もあるけど、みんなケダモノは言いすぎだよぉ……。

　桜さくら宮みやさんのお母さんの教育って、大丈夫なのかなぁ。

「念のため、愛あい奈なさまと王生いくるみくんの関係について伝えておきますが、現在のお二人は会えばほぼ必ず言い争いをしてしまいます」

「う、うん。そ、そうだね……」

　小さいものを含めれば、だいたい一日に十回以上は口くち喧げん嘩かしている。

　これじゃあ恋人になるのなんて、夢のまた夢だよ……。

「で、でも、どうして二人ってあんなに仲が悪くなっちゃったのかな？　元々は友達みたいに仲良く話していたと思うんだけど……」

「……根ね津づくん、知らないのですね」

「……え？　な、何が……？」

　訊きき返すと、桜宮さんはいつものようなフラットな声音で語ってくれた。

　なんでも匠たく真まくんと姫ひめ野のさんが、今みたいな関係になってしまったのは匠真くんに原因があるらしい。




　一年生の頃のある日、匠真くんが同級生の女の子から告白された時があった。

　ちなみに、彼にとってこれがこれまでの高校生活で唯一の告白だ。

　もちろん匠真くんは断ったけど、その断った理由が問題だったみたい。

　その翌日、告白した女の子が学年の生徒たちに広めたんだ。

　王生くんには好きな人がいるらしいって。

　しかも、特徴は金髪のショートヘアーで、巨乳。

　なんでも匠真くんは「好きな人がいる」と言って告白を断ったんだけど、女の子から好きな人の特徴を訊かれると、姫野さんへの気持ちがバレるのが嫌で、彼女とは全然違う特徴を答えてしまったらしい。

　以降、それを聞いた姫野さんは匠真くんにあまり近づかなくなって、これがきっかけで二人の関係はぎくしゃくしてしまい、紆う余よ曲きよく折せつを経て、今のような口喧嘩が絶えない間柄になってしまったみたい……。




「そっか。あの時、告白されたことがきっかけでこんなことに……」

　もちろん告白のことは匠真くんから聞いていて、それを断ったことも知っている。

　……でも、断り方までは知らなかった。

「つまり、お二人が今のような関係になってしまったのは、全て王生くんのせいということですね」

「うぅ……な、なんかごめんなさい」

　匠たく真まくん、金髪ショート巨乳はダメだよぉ……。

「そろそろ、予定の十分が経たちますね」

「えっ、もうそんな時間……!?」

　桜さくら宮みやさんが身に付けていた腕時計を見せてもらうと、たしかに作戦会議を始めてから十分が経過していた。

「私と根ね津づくん。どちらから先にいきますか？　私はどちらでも構いませんが」

「え、えっと……さ、桜宮さんからでお願いします」

「わかりました」と桜宮さんは一番目を引き受けてくれた。

　ま、まだ何も思い付いてないなんて言えないよぉ……。

「根津くん、この世界には恋愛の教科書があることを知っていますか？」

「っ！　そ、そんなものがあるの!?」

　驚いて訊たずねると、彼女は小さく頷うなずいた。

　今まで生きてきて、恋愛の教科書があるなんて聞いたことがなかった。

　さすがなんでも完璧な桜宮さん。僕なんかよりずっと知識が豊富だ。

「その恋愛の教科書とは──これです」

　淡々とした物言いと一緒に、桜宮さんが見せてきたもの──それは〝少女漫画〟だった。

「…………」

　僕は唖あ然ぜんとした。

　桜宮さん、それは恋愛の教科書じゃないよ……。

「この本と同じことを愛あい奈なさまと王生いくるみくんにもしてもらえれば、きっとお二人は普通に話すことができますし、恋も叶かなうはずです」

　綺き麗れいで無機質な瞳の奥からは、揺るぎない自信を感じた。

　このままだと少女漫画を参考にした作戦になりそうだけど……これって言ってもいいのかな？　い、いきなり怒られたりしないかな？　こ、恐こわいなぁ……。

「そ、その……桜宮さん。言いにくいんだけど、それは恋愛の教科書じゃないんだ。むしろ、現実でそれと同じことをやったら失敗しちゃう……と思う」

　内心で怯おびえながらそう教えると、桜宮さんはこてんと首を傾かしげる。

「ですが、この本の人たちはみんな恋人になっていますよ」

「それは物語だからだよ……少女漫画みたいなことしたら、その……大半の人は引いちゃうよ」

「いえいえ、そんなまさか……」

　こっちは必死で訴えているのに、桜宮さんは全く信じてくれない。

　ど、どうしよう。少女漫画への信頼がすごいよ……。

「失礼します」

　ここで桜さくら宮みやさんの叔父さんが再登場。

　彼は持ってきたトレイにパフェを二つ載せていた。

「サービスです」

「あ、ありがとうございます」

　パフェをテーブルの上に置くと、桜宮さんの叔父さんは流れるように退散しようとする。

「あっ、そ、その……ま、待ってください！」

　頑張って大きい声で引き止めると、桜宮さんの叔父さんはピタリと止まった。

「私に何かご用でしょうか？」

「そ、その……も、もし少女漫画みたいなことが現実で起こったら、桜宮さんの叔父さんはどう思いますか？」

　と訊きいたあとで思ったけど、桜宮さんの叔父さんって少女漫画とか読んだことあるのかな？

「そうですねぇ……私の経験上、女性がドン引きしてしまうのではないでしょうか」

　その言葉には妙に哀愁が含まれていた。

　もしかしたら、過去に少女漫画関連で何かあったのかもしれない。

　その後、彼は「お客様が来たみたいです」と言い残し、速やかに去っていった。

「どうやら私が考えた作戦はダメみたいですね……」

　桜宮さんが顔を俯うつむけて肩を落とす。

　今までなんでも完璧にこなしてきたところしか見たことなかったけど、桜宮さんでもこんな風になるんだ……。

「そ、その桜宮さん。大丈夫？」

「……大丈夫です。このくらい平気ですから」

　表情に変化はない。でも、うっすらとまだ元気がないように見える。

　僕が彼女の作戦を否定しておいてあれだけど、どうしたら彼女の元気が出るだろう……そ、そうだ！

「さ、桜宮さん……そ、その……い、一緒にパフェ食べようよ。せっかく桜宮さんの叔父さんがサービスしてくれたんだし……」

「そうですね……。そうしましょうか」

　ひとまず会議を中断して、僕たちはパフェを食べることにする。

　こ、これで少しは元気出してくれるかな……？

「美お味いしいですね。さすが叔父が作ったパフェです」

　モグモグしている桜宮さんの表情は変わらない。

　……だけど、パフェは美味しいって言ってどんどん食べてるし、少しは元気出たみたい。

「パフェ、食べないのですか？」

　ずっと眺めていたら、桜さくら宮みやさんに不思議がられた。

「い、今から食べようとしてたところだよ。い、いただきまーす」

　慌ててパフェを一口パクリ。

　すると、ほのかな甘みとフルーティーな香りが口いっぱいに広がった。

　これ、すごく美お味いしい！　甘さもくどくないから、いくらでも食べられるよ！

「美味しいですか？」

「う、うん。とっても美味しいです……」

　でも、そんなに真っすぐに見つめないでください。恥ずかしいです。

　そんな感情を誤ご魔ま化かすように、僕はパクパクとパフェを食べ進める。

「根ね津づくん、クリームが付いてますよ」

　そう言って、桜宮さんが自身の口元に指を当てる。

「う、嘘うそ!?　どこ？　右？　左？」

「こっちですよ。こっち」

「それは、えっと……僕から見て右か！」

「いいえ、逆です」

　刹那、桜宮さんが顔を近づけてきて、

　──ペロリ。
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　唐突に口元を舐なめられて、動揺しまくった僕は噛かみ噛かみになる。

「何って、口に付いていたクリームを取ったのですが……ダメでしたか？」

「ダ、ダメじゃないけど……そ、その取り方が、ちょ、ちょっと……い、いや、かなりおかしいというか……」

「？　私がいつも愛あい奈なさまにする時はこうですが……？」

「そ、そうなの!?」

　僕はびっくりしすぎて声が裏返りそうになった。

　姫ひめ野の家では女の子二人でそんな過激なことが行われているんだ……。

「さて、そろそろ作戦会議を再開しましょうか。次は根津くんの意見を聞かせてもらえますか？」

「えっ……う、うん……」

　僕の番が回ってきた。

　ど、どど、どうしよう……。ま、まだ何も思い付いていないよぉ。

　い、いや一旦落ち着こう。そして、もう一度作戦を考えてみよう。

　どんなことをしたら二人は普通に話せるようになるかなぁ……。

　──と少し考えたけど……うぅ、やっぱり何も思い付かない。

「……根ね津づくん、もしかして何も思い付いていないのですか？」

「え、えっと……そ、その……」

　返答に困って口ごもっていると、桜さくら宮みやさんは感情が見えない澄んだ瞳でこちらをじーっと見つめてくる。

　いま桜宮さんは何を考えてるんだろう。

　怒ってるのかな？　それとも呆あきれてるのかな？

　クラスメイトのみんなはなんとなく桜宮さんのことを『みゃーちゃん』と呼んでいるけど、僕は彼女のことを本当に猫と似ていると思っている。

　いつもの澄ました表情とか、こういう謎めいているところとか。

　対して、僕はビビりだし、背が小さいし、恐こわくなるとすぐに逃げ出すし『チューちゃん』と呼ばれるに、ふさわしいくらいの鼠ねずみっぷりだと思う。

「ミャー」

　不意に妙な鳴き声が聞こえた。

　テーブルの下から聞こえたような……。

　覗のぞいてみると、そこにはぽっちゃり系の白猫がおすわりしていた。

　この猫ってたしか……。

「もしかして前に、桜宮さんと一緒にいた猫……？」

「えぇ、あなたが助けようとした猫ちゃんですね。名前はマシュマロです」

「そ、そっかぁ……。元気にしてたんだね」

　会話の最中、テーブルの上まで上ってきた白猫──もといマシュマロ。

　僕はモフモフな部分を撫なでてみる。

　すると、マシュマロは「シャー」と威嚇してきた。

「敵だと思われているみたいですね」

「えぇー……」

　桜宮さんとマシュマロが車にぶつかりそうになった時、僕なりに助けようと頑張ったんだけどな。

　結局、走っている途中に転んで、何一つ役に立てなかったけど……。

「マシュマロって、姫ひめ野のさんの家で飼っているの？」

「そうですよ。愛あい奈なさまの愛猫です。と言っても、愛奈さまは習い事などで忙しいので、お世話は私が担当しています」

　桜宮さんは膝の上に乗ってきたマシュマロの体を撫でる。

　マシュマロはとても気持ちよさそうな顔をしていた。

　僕の時と態度が全然違う……。

「マシュマロはとても気まぐれな性格なので、すぐにどこかに行ってしまうのです。こうしてこのお店に勝手に出入りすることだって日常茶飯事なのですよ」

「た、大変だね……。じゃあ、あの日も桜さくら宮みやさんはいなくなっちゃったマシュマロを探していたんだ」

　桜宮さんと協力関係になりたいと申し込んだ日。

　彼女はマシュマロをずっと探していた（←その間、僕はずっと尾行していた）。

　そうしてようやく見つけた時、ものすごいスピードで向かってきた車とぶつかりそうになったんだ。

　そこを僕が助けようとして、逆に盛大に転んで怪け我がしちゃったんだよね。

　うぅ、恥ずかしいこと思い出しちゃったよぉ……。

「そういえばあの時の傷はもう大丈夫ですか？　先ほどあなたが転んだ時には確認しそびれてしまいましたが……」

「えっ、だ、大丈夫だと思う……よ？」

「見せてください」

　彼女に手を伸ばされて、僕は思わずすっと後退する。

「……どうして逃げるのですか？」

「い、いや……その、こ、これには事情があって……鼠ねずみは本能的に猫を恐こわがっちゃうというか……」

「根ね津づくん。このまま私を拒むのでしたら、あなたのことを動けなくするために押し倒しますが……よろしいですか？」

「ひぃっ!?」

　胸キュンワードが炸さく裂れつして、すぐに僕は以前転んだ時の傷を見せた。

　彼女に治療してもらったし、もう治ってると思うけど……。

「本当に大丈夫そうですね」

「う、うん……」

　確認を終えると、桜宮さんは小さく息を吐く。

　……心配してくれたのかな？

「そ、その……ありがとう」

「いえ、お礼なんていりません。代わりにお金を一億ほどもらえたらと」

「えぇ!?　それは無理だよぉ!?」

「冗談ですよ。みゃーちゃんジョークです」

「？　み、みゃーちゃんジョーク……？」

「はい。私の冗談は驚くほどわかりづらいそうなので、愛あい奈なさまが特別に命名してくださいました」

「そ、そうなんだ……」

　……としか反応できなかった。

　冗談に命名する人なんて聞いたことないよぉ……。

　──なんて思っていたら、桜さくら宮みやさんがこんなことを話し始めた。

「実を言いますとマシュマロは、愛あい奈なさまが王生いくるみくんのことが好きになる、きっかけを作った猫なのですよ」

「えっ、それ本当……？」

　訊たずねると、桜宮さんは「はい」と頷うなずく。

「一年生の頃のある日、当時まだ野良猫だったマシュマロが道端の木の上から下りられなくなっていたところを愛奈さまが見つけて助けようとした時、うっかり木から落ちてしまって、そこを王生くんが助けたのです」

　これがきっかけで、姫ひめ野のさんは匠たく真まくんのことが好きになったのだと、桜宮さんは説明してくれた。

　加えて、姫野さんは野良猫だったマシュマロを飼うことに決めたらしい。

　彼女の話を全て聞いた時、僕はびっくりしすぎて言葉が出てこなかった。

「どうしましたか？　先ほどから全く話してくれませんが……」

「ご、ごめん。ちょっと考え事をしていて」

「エッチな妄想ですか？」

「そんな妄想してないよ!?」

「……おかしいですね。男性が黙っている時はエッチなことを考えているか、エッチなことをやり終えて尽き果てたあとだと学んだのですが」

「それ、絶対に間違ってるよぉ……」

　誰がそんな変なことを桜宮さんに教えたんだろう。また彼女のお母さんかな？

　そんなことを思いつつ、僕は仕切り直して話し始める。

「実はね、一つ良い作戦を思い付いたんだ」

「と言いますと？」

「匠真くんと姫野さんが普通に話せるようにするための作戦だよ」

「っ！　本当ですか？」

　桜宮さんは澄んだ瞳を大きく見開いた。

　表情があまり変わらない彼女にとって、今日一番のリアクションかもしれない。

「う、うん。……でも、この作戦を実行するには、そ、その……桜宮さんに一つお願いを聞いてもらわなくちゃいけないんだけど……」

「お願いですか？」

　桜宮さんの言葉に、僕は頷き返す。

「あ、あのね、マシュマロにもこの作戦に協力してもらいたいんだ？」

「……マシュマロ、ですか？」

「うん。……ダメかな？」

　桜さくら宮みやさんはマシュマロを大事そうに抱えた。

「……危険なことはしませんよね？」

「もちろんだよ。危ないことは絶対にしない。だから、そ、その……お願いできるかな？」

　桜宮さんはしばらく話さなくなる。

　顔つきに変化がないからわからないけど、たぶん悩んでいるんだと思う。

　マシュマロはご主人さまの愛猫だから、怪け我がでもさせたら大変なことになっちゃうし。

「わかりました。マシュマロの作戦の参加を許可します」

「っ！　あ、ありがとう！」

　お礼を言うと、次に僕はマシュマロの方を見る。

　頑張ろうね、マシュマロ。

　と心の中で伝えると、

「シャー」

　マシュマロは全力で威嚇してきた。

　うぅ、めちゃくちゃ嫌われてるよぉ……。




　それから僕が桜宮さんに作戦の詳細を伝えたあと、会議は解散となった。

　作戦決行日は明日だ。
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　そして迎えた翌日。僕は朝一番に登校していた。

　作戦決行の予定時間は放課後なんだけど、何な故ぜか桜宮さんから呼び出されたんだ。

　あっ、ところで昨日練った作戦の内容はこんな感じ。

　下校途中、僕と桜宮さんで協力して、匠たく真まくんと姫ひめ野のさんが鉢合わせるようにする。その後、二人の間にマシュマロを投入するんだ。

　何故マシュマロなのかというと、それにはちゃんと理由がある。

　昨日桜宮さんから、姫野さんが匠真くんのことが好きになるきっかけを作ったのは、マシュマロだって聞いたけど、実はそれは匠真くんにも当てはまることだった。

　木から落ちてしまった姫野さんを助けたあと、匠真くんは「今度は俺がやる」と言って、木に登ってマシュマロを助けたんだ。

　だけど、木から下りる時に枝が折れて、着地した時に足を捻ひねっちゃったんだ。

　そんな匠真くんを見て、姫野さんはバスケ部の彼が常備しているテーピングを使って、なんとか手当てしようとした。

　……でも、全然上う手まくはいかなかった。

　それでも不器用なりに一生懸命治療しようとしてくれた姫ひめ野のさんを見て、匠たく真まくんは恋に落ちたんだ。

　なんでこんなことを知っているかというと、僕もその場にいたから。

　まだ一切話したことなかった桜さくら宮みやさんと姫野さんに近づくのが恐こわくて、ちょっと離れてはいたけど……。

　でも驚いたなぁ。マシュマロがあの時の白猫だったなんて。

　当時よりだいぶぽっちゃりになっていて、全く気付かなかったよ。

　匠真くんと姫野さんの恋を生んだマシュマロなら、二人をまた昔みたいに楽しく話せるような関係に戻してくれるはず。

「……で、どうして桜宮さんはこんな朝早い時間に呼び出したんだろう」

　もしや告白！　……なわけないよね。

　桜宮さんって、自分の恋愛とか興味なさそうだし。

　それ以前に僕みたいなやつが誰かに告白されるなんて、天地がひっくり返ってもあり得ないよ。

「っ！」

　教室に入ると、桜宮さんが自分の席で眠っていた。

　すやすやと寝息を立てて。

「……か、可愛かわいい」

　昨日みたいに思わず呟つぶやいてしまった。

　ね、寝ているから聞かれてないよね！　セーフだよね！

　なんて安心している次の瞬間、

「根ね津づくん……」

　寝ているはずの桜宮さんが呟いた。

　起きちゃったのかと思って慌てて見ると、彼女はまだ気持ちよさそうに眠っている。

　……じゃあ、いまのは寝言？

　寝言で僕の名前を言っちゃったのかな。

　そう考えると、急に鼓動が速くなってきた。

　た、たぶん偶然だろうけど……でも、もし桜宮さんが寝ている時でも考えちゃうくらい、僕のことを想おもってくれているなら……。

　ひょ、ひょっとしたら彼女は僕のことが好きなんじゃ……。

「おはようございます、根津くん」

「うわぁぁぁぁ！」

　全力で叫んだ。

「根ね津づくん、一旦落ち着きましょう」

「……ご、ごめんなさい」

　とりあえず謝ったけど、未いまだに状況が把握できていない。

　桜さくら宮みやさんはついさっきまで寝てたはずなのに。

「ドキドキしましたか？」

「え、な、なんのこと？」

　本当に何を言っているのかわからなくて、僕は問い返す。

「私が寝言であなたの名前を呟つぶやいたでしょう。それにドキドキしましたか？」

「え、えっと……」

「ドキドキしましたか？　ドキドキしてませんか？」

「は、はいぃぃ！　ド、ドキドキしましたぁぁぁぁ！」

　グイグイと迫られて、僕はビビりまくりながら正直に答えてしまった。

　こ、これって何？　こ、恐こわいよぉ……。

「では、作戦はこれにしましょう」

　困惑していると、続けざまに桜宮さんがわけのわからないことを言い出した。

「……作戦って、どういうこと？」

「本日に実行する作戦のことです。ただいま『眠っている愛あい奈なさまが王生いくるみくんの名前を呟いちゃう作戦』に変更されました」

「えぇ!?　だ、ダメだよぉ!?」

「何な故ぜですか？　あなたはドキドキしたと言ったでしょう」

「うぅ、そ、それはそうだけど……でも昨日、ちゃんと一緒に決めたんだし……」

「昨晩考え直した結果、やはり少女漫画を参考にした作戦が一番良いと判断したのです」

「えっ、いまのやつって少女漫画に出てくるの!?」

　桜宮さん、諦めてなかったんだ……。

「と、とにかく、その……ダメだよぉ」

「そうですか……。では、最終手段を使うしかありませんね」

　急に桜宮さんはこっちに近寄ってくる。

　また何かされちゃうんだ、と思った僕は恐くて、自然と後ろに下がってしまう。

　けれど、桜宮さんは足を止めず、どんどん接近してくる。

「あっ」

　背中が壁に当たって、逃げ場がなくなっちゃった。

　すると、桜宮さんは目の前で止まって、大きく手を振り上げる。

　ひいぃぃぃぃっ!?　な、殴られるぅぅぅぅ!?

　そう思って、僕は反射的に目を瞑つぶった。




　ドンッ！




　大きな音が響く。……でも、痛みはなかった。

　恐おそる恐おそる目を開くと、桜さくら宮みやさんの手は僕の顔の横を通り過ぎて、壁を突いていた。

　要するに、少女漫画で定番の『壁ドン』をされていたんだ。

　彼女の方が背が高いため、見下ろされる形になる。

「どうですか？　ドキドキしていますか？」

「あっ、え、うぅ……」

　彼女が言った通り、ドキドキしている……けどそれを認めちゃったら、今日の作戦を変えられちゃう。こ、ここは我慢だ……。

「これでもまだダメですか」

　桜宮さんは僕の顎をつまむと、強引に持ち上げる。

　今度は『顎クイ』をされちゃった……。

　そのせいで、彼女と超至近距離で目が合う。

　ち、近すぎるぅ……!!
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「これならドキドキしているでしょう？」

「う、うぅ……」

「私の作戦を実行しないなら、クラスメイトが来るまでずっとこのままですよ」

「そ、そんなぁ……やめてよぉ……」

「いいえ、やめません」

　桜さくら宮みやさんは本気だった。

　そんなことされたら、他の生徒たちに誤解されちゃう……。

「わ、わかったよぉ、桜宮さんの作戦で良いから放してよぉ」

「言いましたね？　男に二言はありませんね？」

　こくこくと頷うなずく。

　それでようやく桜宮さんから解放された。

　……恐こわすぎて恥ずかしすぎて、死ぬかと思ったぁ。

　猫に食べられそうになる、鼠ねずみの気持ちがすごくわかった気がしたよ……。

「では、今日の作戦は『眠っている愛あい奈なさまが王生いくるみくんの名前を呟つぶやいちゃって、壁ドン顎クイもしちゃうよ作戦』に変更ということで」

「な、なんか増えてない……？」

「……気のせいですよ？」

　絶対に気のせいじゃない。

　でも、これ以上彼女に何か言えるような気力がもう僕にはなかった。

　うぅ、僕って情けないなぁ……。

　結局、今日は僕が考えた作戦じゃなくて、桜宮さんの作戦を実行することになった。

　……でもいまの桜宮さん、明らかにおかしかったよね。なんか色々と強引だったし。何かあったのかな……？




　同日の放課後、桜宮さん考案の『眠っている愛奈さまが王生くんの名前を呟いちゃって、壁ドン顎クイもしちゃうよ作戦』が実行された。

　結果、作戦は大失敗に終わった。




◆◆◆




「申し訳ありません……」

　朝の誰もいないグラウンドで、桜宮さんが力ない声で謝った。

　少し離れたところでは、匠たく真まくんと姫ひめ野のさんが喧けん嘩かをしていた。

　……というのも、桜宮さんが考えた少女漫画を参考にした作戦が失敗して以降、本来なら僕の作戦をやるはずだったんだ。

　それなのに、彼女はどうしても少女漫画の作戦をやりたがって、一度目みたく僕をドキドキさせては無理やり作戦を実行した。

　……これは彼女の策にハマって、いちいちドキドキしちゃう僕も悪いんだけど。

　そうして強行した作戦は全て失敗。

　たったいま四度目の作戦も試したけど、これも失敗に終わったところだ。

　四度目の作戦は、誰もいないグラウンドで大声で好きな人に伝えたいことを叫ぶ、というもの。

　僕と桜さくら宮みやさんで示し合わせて、匠たく真まくんと姫ひめ野のさんを朝のグラウンドに呼び出したんだ。

　それから二人には僕と桜宮さんがそれぞれ「今までごめん」くらい言ったら、と促してみたんだけど、結局は大声で罵倒し合っただけになっちゃった。

「やはりあなたの作戦をやるべきでしたね。申し訳ありません」

「そ、そんな謝らないでよ。た、たしかに桜宮さんは全然僕の言うことを聞いてくれなかったけど、桜宮さんが考えた作戦はどれもあと少しで成功しそうだったし」

　正直、少女漫画を参考にした作戦なんて、そうそう上う手まくいかないと思ってた。

　でも実際にやってみたら、あと少しで二人が一年生の最初の頃みたいに楽しく話せそうな時が何回かあったんだ。

　一番目の作戦だって、桜宮さんの指示で姫野さんが寝言で匠真くんの名前を呟つぶやいたら、彼は嬉うれしがっていた。

　……最終的には、姫野さんが恥ずかしがって寝言で匠真くんの暴言を吐いちゃって、今みたいに言い合いになっちゃったけど。

　それでも、桜宮さんの作戦は決して間違っていなかったんだ。

「僕の方こそごめんね。あまり考えもせずに桜宮さんの作戦を否定して」

「何な故ぜあなたが謝るのですか。悪いのは私です」

　話している間、彼女の表情は一切変わらない……けれど、明らかに落ち込んでいることは感じ取れた。

「桜宮さん……」

　なんとか彼女に元気を出して欲しいと思った。

　こんな時こそ彼女の協力者の僕の出番だと。

　でも……一体どうすればいいんだろう……。

「ミャー」

　不意に聞き覚えのある鳴き声。

　声がした方には、ぽっちゃり系の白猫──マシュマロがいた。

　どうしてこんなところに……？

「今日は家に置いてきたつもりだったのですが、どうやら登校した時に愛あい奈なさまと私に付いて来てしまったみたいですね」

「そういえば桜さくら宮みやさんと姫ひめ野のさんって、たしか……」

「毎朝、リムジンで学校まで来ています。きっとそれに乗ってきたのでしょう」

　マシュマロは気まぐれなので、と話す桜宮さん。

　ね、猫がリムジンに……!!

　びっくりしてマシュマロの方を見る。

「ミャーゴ」

　マシュマロは嘲あざ笑わらうかのような鳴き声を出した。

　す、すごいバカにされてる……。

「っ！　そ、そうだ！」

　その時、ふとある考えが浮かんだ。

　これなら桜宮さんの元気が戻るかもしれない。

「マシュマロ、ちょっとごめんね」

　僕はマシュマロの体を抱き上げる。

　すると、マシュマロは「シャー」と睨にらみつけてきた。

「……何をやっているのですか？」

「そ、その、マシュマロに今から僕の作戦をやってもらうんだ。そしたら、匠たく真まくんと姫野さんの仲が少しは良くなって、その……桜宮さんが元気出してくれるかなって」

　と話している最中に、マシュマロはひっかき攻撃をしてきた。

「ちょっ、や、やめて！　い、痛いよぉ……」

「やはり嫌われているみたいですね」

　桜宮さんはマシュマロを抱いて、僕から引き離してくれる。

　うぅ、こんな時まで全く言うことを聞いてくれなかった……。

「マシュマロは愛奈さまと私以外には滅めつ多たに懐きませんから」

「そ、そうなんだ……」

　そういう情報はもっと早く知りたかったなぁ……。

「マシュマロ、愛奈さまのところへ行ってくれますか？」

「ミャー」

　マシュマロは返事をしたあと、匠真くんと姫野さんのところまで歩いていく。

　この作戦、成功して欲しいなぁ……。ド、ドキドキしてきた……。

　息を呑のんで見守りつつ、チラッと桜宮さんに視線を向ける。

　彼女はいつもの無表情のままだけど、姫野さんたちの方をじっと見ていて、たぶん僕と同じような気持ちなんだなって感じた。

「マシュマロ……！　どうしてここにいますの？」

「お前は……」

　マシュマロが二人の下に辿たどり着つくと、匠たく真まくんと姫ひめ野のさんの視線はマシュマロに集まり、　ピタリと喧けん嘩かが止まった。

　先に匠真くんがマシュマロのことを思い出すと、彼の話を聞いて姫野さんの方もマシュマロが自身の恋のきっかけを作ってくれた猫だと思い出す。

　二人は目を合わせて、赤面した。

　きっと匠真くんは姫野さんのことを、姫野さんは匠真くんのことを好きになった瞬間を思い浮かべたんだと思う。

　ついさっきまでのピリピリとした空気が、徐々に穏やかなものに変わっていく。

　そして、二人はマシュマロを助けた時のエピソードを中心に会話を交わし始めた。

　ぎこちないし、仲が良かった頃のようにはいかないけど、二人は普通に喋しやべっていた。

「や、やった！　作戦成功だ！」

　喜んで隣にいる桜さくら宮みやさんの方を向くと、ピタッと視線が合った。

　びっくりしちゃって、思わず僕は自分の顔を明後日あさつての方向へ。

「さ、桜宮さん、その……ありがとう」

「どうしてあなたがお礼を言うのですか？　私を元気づけようとしてくれたのですから、感謝したいのはこちらの方です」

　桜宮さんは少し視線を逸そらしながら、

「……ありがとうございます」

　相変わらず表情は変わらない──けれど、ちょっぴり恥ずかしがっているように見えた。

　そんな彼女を可愛かわいいと思ってしまい、鼓動が少しだけ速くなる。

「あの……一つだけ質問してもいい？」

「良いですよ。なんでしょうか？」

「そ、その、どうして桜宮さんは自分の作戦を強引に実行したの？　僕の作戦が、そんなに嫌だった……かな？」

　作戦を強行する桜宮さんは、どう考えても様子がおかしかった。

　ひょっとしたら、僕の作戦にすごい不満があったのかもしれない。

「いいえ、そんなことはありませんよ」

　桜宮さんは首を横に振ると、こんな告白をした。

「実は、今まで私はずっと一人で愛あい奈なさまの恋を叶かなえようとしていました」

「……そ、そうなの？」

「はい。……ですが一人ではなかなか上う手まくいかず、どうしようかと困っていた時、根ね津づくんに協力関係になって欲しいと頼まれたのです」

　そうだったんだ……。

　じゃあ桜さくら宮みやさんも僕と全く同じだったんだね。

「最初は本当に根ね津づくんと協力をしようとしていました。けれど、初めて作戦会議をして、あなたのアイデアが私のよりもとても良くて……そ、その悔しくなってしまって……」

「そっか……。だから、自分が考えた作戦を強行したんだね」

「……酷ひどい話ですよね」

　顔を俯うつむけてしまう桜宮さん。

　作戦を無理やり実行している間、彼女にも罪悪感があったんだと思う。

「そんなことないよ。僕は桜宮さんの気持ち、よくわかるよ」

「えっ」

　戸惑っている桜宮さん。

　でも、僕は本当に彼女の気持ちがわかっていた。

　僕だって小さい頃からずっと匠たく真まくんと一緒に過ごしてきて、一年間、ずっと匠真くんの恋を応援し続けてきたんだ。

　たとえ協力関係の相手でも、他の人のアイデアで匠真くんの恋が進展するかもしれないってなると、やっぱりちょっとは悔しくなっちゃうし、自分が情けなくも思えてくる。

「……怒らないのですか？」

「そ、そりゃ桜宮さんが強引に作戦をやっちゃって困ったけど、その……大切な人のために頑張ろうとして、逆に空回りしちゃうことはよくあるから」

　言い終えると、桜宮さんは深く息を吐いた。

　な、何か気に障るようなこと言っちゃったかな……。

「あなたはおバカなくらいお人ひと好よしですね」

「そ、そうかな！」

「褒めていませんよ」

「そ、そうなんだ……」

　せっかくあの桜宮さんに褒められたと思ったのに……。

「先ほど、引っかかれたところを見せてください」

「えっ……い、いいよ。これくらい大したことないし……」

「以前にも言いましたが、もし傷が深かったらどうするのですか。見せてください」

「じ、実はね……猫に引っかかれたところを他人に見せると、胸が苦しくなる病が……」

「変な嘘うそをついてもダメですよ。見せてください」

「……うん」

　押し切られてしまって、僕は過去二回と同様にビクつきながらひっかき傷を見せる。

　彼女はすぐに持っていたポーチから、ガーゼと消毒液を出してくれた。

　桜さくら宮みやさんとマシュマロを助けようとして、転んだ時と同じだ。

　すぐに傷口を消毒して、最後には絆ばん創そう膏こうを貼ってくれた。

「これで、もう大丈夫ですね」

「そ、その……あ、ありがとう……」

「マシュマロが迷惑をかけたので、このくらい当然です」

　桜宮さんはそう言うけど、いまわかった気がする。

　感情があまり表に出なくて、謎めいている時もあって、そこがちょっと恐こわかったりするけど──彼女の方こそ、お人ひと好よしなんだ。

　そうじゃないと、いちいち他人の傷を心配したり、治療したりしないもん。

　それ以外にも、転ばないように手を繋つないでくれたり、口に付いたクリームを（舐なめ）取ってくれたり……。

　きっと桜宮さんはとても優しい女の子なんだ。

「根ね津づくん」

　名前を呼ばれて、僕は視線を向ける。

　桜宮さんは真っすぐにこちらを見つめていた。

「これからはきちんと根津くんと協力します。ですからもう一度、愛あい奈なさまと王生いくるみくんの恋を叶かなえるお手伝いをさせてください」

　その言葉からは、これまでにないくらい真剣な思いが伝わってきた。

　きっといまの彼女なら、作戦を強行したりすることもないと思う。

「うん！　次は一緒に頑張ろうね！」

「ありがとうございます。よろしくお願いしますね」

　桜宮さんは丁寧に頭を下げる。

　こうして改めて、僕と桜宮さんは協力関係を結んだ。

　この時、僕鼠は少しだけ桜宮さん猫と仲良くなれた気がした。







　その日以降、匠たく真まくんと姫ひめ野のさんの喧けん嘩かはちょっぴり減って、ときどき前みたいに喋しやべるようにもなったみたい。マシュマロ最高です。
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『マシュマロ作戦』（←桜さくら宮みやさんが命名しました）が成功してから、数日が経たった。

　匠たく真まくんと姫ひめ野のさんが以前のように……とまではいかないけど仲良くなったし、この調子でどんどん二人の関係を進展させよう。

　二人してそう意気込んで、今後は桜宮さんのメイドの仕事を鑑みて、作戦会議を週三で行うことに決めた。

　そして、今日があの日から初めての作戦会議の日なんだ。

「うーん、次は匠真くんたちに何ができるだろう」

　そんなことを考えながら、僕は朝の通学路を歩く。




　──ピロリン。




　不意にスマホの着信音が鳴った。

　ズボンから取り出して液晶を確認してみると、桜宮さんからメールが届いていた。

　最近は他人とやり取りする時はＭＩＮＥを使うことが多いから（桜宮さんにＭＩＮＥのＩＤを訊きいたら首を傾かしげられた）、メールが来た時点で桜宮さんだってわかる。

『おはようございます』

『おはよう』

『本日は作戦会議がありますが、覚えていますか？』

『うん、覚えてるよ』

『嘘うそです』

『えぇ!?　嘘じゃないよ!?』

『わかりました。信じましょう』

『疑ったのに、あっさり信じてくれるんだね……』

『根ね津づくん、後ろに振り向いてください。そこに私が──』

　ドキッとして振り返る。

　……でも、誰もいなかった。

『いません』

『振り向いちゃったよぉ……』

『マシュマロ作戦』が成功した日以降、たまに桜宮さんから今みたいなメールが送られてくるようになったんだ。

　こんな感じで協力関係になりたての頃に比べたら、彼女とは徐々に打ち解けられている。




「りっちゃーんアターック！」




　ドーン！　と後ろから衝撃。それと同時にずしんと体が重くなった。

　倒れそうになるけど、なんとか持ちこたえ──られなかった。ずでんっ！

「どうかな、紡つむぐっち？　久しぶりのりっちゃんアタックの感想は？」

「お、重いよぉ……」

「っ！　お、重くないもん！」

　馬乗りになっている女の子は、頬ほおを赤くしながら訴えた。

　彼女の名前は、咲さき野の凛り津つちゃん。

　僕や匠たく真まくんとクラスメイトで、幼おさな馴な染じみだ。

　可愛かわいらしいイメージを与えるくりっとした瞳、小さな唇。

　健康的な小麦色の肌。

　色素が薄く赤みがかった茶髪はリボンで一つにまとめてポニーテールにしている。

　勉強はあまりできないけど（でも僕よりはできる）、運動神経は抜群。

　彼女は水泳部に所属しているんだけど、部内には上級生がいなくて、部員の中で凛津ちゃんの実力が飛び抜けているから、キャプテンを任されているんだ。

「あれ？　今朝は匠真っちと一緒じゃないんだね？」

「う、うん。来週に試合があるから朝練するんだって」

　隣を歩く凛津ちゃんに、僕はそう答える。

「ふーん……。匠真っち、ナイス」

「？　凛津ちゃん、いま何か言った？」

「えっ、う、ううん。なーんも言ってないよ」

　あははと笑う凛津ちゃん。

　僕と匠真くんは小学生の時に知り合ったんだけど、匠真くんと凛津ちゃんはそれよりも前からずっと友達なんだ。昔は三人でよく公園とかで遊んだなぁ。

　ちなみに、凛津ちゃんは匠真くんが姫ひめ野のさんに好意を抱いていることは知らない。

　匠真くん曰いわく、絶対にからかわれるから嫌らしい。

「そういえば、凛津ちゃんはなんで登校してるの？　水泳部は大会があるからしばらく学校は公欠になるって聞いたけど……」

「あーそれね！　ちょうど昨日終わったんだ！　ばっちり優勝してきました！」

「ゆ、優勝!?　すごいね!!」

「すごいでしょ！　って言っても、小さな大会なんだけどね」

「それでもすごいよ！　僕なんて最下位だったら何回もとったことあるけど、一位なんて一回もないよ！」

「えへへ、紡つむぐっちにそう言ってもらえると、すっごい嬉うれしい！」

　凛り津つちゃんはにへらと笑う。

「そうだ！　さっきね、コンビニで肉まん買ったんだ～」

　思い出したように声を出すと、凛津ちゃんは手に提げていたコンビニ袋から肉まんを取り出した。

　それを半分に割って、

「はい！　どうぞ！」

「く、くれるの？」

「うん！　嬉しいこと言ってくれた紡っちにご褒美だよ！」

「あ、ありがとう」

　お腹なかが空すいてないわけでもなかったから、僕はありがたく受け取った。

　生地の中からジューシーな肉の脂が溢あふれ出でていて、とても美お味いしそうだった。

「う～ん！　おいひぃ～！」

　既に凛津ちゃんは、はふはふ言いながら肉まんをどんどん食べている。

　昔から食いしん坊で、今みたいに食べ物を口いっぱいに頬ほお張ばるのが好きなんだ。

　リスみたいで、なんか可愛かわいいな。

「？　はへひゃいの食べないの？」

「あっ、う、うん。食べるよ」

　いただきます、と言って肉まんをかじる。

　熱っ！　で、でも美味しい！

「美味しいでしょ？」

「うん！　って、あれ？　凛津ちゃんの肉まんは？」

「もう食べちゃった」

「はやっ！」

　びっくりしながら、僕も肉まんを食べ進める。

　よくわからないけど、他の人が完食するとなんか焦っちゃうよね。

　熱さに耐えつつ、もちゅもちゅと肉まんを食べていると、凛津ちゃんがじーっと僕の肉まんを眺めていた。

「……食べたいの？」

「っ！　ち、違うよ！　それは紡っちにあげたんだから、紡っちが食べていいんだよ！」

　凛津ちゃんはそう答えるけど、まん丸とした瞳はとても物欲しそうにしている。

　そんな彼女を見て、僕は手に持っている肉まんを差し出した。

「はい、凛津ちゃん」

「……良いの？」

「だってこれ、元々凛り津つちゃんの肉まんだし。ちょうどお腹なかもいっぱいになってきたところだから」

「つ、紡つむぐっち……」

　うるうると泣きそうになる凛津ちゃん。

　肉まんでそこまで感動しなくても……。

　それから彼女はペロリと一瞬で肉まんを食べちゃった。

「あっ」

　急に凛津ちゃんがそんな声を上げた。

　すると、彼女の頬ほおは徐々に紅潮していく。

「？　ど、どうしたの？」

「い、いやその……よくよく考えたら紡っちと間接キスしちゃったなぁって」

　僕も顔が一気に熱くなった。

　た、たしかに！　うっかりしてて気付かなかったよぉ……。

「で、でも！　あたしたちは幼おさな馴な染じみなんだし、こ、これくらい普通だよね！」

「そ、そうだね。ち、小さい頃はこんなことよくあったし……」

　お互いに恥じらいを誤ご魔ま化かすようにそんなやり取りを交わすけど、さっきから流れ出した気まずい空気は変わらない。

「と、とりあえず学校に行こっか。のんびりしてると遅刻しちゃうから」

「う、うん……」

　僕たちは二人、顔を真っ赤にしたまま通学路を歩いた。

　そうして校門まで来たところ、朝の挨拶運動をしていた担任の先生に「お前ら付き合ったのか？」と訊きかれた。

　僕と凛津ちゃんはさらに顔を赤くした。




◆◆◆




「昨晩、愛あい奈なさまが王生いくるみくんと連絡先を交換したいとおっしゃっていました」

　放課後。僕たちの拠点である喫茶店にて。作戦会議用の個室に入ると、早々に作戦会議が始まり桜さくら宮みやさんがそう切り出した。

　彼女はばっちりメイド服を着ている。

「連絡先って……姫ひめ野のさんは匠たく真まくんの連絡先を知らないの？」

「はい、まだ知らないそうですよ」

「で、でも、二人には仲が良かった頃があったわけだし、その時に交換したりは……」

「していないそうです。おそらく恥ずかしくて訊きけなかったのではないでしょうか」

「そういえば、匠たく真まくんからも姫ひめ野のさんと連絡先を交換してるなんて一言も聞いたことないし……そっか、二人ともまだお互いの連絡先を知らないんだ……」

　ちょっと驚いたけど、意外じゃなかった。

　だって、二人とも〝超〟が付くほど恋愛ベタだから。

「ですので、私たちの力でお二人が連絡先を交換できるようにしましょう」

「う、うん、そうだね。二人が連絡先を交換できたらグッと距離も縮まるだろうし！」

　というわけで、次の僕たちの目標は『匠真くんと姫野さんが連絡先を交換できるようにする』に決まった。

　僕たちは早速話し合いに移る。

「普通なら、匠真くんと姫野さんのどちらかが『連絡先を交換してください』って言ったら済む話なんだろうけど……」

「少なくとも、愛あい奈なさまは絶対に無理ですね。それを言う前に必ず照れて暴言を吐いてしまうと思います」

「そ、そうだよね……。そして、それは匠真くんの方も同じで……」

「そうすると、お二人が連絡先を絶対に交換しなければいけないような、そういう状況を作り出す必要がありますね」

「っ！　な、なるほど！　それなら匠真くんと姫野さんは必ず連絡先を交換できるね！」

　さすが桜さくら宮みやさん。頭の回転が速すぎる。

「でもそんな状況、どうやったら作れるのかなぁ？」

「それは私にもわかりません。ですので──」

　バサッ！　と音がした。

　テーブルの上には大量の本や紙の山。

「昨晩、恋愛に関する本や資料を可能な限り集めてきました」

「こ、この量を一晩で……？」

「はい。この中に今回のことで役に立つ何かが載っているかもしれません」

　見てみると、心なしか桜宮さんの瞳の下に隈くまができている気がする。

「大変だったよね？　だ、大丈夫？」

「このくらい平気です。一人で愛奈さまの恋を叶かなえようとした時にもやっていたことですから」

　それって一年生の時からってことだよね？　そんな前からこんなことを……。

「では、手分けして読んでみましょうか」

「う、うん。そうだね」

　僕たちは資料の山から適当に手に取って、それを読み始める。

　桜さくら宮みやさんが用意してくれたのは、異性の落とし方についての本だったり、恋愛関係のサイトのコピーだったり、若者向けの雑誌だったり。

　まだ参考にできるところはないけど、これだけの種類と量を集めるのがどれだけ大変だったかくらい、ダメダメな僕でもわかる。

　桜宮さんの頑張りに応えるためにも、なんとしても良い方法を見つけなくちゃ！







　必死こいて探すこと、数十分。

　残念ながら、何か作戦になりそうな目ぼしいものは、まだ見つかっていない。

　で、でも、僕は諦めないぞ！

　匠たく真まくんと姫ひめ野のさんが自然に連絡先を交換できる方法を、必ず見つけ出すんだ！

　と、やる気マックスで資料を読んでいると、

「……？」

　ふと見ると、桜宮さんの周りに一匹のチョウチョが飛んでいた。

　お店には裏口があるから、そこから入ってきたのかもしれない。

　桜宮さんは資料に意識を集中させていて、チョウチョの存在に全く気付かない。

　チョウチョはパタパタと羽をはばたかせて──桜宮さんの鼻の先に止まった。

「くちゅん」

　くしゃみが出た。

　か、可愛かわいい……。

　最近、マシュマロと仲良くなるために、猫の動画を見たりするんだけど、その中に似たような動画があったなぁ。

　そう考えると、やっぱり桜宮さんって猫に似てる気がする。

「先ほどからずっと私のことを見ていますが、どうかしましたか？」

「えぇ!?　ば、バレてたの!?」

「そこまで露骨に見られたら当然です」

「そ、そんなに!?」

　一応、こっそり眺めていたつもりだったんだけど……。

「ところで、ここまで資料を読んで、愛あい奈なさまと王生いくるみくんが上う手まく連絡先を交換するために使えそうな何かは見つかりましたか？」

「……頑張って探します」

　僕たちは再び資料を読み始めた。

　チョウチョは桜宮さんが外に逃がしてくれた。

　……虫が苦手でごめんなさい。







「これ、使えるかもしれない！」

　ある雑誌を読んでいる最中、ようやく見つけた！　とばかりに声を上げた。

「何かありましたか？」

「う、うん！　これに書かれてあることをしたら匠たく真まくんと姫ひめ野のさんが連絡先を交換できるかもしれないよ！」

「本当ですか？　一体何が書かれているのですか？」

　興味津々とばかりにずいっと近寄ってくる。

『マシュマロ作戦』以降、桜さくら宮みやさんへの苦手意識は少しずつなくなってきている──とはいえ、こんなに近づかれると、反射的に逃げたくなっちゃうよぉ……。

「あ、あのね。この本のここの部分なんだけど──」

　衝動を必死に抑えつつ、指をさす。

　僕が読んでいた雑誌に書かれていたのは、あるゲームだった。

　名前は『執事ゲーム』

　このゲームは、まず参加者が数十枚の紙きれに各々の命令を書いて、それを抽選箱の中に入れる。次に参加者は順番を決めてからその通りに抽選をし、引いた紙きれに書かれた命令を実行していく、というゲームらしい。

「王様ゲームのルールを少々変えたもの、ということでしょうか？」

「たぶんそんな感じだと思う……。それでね、執事ゲームは命令を紙に書くから、それに連絡先を交換する命令を書けばいいんじゃないかな」

　これならきっと匠真くんと姫野さんは素直に連絡先を交換してくれる。

　だって、このゲームの命令は絶対だから。

「あとは連絡先を交換する人を匠真くんと姫野さんに指定しないといけないんだけど、命令の紙に直接名前を書くわけにもいかないし、抽選箱に細工とか必要かなぁ……？」

　でも、ダメダメな僕が細工をしたら失敗しちゃいそうだし……。

「その役目は私に任せてください。少しだけですが手品を嗜たしなんでいますので」

「そ、それ本当っ！」

「はい、くじ引きに完璧に細工をしてみせます」

　表情に変化はない。

　けれど、澄んだ瞳は決意に満ちていた。

「じゃ、じゃあ作戦はこれで決まりだね！」

「そうですね。では明日リハーサルをしに行きましょうか」

　途端、桜宮さんが妙なことを言い出した。

「……りはーさる？」

「そうですリハーサルです。……聞いたことないですか？」

「ううん、リハーサルって言葉は知ってるよ！　……でも、なんのリハーサルをするの？」

「それはもちろん、執事ゲームのリハーサルです」

　至ってフラットなトーン。

　それなのに、どどーん！　とそんな効果音が聞こえてきそうだった。

「え、えっと、ごめん。僕、まだよくわかってないんだけど……」

「要するに、私と根ね津づくんで事前に執事ゲームを体験しておくのです。実際に経験した方が本番前に愛あい奈なさまや王生いくるみくんにアドバイスを送れたり、こうした方が良いと何か気付く点があるかもしれませんので」

「た、たしかにそうかも……」

「私は思ったのです。作戦をより確実に成功させるためには、準備が大切なのではないかと。そういった点も含めて、やはりリハーサルをしたいのですが……ダメでしょうか？」

　桜さくら宮みやさんはいつものようにクールな表情を浮かべているけど、言葉からは少し不安になっているのが伝わってくる。

　でも、リハーサルをやることはすごく良いと思うし、断る理由がないよ。

「わ、わかった！　リハーサル、やろうよ！」

「根津くん……ありがとうございます。結婚しましょう」

「えぇ!?　け、結婚なんてそんな……!?」

　一瞬、桜宮さんのウェディングドレス姿を想像する。……めちゃくちゃ可愛かわいい。

「安心してください。みゃーちゃんジョークですから」

「えっ……そ、そうだよね！　みゃーちゃんジョークだよね！」

「はい、みゃーちゃんジョークです」

　二人の間にみゃーちゃんジョークという単語が飛び交う。

　そんなよくわからないやり取りをしたあと、執事ゲームを使用した作戦についてやリハーサルする場所などに関して、詳細なことを決めた。

　これで、今回の作戦会議は終了となった。
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　そして翌日。桜宮さんとは放課後に、執事ゲームのリハーサルをする予定になっている。

　リハーサルは二人きりでやるらしいから、なんだか緊張してきちゃった。

　彼女と話すだけでもまだちょっと慣れてないのに、ゲームなんて上う手まくできるかな？

　もしかしたら、めちゃくちゃ迷惑をかけちゃうかもしれない……。

「今日のお弁当もおいひいよぉ～！」

　凛り津つちゃんが彼女のお母さんの特製弁当を食べて、満足そうな笑顔を浮かべていた。

　昼休みに彼女に誘われて、こうして屋上のベンチに隣り合って座りながらお昼ご飯を一緒に食べているんだ。

　ちなみに、匠たく真まくんは来週の試合のために昼練をしている。

「あれ？　紡つむぐっちはお昼ご飯は食べないの？」

「た、食べるよ。で、でも、その……あんまり食欲がなくて（リハーサルへの不安で）」

「食欲がないの!?　それは大変だよ!!」

　凛津ちゃんは慌てて近づいて、僕とおでこを合わせる。

　視界が全て彼女の可愛かわいい顔で覆われた。
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「熱がないか測ってるに決まってるでしょ！　食欲がないなんて大変だもん！」

「だ、だからって、こんなことまでしなくていいよぉ……」

　そりゃ食いしん坊の凛津ちゃんにとっては、一大事なのかもしれないけど……。

「う、動かないでね？」

「う、うん……」

　お互いの鼻の先が触れてしまいそうな距離。

　ドキドキするなという方が無理な話だった。

　凛津ちゃんも頬ほおを林りん檎ご色に染めて、明らかに無理をしている。

「うーん、熱はなさそうだけど……ちょっぴり熱い？」

「それは凛津ちゃんのせいだよぉ……」

　こんなに僕のことを心配してくれるのは嬉うれしいけど……。

「あっ！　どうして逃げちゃうの！」

「だ、だってぇ……」

　耐えきれなくなって離れると、凛津ちゃんがもう！　と頬を膨らませる。

　幼おさな馴な染じみの僕にはわかる。

　これは何かで機嫌を取らなくちゃまずいよぉ……。

「は、はい！　僕のお弁当のからあげあげるよ！」

「っ！　ふ、ふん！　あたしはそんなことで絆ほだされないもん！」

「じゃあミートボールもあげちゃう！」

「ぐぬっ！　ま、まだまだこれくらいじゃ──」

「ポテトサラダも付けちゃうよ！」

「しょうがないなぁ（モグモグ）」

　凛津ちゃんは僕があげたおかずを早速食べていた。

　良かったぁ、機嫌直してくれたよぉ……。

　やっぱり彼女には食べ物が効果抜群みたい。

「そうだ紡つむぐっち！　今日は部活が休みだから二人でどこか遊びに行こうよ！」

　凛り津つちゃんは僕があげたおかずたちをいつものようにリスみたいに頬ほお張ばって一瞬でたいらげたあと、そんなことを言ってきた。

「ご、ごめん。今日はその……予定があって無理なんだ……」

「予定？　何か大事な用事でもあるの？」

「そ、それは……」

　桜さくら宮みやさんとのことを明かしちゃったら、匠たく真まくんが姫ひめ野のさんに好意を抱いてるってバレちゃうかもしれないから、絶対に言えないよね。

「もしかして女の子とデートだったりして？」

「えぇ!?　ち、違うよ！　デートなんかじゃないよ！」

「本当かなぁ～」

　凛津ちゃんがジト目でこちらを見つめてくる。

「嘘うそじゃないよぉ……」

「ふーん。じゃあ今日の放課後は何するの？」

「そ、その……そう！　カラオケだよ！　一人カラオケ！」

「一人カラオケ？　紡っちにそんな趣味あったっけ？」

「ほ、ほら。僕って歌がめちゃくちゃ下手だから、一人で練習したいなって」

「そうなんだ～。あっ、それならあたしと一緒に練習しよ！　それが良いよ！」

「ダ、ダメだよ！」

　強く拒むと、凛津ちゃんは瞳をぱちくりさせる。

「えっ、なんで？」

「そ、それは……」

　言葉に詰まってしまった。

　幼おさな馴な染じみの誘いを断ってまで、一人カラオケに行く理由が思い付かないよぉ……。

　な、何かないかな？　凛津ちゃんが納得してくれそうな理由……！

「じ、実はね、次に凛津ちゃんとカラオケに行った時はデュエットで歌いたいんだ！」

「えっ！　一緒に歌ってくれるの！」

「う、うん！　そのために歌が上う手まくなりたくて、一人でカラオケで練習したいんだ！」

　凛津ちゃんとカラオケに行くと、僕と声が似ている歌手が歌っている彼女が大好きな男女デュエットの曲があるらしくて、毎回一緒に歌おうって誘ってくれるんだけど、歌が下手な僕は恥ずかしくていつも断っている。

　凛津ちゃんに悪いから少し迷ったけどこうやって言ったら、放課後に凛津ちゃんとカラオケに行く、なんてことにはならないと思う……。

　それくらい凛り津つちゃんはそのデュエットの曲を歌いたがっているんだ。

「そっか！　そういうことならしょうがないね！」

「ってことは、じゃあ……」

「紡つむぐっち！　頑張って練習するんだよ！」

　よ、良かった。これでひとまず桜さくら宮みやさんと執事ゲームのリハーサルはできそうだね。

「中学一年生の時に初めてデュオに誘ってから四年。ついに紡っちが一緒に歌ってくれるんだね！　すっごく嬉うれしいな～」

「う、うん……」

　ご、ごめんなさい、凛津ちゃん。

　今日、本当は一人カラオケなんてしないんだ。だから、凛津ちゃんとのデュオはまだちょっと無理かも……。

「紡っちとでゅーお♪　紡っちとでゅーお♪」

　よっぽど大好きな曲を歌えるのが嬉しかったみたいで、凛津ちゃんはオリジナルソングを歌い出した。

　ものすごく恥ずかしいけど、僕のせいだから止められないよぉ。

　結局、昼休みが終わるまでその歌は止やまなかった。
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　午後の授業も終わり、放課後を迎えた。

　僕と桜宮さんは学校近くのカラオケ店に来ていた。

　理由は、ここで執事ゲームのリハーサルを行うから。

　ついでに言うと、本番も匠たく真まくんと姫ひめ野のさんにはこのカラオケ店に来て、執事ゲームで連絡先を交換してもらおうと思っている。

　文化祭の出し物決めの時の和解パーティーをしたいから協力して欲しいと話して、それぞれの好きな人の名前を出したら両方とも必ず参加してくれるはず。

　僕・桜宮さん、匠真くん・姫野さん以外の参加者のことは適当にクラスメイトの名前を何名か出して、当日はドタキャンってことにすれば問題なし。

　以上のことは、昨日の作戦会議で決まったことだ。

　……余談だけど、昼休みに凛津ちゃんの誘いを断る口実に、一人カラオケが出てきたのは、リハーサルの場所がカラオケ店だからだったりする。

「ここがカラオケ店ですか」

　個室に入ると、桜宮さんがじっくりと部屋の中を見回す。

　ちなみに、いまの彼女は制服を着ている。本番も制服姿で作戦をやるので、メイド服よりリハーサルに適しているから、という理由らしい。

「そ、その、桜さくら宮みやさんって……カラオケは初めて？」

「はい、実は一度も来たことがありません」

「やっぱりそうなんだ……」

　なんとなくだけどわかってた。桜宮さんってカラオケに来そうじゃないし、そもそも誰かとカラオケで騒いでいる姿が全然想像できない。

「ですが安心してください。予習はしてきましたので」

「よ、予習したの？　例えばどんな……？」

「カラオケは歌っている人がどれだけ下手でも、褒め続けると良いらしいですね」

「たしかに下手って言うのはダメだけど、褒め続けるのもどうなんだろう……？」

　自覚ある下手な人だっているんだから、そういう人には逆につらそう。

「では根ね津づくん。早速歌いましょうか」

「歌うの!?　今日は執事ゲームのリハーサルをしに来たんじゃ……」

「作戦本番はカラオケ店でパーティーをしながら、執事ゲームをするのですよ。その時はきっと誰か一人は歌うはずです。でしたら、リハーサルでも同じように歌わないとリハーサルの意味がなくなってしまいます」

「そ、そうかもしれないけど……」

　でも僕、歌がものすごく苦手なんだ……と言いたいのに、桜宮さんが初めてのカラオケ店で心なしかわくわくしているように見えるから、何も言えない。

「根津くん、マイクをどうぞ」

「準備が早いよぉ……」

　マイクを握らされて、あっという間にスタンバイさせられた。

　こ、これはもう歌うしか……。

「じゃ、じゃあ一曲だけ歌うね？」

「根津くん、素敵な歌声ですね」

「まだ歌ってないよ!?」

　褒めるにしてもタイミングが酷ひどすぎるよ。

　そんなことを思いつつ、僕は歌った。

　高い音程も合わず、低い音程も合わない。我ながらダメダメな歌声だった。

「根津くんは歌が上う手まいのですね」

「桜宮さん、無理しなくていいよ？」

　歌い終わると、桜宮さんは予習の成果を発揮しようとしてくれた。

「いいえ、無理なんてしていません。本当に素敵な歌声でしたよ」

「え、ほ、本当？」

「はい。少なくとも私にはそう聞こえました」

　桜さくら宮みやさんが嘘うそを言っているようには見えなかった。

　ひょっとして僕、いつの間にか歌が上う手まくなったのかな？

「では、次は私が歌いますね」

「あっ、桜宮さんも歌うんだ」

　マイクを渡すと、彼女は歌おうとする。

「あの、曲はどうやって選べば良いのでしょうか？」

「そっか。桜宮さんは初カラオケだもんね。曲はこのリモコンを使うんだよ」

　リモコンの使い方について教えたあと、桜宮さんが選曲すると、室内に前奏が流れ出す。

　それは若者の間で流は行やっている有名な曲だった。

「桜宮さんって、その……こんな曲知っているんだね」

「これも昨日予習してきましたので」

「な、なるほど」

　流行りの曲とかも予習するんだ。

　やっぱり桜宮さんってすごいな。僕も見習わないと。

「……そういえば、桜宮さんって歌上手いのかな？」

　綺き麗れいな声しているし、ものすごく上手そう。

　早く聞いてみたいなぁ。

　それから桜宮さんが歌い出した。




　──びっくりするくらい音痴だった。
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「まさか桜宮さんがあんなに歌が下手だったなんて……」

　男子トイレの洗面台の前で、僕は呟つぶやいた。

　桜宮さんが歌い終わったあと、僕は少し気分が悪くなってしまってここに避難してきた。

　彼女には申し訳ないけど、それくらい破壊力満点だったんだ。

　でも、桜宮さんでも苦手なことってあるんだなぁ……。

　こう言ったらあれだけど、ちょっとだけほっとしてしまった。

　彼女でもできないこともあるんだって。

「そろそろ戻らないと……」

　男子トイレを出て、僕たちの部屋の扉の前へ。

　ガチャリ、とドアノブを捻ひねった。

「ご、ごめん、桜さくら宮みやさん。待たせちゃって──？」

　部屋に戻ると、桜宮さんがすやすやと眠っていた。

　これはまさかあの時の！

　と一瞬、寝たフリをされて僕の名前を呟つぶやかれたことがよぎったけど、よく見ると彼女は本当に寝ているっぽい。

　静かに寝息を立てている彼女は普段のクールな姿とは違って、まるで無防備にお昼寝している子猫みたいだった。

「……ん」

　なんて呑のん気きに思っていたら、桜宮さんが目を覚ましてしまった。

　まだ眠たそうな瞳で僕を見つける。

「……申し訳ありません。寝てしまいましたね」

「ううん。僕の方こそごめんね、待たせちゃって」

　謝ると、桜宮さんは瞳をこすりながらゆらゆらと起き上がる。

「あのさ……だ、大丈夫？」

「？　どういう意味でしょうか？」

「その……昨日も眠そうにしてたし……もしかしてまた資料を集めてたの？」

　昨日の作戦会議で出てきた、大量の資料の山。

　もし昨晩もあんな量を集めていたら、寝てしまうのは無理もない。

「いいえ。していませんよ」

「……本当に？」

「本当です。作戦が既に決まったのですから、もう資料は必要ありませんので。いま寝てしまったのは、昨日のお仕事が忙しかっただけですよ」

「そ、そっか……。でも、あんまり無理はしないでね。お仕事だったらこう言われても難しいと思うけど……」

「ありがとうございます。……ですが、私のことはお気になさらず」

「えっ、き、気にしないなんて──」

「それよりこれから執事ゲームを始めたいのですが、よろしいですか？」

「う、うん……」

　有無を言わさない物言いに、僕は頷うなずくことしかできなかった。

　それから、二人で執事ゲームの用意をする。

　テーブルの上にティッシュ箱を改造した抽選箱を置いて、その中には事前に準備しておいた命令が書かれた紙きれを全部入れる。

　これで準備完了だ。

「……では、最初は私からいきますね」

　そう言って、桜さくら宮みやさんが抽選箱から紙きれを引く。

　四つ折りにされたそれをこっちにも見えるように開くと『隣の人の名前を呼ぶ』という命令が書かれていた。僕が書いた命令だ。

「これは……私が根ね津づくんのことを名前で呼べば良いのですか？」

「えっ、う、うん。そうだと思う……」

　ちょっとハードルが高すぎたかな……。

　なんて思っていたら──。

「紡つむぐくん」

「ひゃいっ!?」

　難なく名前を呼ばれて、僕は変な声を出してしまった。

　家族と幼おさな馴な染じみ以外の人から、初めて名前で呼ばれちゃった……。

「大丈夫ですか？　顔がとても赤くなっていますが……」

「だ、大丈夫だから……き、気にしないで……」

「本当に大丈夫ですか？　紡くん」

「っ!?　う、うん、本当に大丈夫だから……」

「紡くん、とても大丈夫ではなさそうですよ？　紡くん、飲み物でも飲みますか？　それとも少し休みますか？　紡くん」

「す、ストップ、ストップ！」

　急に名前を連呼しだした桜宮さんを、僕は必死に止めた。

「さ、桜宮さん……もしかしてわざと？」

「一体なんのことですか？　紡くん」

「絶対わざとだ!?」

　散々おちょくられたあと、一回目の命令は終わった。

　次は僕の番だ。

　抽選箱に手を伸ばして、適当に紙きれを取る。

「えーっと『異性に膝枕をしてもらう』……って、えぇ!?」

　こ、これってつまり、桜宮さんに膝枕してもらうってことだよね？

　そ、そんな恥ずかしいことできないよぉ……。

　それに桜宮さんだってこんなの嫌なはず──。

「根津くん、どうぞ」

「まさかの準備万端だった!?」

　膝をポンポンとして、やる気満々の桜宮さん。

　な、なんで……って、そっか。

「もしかしなくても、この命令書いたのって桜さくら宮みやさんだよね？」

「はい、そうですよ」

「……どうしてこんな命令書いたの？」

「このゲームを紹介していた本には、刺激がある命令の方が良いと書かれていましたので」

　いつものように淡々と話す桜宮さん。

　ぼ、僕には刺激が強すぎるよぉ……。

「それで、膝枕はしないのですか？」

「だ、だって恥ずかしいし……」

「安心してください。膝枕も予習済みですので」

「膝枕の予習って何!?」

　そんな感じで嫌がっていた僕だけど、桜宮さんにリハーサルをきちんとしないと本番の作戦が失敗するかもしれない、と言われて、意を決して膝枕をされることにした。

「では改めて、どうぞ」

「お、お邪魔します」

　ソファに横たわると、座っている桜宮さんの膝の上に頭を乗せた。

　生まれて初めての膝枕に、心臓がうるさいくらいに高鳴る。
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　限界を迎えて起き上がろうとする。

　──その瞬間、桜宮さんに強引に頭を押さえつけられた。

　どれだけもがいても、膝枕から抜け出せない。

　鼠ねずみ取りに嵌はまった鼠の気分だった。

「さ、桜宮さん!?」

「逃げてはいけません、根ね津づくん。これはリハーサルなのですから」

「で、でも……」

「頑張って我慢してください。王生いくるみくんのためですよ」

「っ！　そ、そうだね……」

　このリハーサル次第で、匠たく真まくんの恋が進展するかどうかが決まるかもしれない。

　それなら膝枕くらい耐えてみせないと！

　決心すると、僕は再び膝枕される。

「どうですか？　私の膝枕は？」

「や、柔らかくて……と、とても気持ちいいです……」

　答えると同時に顔が熱くなるのを感じた。

　は、恥ずかしすぎる……。

「それは良かったです」

「っ!?」

　急に頭を撫なでられた。こ、こんな命令あったっけ!?

「さ、桜さくら宮みやさん……？」

「不思議ですね。根ね津づくんを膝枕していると自然と頭を撫でてしまいます」

　桜宮さんにされるがままにナデナデされる。

　心地良い……けど、色々と我慢の限界で死にそうです。

「も、もうそろそろいいかな？」

「ダメです」

「っ！　さ、桜宮さぁん……」

「そんな泣きそうな目で見ないでください。いつものみゃーちゃんジョークですよ」

　僕はようやく彼女の膝枕から解放された。

　うぅ、恥ずかしすぎて死ぬかと思ったよ……。

「では、次はまた私の番ですね」

　まだ心臓の音が鳴り響いている中、桜宮さんはもう抽選箱に手を伸ばしていた。

　切り替えが早すぎる……。

「私への命令は……『異性とキスをする』らしいです」

「そ、そっか……？」

　桜宮さん、なんて言ってた？

　き、きす……？

「根津くん、私とキスをしましょう」

「えぇ!?　む、無理だよ！　絶対に無理！」

「いいえ、これは命令です。そして、いまは執事ゲームのリハーサル中です。キスをしないという選択肢はありません」

「で、でも……き、キスはダメだよ！　というか、これも桜宮さんが書いた命令だよね!!」

「昨日見た雑誌によると、キスは定番らしいですよ？」

「そ、それは、もっとイケイケの人たちの中での話だよ！　ぼ、僕には無理だよ！」

「……仕方がありません。ここは強引にでもキスをしてもらいます」

　桜宮さんはいつもみたいに表情を変えず、徐々にこちらに接近してくる。

　そんな彼女が恐こわくて、僕は思わず逃げ出してしまう。

　──けれど、獲物鼠を目の前にした捕食者猫がおいそれと逃走を許すわけもなく、




　ガシッ！（腕を掴つかまれる）　バンッ！（壁に押しつけられる）　ドンッ！（壁ドン）




「これで逃げられませんね」

「うぅ……」

　あっという間に人生二度目の『壁ドン』をされて、逃げ場をなくしてしまった。

　ど、どうしよう。このままだと本当に桜さくら宮みやさんとキスをすることに……。

「根ね津づくん、キスしますね」

　律義に宣言すると、桜宮さんは澄んだ瞳を開いたまま、ゆっくりと顔を近づけてくる。

　僕の心臓は破裂しそうなくらいドキドキしていた。

　も、もうダメだ。避けられない……。

「なーんて、冗談ですよ」

「……え？」

　突然の言葉に、僕は呆ほうけた声を出してしまった。

「ですから冗談です。これもみゃーちゃんジョークです」

「ま、またみゃーちゃんジョーク……」

「そうです。いくらゲームの命令であり、作戦のリハーサルでもキスはしません」

「そ、そうだよね……僕、びっくりしちゃったよ」

　こう言ったらあれだけど、桜宮さんって姫ひめ野のさんのためなら平気でキスとかしちゃいそうだし……。

[image: ]

　……桜さくら宮みやさんって、恥ずかしくなったりしないのかな。

　膝枕していた時もキスのふりした時も、顔が赤くなったりしないし。

　まあ僕を男として見ていないという可能性は大いにあるけど、それは一旦無視して……。

「そ、その……桜宮さんって、恥ずかしくなったりしないの？」

「恥ずかしくなることですか？　ありますよ。……ぽっ」

「それ絶対にないでしょ！」

　最後の最後までおちょくられたあと、店員さんから時間終了の知らせがきた。

　こうして執事ゲームのリハーサルは終わったのだった。




◆◆◆




　帰り道。

　陽ひは沈みかけており、茜あかね空ぞらが広がっている。

　僕はふと気になって桜宮さんに一つ質問をした。

「そ、その……桜宮さんは、どうしてここまでして姫ひめ野のさんの恋を叶かなえたいの？　やっぱりご主人さまだから？」

「そうですね。それもあります」

「それ〝も〟……？」

　訊きくと、桜宮さんは小さく頷うなずいた。

「もし愛あい奈なさまがいなかったら、私はずっと独りぼっちだったと思います」

「……どういうこと？」

「幼い頃から、私はこのように感情があまり表に出ない女の子でしたので。そのせいで周囲から恐こわがられて、ずっと友達がいなかったのです。──ただ一人、愛奈さまを除いては」

　桜宮さんは空を見上げた。

　彼女の澄んだ瞳は、少し穏やかになっているように感じる。

「愛奈さまだけは出会った時から私のことを恐れず、気さくに話しかけてくださいました。そして、こうも言ってくださったのです」




　──あなたはわたくしのメイドである前にお友達ですわ。




　その言葉を受けて以降、桜宮さんはご主人さまにふさわしいメイドになれるように、様々なことを学び、たゆまぬ努力をしたらしい。

　結果、桜宮さんは何事も完璧なメイドになったんだ。

「おかげで、私の周りには多くの人が集まってくれるようになりました」

「そっか。桜さくら宮みやさんと姫ひめ野のさんは普通のメイドさんとご主人さま以上に強い関係で結ばれているんだね」

　まさか二人の間に、そんな感動的なストーリーがあったなんて。

　ちょっと泣きそうになってるよ。いや、もう泣くかも。

「ですので、私は愛あい奈なさまの恋を叶かなえたいのです。今までの恩返しをするために」

「恩返し……」

　少し驚いてしまった。

　桜宮さんが姫野さんの恋を叶えたい理由と僕が匠たく真まくんの恋を叶えたい理由が同じだったことに。

　そして、彼女がどれだけ姫野さんの恋を叶えたいと思っているか、はっきりとわかった気がした。

「そうだね！　そのためには次の作戦を絶対に成功させようね！」

「はい、頑張りましょう」

　こんな時でも桜宮さんの表情はクールだ。

　でも、紡がれた言葉からは強い想おもいが伝わってくる。

　匠真くんのために、姫野さんのために、そして──桜宮さんのためにも、次の作戦は絶対に成功させるんだ！

　胸の内で、僕はそう誓った。







　リハーサルをしたあとの数日間。僕たちは匠真くんと姫野さんを和解パーティーに誘って、何もかも準備を整えた。

　そうして迎えた作戦決行日。




　──授業中、桜宮さんが倒れた。




◆◆◆




「桜宮さん!!」

　保健室に入ると、僕はそう叫んだ。

　すると、ベッドの上には桜宮さんが寝ていて、その隣には可愛かわいらしいウサギのぬいぐるみを抱いている姫野さんがいた。

「あなたは……」

「あっ、え、えっと……」

　彼女とはほとんど会話を交わしたことがないので、どう話していいかわからず、あたふたしてしまう。

　うぅ、僕のコミュ力って酷ひどすぎるよ……。

「良かったら、隣に座ってくださいですの」

「……あ、ありがとう」

　ウサギのぬいぐるみで促されて、姫ひめ野のさんの隣にある椅子に腰を下ろす。

　先生が倒れた桜さくら宮みやさんを運ぼうとした時、姫野さんも付き添うと言ったんだ。

「ひ、姫野さんは、あれからずっとここにいるの？」

「そうですの。みゃーちゃんが心配ですから」

　姫野さんは少し顔を俯うつむける。

　よく見ると、ウサギのぬいぐるみの耳が頭にぴったりとくっついていて、それは彼女の寂さみしさを示す『ぴょんメーター』が最終段階に入っていることを表していた。

　それだけ彼女も不安なんだ……。

「根ね津づさんも、みゃーちゃんが心配で来たんですの？」

「う、うん……」

「……あなた、もしかしてみゃーちゃんが好きですの？」

「えぇ!?　ち、違うよ!?」

「そうなのですの？」

「そ、そうだよ！　そ、そもそも、なんでそんなこと思うの？」

「だって、そんなに汗だくになっていますの」

「えっ……」

　自分の制服を見てみると、ワイシャツが汗でびしょびしょになっていた。

　授業が終わって、全力疾走でここまで来たせいだ。

「それだけみゃーちゃんが心配だったのですわよね？」

「そ、それはそうだけど……」

「つまり、みゃーちゃんが大好きですの？」

「だから違うよ!?」

　否定しても、姫野さんは唇を尖とがらせて納得していない表情。

　うぅ、全然信じてくれないよぉ……。

「そ、それより桜宮さんは大丈夫なの？」

「問題ないですわ。保健室の先生によると疲労と寝不足が原因らしいですの」

「疲労と寝不足……」

　リハーサルをして以降も、桜宮さんはお仕事が忙しかったみたいで、ずっと眠たそうにしていた。

　そんな彼女を見て、少し作戦会議の時間を減らそうよ、と僕が提案したんだけど、愛あい奈なさまや王生いくるみくんのためにもそれはできません、と頑かたくなに断られたんだ。

　だから、僕はいつも無理だけはしないでねって言うしかなくて……。

　……やっぱり無理してたんだ。

「最近、毎日のように夜中まで勉強をしていたみたいですので。きっとそれですわ」

「……えっ、勉強？　そ、その……お仕事が忙しかったんじゃ……」

「？　メイドの業務はハードですが、体調を崩すほど働かせたりしませんの。いつでも十分な睡眠は取れるはずですわ」

　姫ひめ野のさんが嘘うそをついているようには見えない。

　で、でも、桜さくら宮みやさんはお仕事が忙しいからって……？

　考えても混乱するだけで、全く答えがわからなかった。

「これでは今日の和解パーティーとやらは無理そうですわね」

「あっ……そ、そうだね……」

「申し訳ないですの。わたくしのメイドが体調管理ができていないばかりに」

「あ、謝らないで！　和解パーティーなんてまた別の日にやれば良いんだし……」

「そ、そうですが……」

　姫野さんは悲しげな表情を浮かべる。

　ウサギのぬいぐるみの耳はぴたっと頭にくっついたままで『ぴょんメーター』はずっと最終段階のままだ。

　それには当然桜宮さんが倒れてしまったこともあるけど、もう一つに匠たく真まくんと遊べなくなってしまったことも大なり小なり含まれていると思う。

「っ！　もうこんな時間ですの。そろそろ教室に戻らないといけませんわ」

「あっ、本当だ……」

　壁にかかっている時計を確認すると、次の授業が始まる五分前だった。

「そ、そういえば保健室の先生は？　どこにもいないけど……」

「みゃーちゃんを診たあと、取りに行くものがあると言って、どこかに行ってしまいましたわ」

「えっ、それじゃあ僕と姫野さんがいなくなったら、桜宮さんが目が覚めた時、誰もいないってこと？」

「……そうなりますわ」

　姫野さんが少し気まずそうな表情で答える。

「そ、それは……なんか嫌だな」

「……そう言われましても、わたくしは前の授業を途中で抜けてしまっているので、次の授業まで休むわけにはいきませんの……」

「そ、そうだよね……」

　それでも、こういう時は目が覚めた時に誰か傍そばにいた方が良いと思うから──。

「じゃ、じゃあ僕が残るよ！」

「よろしいのですの？　そうしてくださったら、わたくしとしても嬉うれしいのですが……」

「うん。少なくとも桜さくら宮みやさんの目が覚めるまでは、ここにいるよ」

　そう答えると、ウサギのぬいぐるみの耳が少しだけぴょこんと立った。

　姫ひめ野のさんの不安がちょっぴり解消されたみたいです。

「感謝しますわ。先生にはわたくしの方から上う手まく言っておきますの」

「ほ、本当？　すごく助かる」

「いえいえ、では、わたくしはお先に失礼しますわ」

　姫野さんは保健室を出ようとすると、ちょうど扉の前で止まって──振り返った。

「やっぱり、あなたはみゃーちゃんが大好きですのね？」

「っ!?　だ、だから違うって!?」

　そう言っても、姫野さんはクスクスと笑って部屋を出て行った。

　も、もう。違うって何度も言ってるのに……。

「……あれ？」

　椅子に座りなおすと、ベッドの脇には鞄かばんが置かれていた。桜宮さんの鞄だ。

　先生が彼女を運ぶ時に、一緒に持ってきたのかもしれない。

　その鞄は開きっぱなしになっていて、中からはある物が見える。

　僕はそれがどうしても気になって──。

「ご、ごめん。桜宮さん」

　鞄の中からそれを手に取る。

「っ！　これって……」

　ある物を見つけて、僕は目を見張った。

　この時、一つだけ明確にわかったことがある。




　──桜宮さんは僕に嘘うそをついていた。







「……ん」

　授業が始まって十分くらい経たつと、桜宮さんは目を覚ました。

「さ、桜宮さん？　大丈夫？」

「……根ね津づくんですか？」

「う、うん。そうだよ」

「そうですか。……うぅ、根ね津づくんの顔を見ていると急に具合が悪く──」

「えぇ!?　ど、どうしよう!?　ぼ、僕がどっか行ったらいい!?」

「落ち着いてください。モーニングみゃーちゃんジョークです」

　あたふたしていると、桜さくら宮みやさんが冷静によくわからないことを言い出した。

「も、もーにんぐみゃーちゃんジョーク……？」

「朝のみゃーちゃんジョークをそう呼ぶのです。お洒落しやれでしょう？」

「お洒落かどうかはよくわからないけど……桜宮さんが大丈夫そうで安心したよ」

　僕はほっと胸を撫なでおろす。

「……もしかしてまだ授業中ですか？」

「う、うん」

　答えると、桜宮さんは申し訳なさそうに目を伏せる。

「……申し訳ありません。ご心配をおかけしてしまって」

「ううん。しょうがないよ。誰にだって体調を崩す時はあるし」

「ですが──」

「で、でもね、桜宮さんに一つだけ訊ききたいことがあるんだ」

　桜宮さんの言葉を遮るように言うと、彼女は驚いたようにこちらを見る。

　透き通った瞳に視線を注がれて、僕はうぅ、と反射的に身を縮めてしまう。

　……でも、どうしても訊かなくちゃいけないことだから、続きの言葉を口にした。

「そ、その……これのことなんだけど」

「これは……」

　桜宮さんの鞄かばんから見つけた物──執事ゲームのことが記載された雑誌を手渡す。

　それには、一ページ、一ページに付箋が丁寧に貼られており、さらには『ここが重要！』『これは使えるかも？』などのメモが書かれていた。

　もちろん先日の作戦会議の時は、こんなものは貼られていなかった。

「さ、桜宮さん。このところ眠そうにしてたのはお仕事が忙しいから、じゃないよね？」

「…………」

　桜宮さんは口を一切動かさない。

　このまま何回訊いたとしても、彼女は何も答えず黙ったままだと思う。

　数週間ほどしか彼女と一緒に過ごしてないけど、その経験からなんとなくそう感じた。

　だから、僕はちょっとずるい手段で、ひとまず彼女の口を開くことにした。

「実はね、姫ひめ野のさんから聞いたんだ。桜宮さんが最近、夜遅くまで勉強してるって」

「っ！　愛あい奈なさまが来たのですか？」

「うん。桜宮さんが倒れた時、ここまで付き添って、そのまま次の授業が始まるまでずっとここにいたよ」

「……そうですか。愛あい奈なさまが……」

　姫ひめ野のさんが心配してくれた──その事実を聞いて、桜さくら宮みやさんの表情はいつもみたいにあまり変わらないけど、少し喜んでいるように見えた。

「姫野さん、ずっと心配そうにしてたよ」

「……はい」

　桜宮さんは弱々しい声で呟つぶやいて、顔を伏せる。

　姫野さんのことを知って、一度口を開いた今なら、話してくれるかもしれない。

　そう思って、もう一度問い直した。

「……話を戻すけど、姫野さんからは毎晩勉強してるって聞いて、でも桜宮さんはお仕事が忙しいって言ってて……でも、本当はどっちも違うんだよね？」

　慎重に質問すると、桜宮さんはこくんと頷うなずいた。

　そんな彼女を見て、僕は次の言葉を口にする。

「桜宮さんは毎晩遅くまでこの雑誌を読み込んでいたんだよね？　いや、この雑誌だけじゃない。他にもこの雑誌と同じように付箋がたくさん貼られてる本があった。それも全て恋愛関連の本だよ」

「……根ね津づくん、私の鞄かばんを覗のぞいたのですね？　エッチです」

「ぐふっ、そ、それは本当にごめんなさいだけど……やっぱり姫野さんのためだよね？」

「……そうですね。今回の作戦にもっと役立つことがないか探していました」

　ようやく打ち明けた桜宮さんは、気まずそうに視線を逸そらす。

「そ、その、桜宮さん。頑張ってくれるのは僕としてもすごい嬉うれしいんだけど……やっぱり、無理はしちゃダメだよ……」

「……別に無理はしていません」

「し、してるよ。現にこうやって体調崩しちゃってるし……」

「それは……少し失敗してしまっただけです。次は気をつけます」

「つ、次って……もうこんなことしないでよ」

「……私は愛奈さまに恩返しがしたいのです。そのために必要なことならなんでもやります」

「だ、だからって、今日みたいに倒れて、また姫野さんに心配かけても良いの？」

「っ！　そ、それが愛奈さまのためになるのなら良いのです。そもそも私が体調を崩しても、あなたには全く関係のな──」




「関係あるよ!!」




　叫んだ瞬間、桜宮さんが澄んだ瞳をぱちくりさせている。

　僕自身もびっくりした。まさかこんな大きな声が出るなんて。

　それでも、僕は話を続ける。

「ぼ、僕は嫌だよ……。桜さくら宮みやさんがまた無理して倒れちゃうのは……」

「……どうしてですか？　私とあなたが協力関係だからですか？」

「そ、それもあるけど……それだけじゃないというか……」

「……？　どういうことでしょうか？」

　純粋な瞳で訊たずねられて、僕は言葉に詰まる。

　うぅ、こういうこと言うのは、本当はすごく恥ずかしいんだけど……。

　それに僕みたいなやつが、彼女にこんなことを言ったら失礼かもしれないし……。

　で、でも、また桜宮さんが倒れるなんて絶対に嫌だから──。




「ぼ、僕は、さ、桜宮さんのことを……と、とと、友達だと思っているから……」




　緊張しまくりながら言い終えると、僕の心臓は激しく早鐘を打っていた。

　たぶん顔も真っ赤になっていると思う。

「……友達、ですか？」

「う、うん……桜宮さんはそんな風に思ってないかもしれないけど、その……僕は勝手にそう思ってる」

　匠たく真まくんと姫ひめ野のさんのことで協力関係になる前は、桜宮さんって無口だし、不思議なところ多いし、話しかけづらい人だなって思ってた。

　──でも、協力関係になって毎日のように関わっていくうちに、本当は優しくて、意外と冗談とか言ったりして、今回みたいに頑張りすぎちゃうところもあって。

　とても良い人で、それで何より一緒にいて楽しいなって思ったんだ。

「何度も言うけど……桜宮さんには無理して欲しくない。今日みたいなことがあったら、僕はすごく心配するし、悲しいよ」

「……あなたは、私が体調を崩すと悲しいのですか？」

「当然だよ。友達が辛つらい目に遭っていたら、悲しくなるに決まってる。だから、これからは一人で頑張るんじゃなくて、そ、その……もっと僕を頼ってよ」

　伝えたかったことを全部伝えると、桜宮さんがしばし黙り込んでしまう。

　友達なんて言って生意気だったかな。嫌われちゃったかな。

　そんな不安を抱きながら、沈黙の時間が過ぎていく。

　すると、彼女は急にガバッとシーツの中に潜ってしまった。

「さ、桜宮さん……？」

「……なんでしょうか？」

「そ、その……どうしたの？」

「……別に初めて異性の友達ができて嬉うれしいなどと思っていませんが」

「え、えっと……」

「嬉しいと思っていないと言っているでしょう」

「僕、まだ何も言ってないよ!?」

　な、なんだこれ……！　まさかこれが噂うわさに聞くツンデレ……？

　……い、いやいや、それはないよね。

「根ね津づくん。あなたに一つお願いしてもよろしいですか？」

「ひゃ、ひゃい!!」

　桜さくら宮みやさんがひょっこりと顔を覗のぞかせると、僕はビビりまくって変な返事をしてしまった。

「今日の作戦は決行してくれませんか？」

「えっ、で、でも桜宮さんは……」

「私は不参加で良いです。愛あい奈なさまにも心配をかけてしまいますし、それに……」

　僕の方をチラリと見て、スッと視線を逸そらした。

「とにかく、作戦は決行してくださると助かります。愛奈さまがとても楽しみにしていたので、どうかお願いします……」

「さ、桜宮さん……」

　無機質な声音だけど、心の底から懇願していた。

　さっき頼ってって言ったばかりだ。断る理由がないよ。

「わかった。今回は僕一人で作戦をやってみるよ」

「本当ですか？　ありがとうございます」

「ま、任せてよ。僕、絶対に作戦を成功させるから」

　僕は胸を叩たたいて、自信ありげに言った。……既に両手が緊張で震えてるけど。

「根津くん、手が震えていますよ？」

「せっかく隠してたのに、言わないでよぉ……」

　うぅ、僕って本当に情けないなぁ……。

　でも、作戦は絶対に成功させなくちゃ！　そうと決まれば早速、匠たく真まくんと姫ひめ野のさんに話しに──って、その前に授業に戻らないと。桜宮さんも大丈夫そうだし。

「桜宮さん、僕はそろそろ授業に戻るね」

　立ち上がって、保健室を出ようとすると、

「ま、待ってください」

　後ろから呼び止められた。

「えっ、どうしたの？」

「そ、その……や、やっぱりもう一つお願いがあります」

「もう一つあるの……？」

　訊きき返すと、桜さくら宮みやさんは小さく頷うなずいた。

「……も、もう少し、ここにいてくれませんか？」

「えっ……」

　予想外のセリフに、僕は言葉に詰まってしまった。

　すると、いつも冷静な桜宮さんが少しまくし立てるように話を続ける。

「あなたは私の友達なのでしょう？　で、ですから、体調が優れていない友達を一人で置いてけぼりにするのは、心配ではないのですか？」

「そ、それは……心配です」

「でしょう。でしたら、その……ここにいるべきかと」

　窓の方を見ながら話しているのに、時折、チラチラとこちらを見てくる。

　そんな彼女を見て、なんとなくここにいた方が良い気がした。

「うん、わかった。じゃあもう少しここにいるね」

「あ、ありがとうございます……」

　お礼を言ったあと、桜宮さんは口元だけシーツで隠した。

　普段は感情が読みにくい彼女だけど、今だけは恥ずかしがっている、とすぐにわかった。
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「ついに俺のスマホに姫ひめ野のの連絡先が……!!」

　朝の教室。まだ生徒がほとんど来ていない中、傍そばで感極まっているのは匠たく真まくんだ。

　和解パーティーをした日以降、彼は毎朝、スマホに登録されている姫野さんの名前を確認しては、歓喜の表情を浮かべている。

「良かったね、匠真くん」

「紡つむぐ～！　まじであんがとなぁ～！」

　僕の肩をポンポンと叩たたく匠真くん。

　オオカミのように情に厚い男の目からは、熱い涙が溢あふれていた。

「えぇ!?　な、泣いて──ぼ、僕は何もしてないよぉ……」

「んなことねぇって！　パーティーに誘ってくれたこともそうだし、あと執事ゲームとかいう遊びをやろうって、お前が言ってくれなかったら絶対に姫野と連絡先を交換なんてできなかったぞ」

　匠真くんは泣きながら嬉うれしそうに話す。

　彼の話を聞いても分かる通り、先日決行した『執事ゲーム作戦』（←また桜さくら宮みやさんが命名しました）は無事成功したんだ。

　桜宮さんが体調を崩して不在だったけど、予定通りカラオケ店で和解パーティーをやって、その最中に行われた執事ゲームで匠真くんと姫野さんの連絡先を交換させることができたんだ。……二人はまだ一通くらいしかやり取りをしてないみたいだけど。

「けどよ、まさか俺の番で『異性と連絡先を交換する』なんて命令が出てくるなんてな。正直びっくりしたぜ」

「あはは。そ、そうだね……」

　実はそれ、僕が仕組んだことなんだけど……。

　抽選箱に細工をするのは桜宮さんの役目だったんだけど、その日倒れた彼女の代わりに僕がやったんだ。

　細工の仕方は、保健室で彼女に教えてもらって、僕はそれを死ぬ気で覚えて死ぬ気で実践した。……あの時は本当に成功して良かったよ。

「つーか、紡っていつの間に桜宮と知り合いになったんだ？」

「えぇ!?　そ、それは……」

　突然の質問に、どう答えようか迷っていると、

「おはよ！　紡っち！」

「あっ、凛り津つちゃん。おはよう」

　凛り津つちゃんはひまわりみたいな笑顔を浮かべて教室に入ってくる。

　右手には菓子パン、左手にはおにぎりを持っていた。

「おいおい、朝っぱらからどんだけ食うんだよ」

「あれ？　いま匠たく真まっちの声がしたような？」

「ここだよ、ここ。思いっきり見えてんだろ」

　二人のやり取りに、僕は思わず笑ってしまう。

　匠真くんと凛津ちゃんはいつもこんな感じだ。

「ねぇ紡つむぐっち！　約束覚えてる？」

「や、約束……？」

「そうだよ！　あたしとカラオケでデュエットするって約束だよ！」

「えっ……う、うん。覚えてるけど……」

「あたしね、今日部活休みだから一緒にカラオケに行こうよ！」

「きょ、今日!?　そ、それはちょっと……」

　今日の放課後は桜さくら宮みやさんと作戦会議があるから行けないよ……。

「えっ、行けないの？」

「そ、その……ま、まだ練習不足だから……ごめんね」

「そっかぁ……」

　凛津ちゃんはがっくりと肩を落とす。

　うぅ、罪悪感が……。

「なんだよお前ら。デュエットするなんて約束してたのかよ」

「うん。僕が凛津ちゃんが大好きな曲を上う手まく歌えるようになったら、デュエットしようと思ってるんだ」

　実をいうと、僕は本当に凛津ちゃんが大好きな曲を練習している（一人カラオケじゃなくて、自宅のお風呂場とかで、だけど……）。

　桜宮さんとの関係がバレないようにするためについた嘘うそとはいえ、自分で言ったことだから、次に凛津ちゃんとカラオケに行く時は少しでも上手くなった状態で初めてのデュエットをしたいんだ。

「ほう、大好きな曲なぁ……」

　匠真くんは凛津ちゃんに視線を移す。

「な、何さ、匠真っち？」

「いいや～別にぃ～」

　匠真くんがニヤニヤして、それを見て凛津ちゃんは少し怒っていた。

　ど、どうしたんだろう……？

「おう、匠真」

　不意に背後から声。

　振り向くと、匠たく真まくんに負けず劣らずのイケメンが立っていた。

「紡つむぐっち、この人誰だっけ……」

「えっ、凛り津つちゃん知らないの？　クラスメイトの鈴すず木きくんだよ。サッカー部の次期キャプテン候補で、モデルの彼女もいてすごい人なんだよ」

「なるほどー。モグモグ（おにぎりを食べる音）」

「全然興味なさそうだね……」

　ところで、いま凛津ちゃんは僕の背後に隠れている。

　いつもは陽気な彼女だけど、初対面の人や深い関わり合いのない人を前にすると、こうやって警戒態勢を取るんだ（僕調べ→リスもこういう習性があるみたい）。

　人見知り、というわけじゃないけど、簡単には相手を信用しないという感じ。

　僕の時も初めて出会った頃は、こんな様子だった。

　……でも、何がきっかけか忘れちゃったけど、気が付いたら友達になっていて、気軽に話せるようになっていたんだ。

「鈴木か、どうした？」

「匠真さ、今日部活休みだろ？　うちの部も休みだからよ、いつものメンツで一緒にゲーセンいかね？」

「ゲーセン？　別に俺はいいけど……」

　匠真くんはチラッとこっちを見る。

「それさ、紡も一緒でもいいか？」

「チューくんも？　別にいいぜ。いじられ担当もいた方がいいしな」

　イケメン同士でそんな会話が交わされたのち、二人の視線がこっちに移る。

「え、あ、あの……そ、その……」

　鈴木くんの誘いに、僕は口ごもってしまう。

　別に行きたくないわけじゃないんだ。でも、いまは作戦会議の方が大切だし、断りたい……。

　と思っていても、なかなか口に出せない。

　きっとこういうところも、みんなから鼠ねずみっぽいって思われちゃうんだろうなぁ。

「悪い、そういやこいつ用事があったの忘れてたわ」

　まともに答えられずにいると、匠真くんがそんなことを言ってくれた。

「なんだよそれ。忘れんなよ」

「悪い、悪い。だから今日は俺だけ行くわ」

「りょーかい。チューくんはまた誘うからな」

「あっ、う、うん……ありがと」

「さっき俺しか誘わなかったくせによく言うぜ」

「うっせ」

　最後はまたイケメン同士で話して、鈴すず木きくんは自分の席に戻っていった。

「匠たく真まくん……あ、ありがとう……」

「良いってことよ。どうせなんかやることでもあるんだろ？」

「う、うん……そうなんだ」

　頷うなずくと、匠真くんはそれ以上何も訊きかなかった。

　こういうところも本当にカッコいいと思うし、憧れちゃうなぁ。

「紡つむぐっち、今日は用事があるの？　カラオケじゃなくてもどこか一緒に遊びに行こうと思ってたのに……」

　一方、凛り津つちゃんはしょんぼりとした声で訊たずねてきた。

「凛津ちゃん……ご、ごめんね」

「嫌だ！　もう許さないもん！」

「えぇ!?」

　ご立腹してしまった凛津ちゃんをどうにか納得させるのに、朝のＨＲホームルームが始まるギリギリまでかかりました。




◆◆◆




「先日はありがとうございました」

　いつもの喫茶店の個室で、桜さくら宮みやさんが丁寧にお辞儀をする。

「い、いや、僕は大したことしてないよ……」

「そんなことありません。根ね津づくんがいなかったら、未いまだに愛あい奈なさまと王生いくるみくんは連絡先を交換していなかったでしょうし」

「そ、そうかな？」

　そう言われると、なんだか嬉うれしくなっちゃうな。

「それでいきなりで申し訳ないのですが、昨晩、愛奈さまがこんなことをおっしゃっておりました」

「……？　なんて言ってたの？」

「次は王生くんとデートをしたいそうです」

「えぇ!?　そ、そうなの……？」

　桜宮さんはこくりと頷く。

「ですが、デート場所をどうすればいいかわからず、愛奈さまは毎晩のように悩んでおります」

　デート場所かぁ……。

　そんなこと言われても、デートなんて今まで一回もしたことないよぉ……。

　……だ、だけど、匠たく真まくんたちのデートが成功したら二人の距離がぐっと縮まると思うし、弱音なんて吐いていられないよね。

「私としては、次の目標は愛あい奈なさまと王生いくるみくんがデートをできるようにしたいと思っているのですが……よろしいですか？」

「も、もちろんだよ。一緒に頑張ろう！」

　次の目標──『匠真くんと姫ひめ野のさんがデートをできるようにする』が定まったところで、僕と桜さくら宮みやさんはデート場所について考えることにした。

　まずは前回の作戦と同じように、恋愛関連の資料を二人で読み込んでいく。

　今回は桜宮さんだけじゃなくて、僕も探して持ってきたんだ。

　彼女ばかりに任せて、この前みたいに倒れさせるわけにはいかないから。

　……けれど、資料の中にはまだ目ぼしいものは見つからない。

「そういえば今朝、咲さき野のさんと楽しく話していましたね。仲が良いのですか？」

　資料を読んでいると、不意に桜宮さんが訊たずねてきた。

「うん。凛り津つちゃんとは幼おさな馴な染じみだから」

「そうですか。幼馴染ですか……」

　そこで会話が途切れた。

　ひょっとして桜宮さん、凛津ちゃんと友達になりたいのかな。

　そんなことを思っていたら、急に桜宮さんが立ち上がって僕の隣の席へ。

「えっ……そ、そこに座るの？」

「はい、ダメですか？」

「い、いやいや！　ダメじゃないけど……」

　いつもは向かいの席に座っているし、さっきまでそうだったのに……。

　そんな疑問を抱きつつも、僕は用意した資料を読み進めていく。




　……そろそろ。




「……？」

　隣から妙な気配がして、視線を向ける。

　そこでは、桜宮さんが静かに資料を読んでいた。

　……気のせいかな。

　僕は再び資料を読み始める。




　……そろそろ。




「まただ……」

　隣を向く──けれど、桜さくら宮みやさんが資料を読んでいるだけ。

　何か違和感がある気がするけど……やっぱり気のせいかな？

「よいしょっと」

　気を取り直して、僕は資料の読み込みを再開。




　……そろそろ。




　いまだ！　とすぐに振り向いた。

　すると──桜宮さんが目の前まで接近していた。

「うわぁっ!?」

　驚いて椅子から転げ落ちてしまう。

「根ね津づくん、どうしました？」

「ど、どうしたって、桜宮さんの方こそ何してるの？」

「？　私は普通に資料を読んでいるだけですよ？」

「そ、そうじゃなくて、その……距離が近くない？」

　最初は一人分くらいの距離があったのに、いまは互いの椅子がぴったりとくっついている。

「そうでしたか？　初めからこれくらいだったと思いますが」

「そんなことないよ!?」

　思わずツッコんじゃった。

「そ、それより……もう少し離れてくれると助かるんだけど……」

「……何な故ぜですか？」

「なんでって、そ、その……こんなに近くにいられると、ちゃんと資料を読めないし……」

　今日まで桜宮さんと一緒に過ごしてきて、とても良い意味で彼女のことをたくさん知ることができたから、彼女に対する極端な苦手意識はもうない。

　だとしても、さすがにここまで近づかれると落ち着かないわけで……。

「だから、ね？」

「…………」

　桜宮さんは黙ってしまった。

　──けど、すぐに顔を上げて、

「私と根津くんは友達なのですよね？」

「えっ……う、うん」

「でしたら、これくらいの距離感は普通だと思います。違いますか？」

「え、えっと……それは……ひぃっ!?」

　桜さくら宮みやさんからゴゴゴッ！と強烈なプレッシャーを感じる。

　きょ、今日の桜宮さん、なんだか恐こわいよぉ……。

「ち、違わない……と思います」

「では、このままで問題ありませんね」

　それだけ言うと、桜宮さんは隣で新しい資料を開く。

　桜宮さん、一体どうしたんだろう……？

　──ふとある猫の動画を思い出す。

　その動画だと、普段澄ましている猫が急に飼い主にべたべたくっついて甘えるようになったんだ。

　飼い主はようやく懐いてきたと喜んでいたんだけど、飼い主が昼寝中に猫はいきなり彼の顔面にひっかき攻撃を食らわせた。

　なんでも猫は最近お好みのキャットフードが出てこないことにご立腹で、飼い主を油断させて攻撃する機会を窺うかがっていたみたい。

　……つ、つまり、実は桜宮さんも僕に怒っていて隙を見て襲おうとしているってこと!?

　ど、どど、どうしよう。そ、それはまずいよぉ……。

　それから僕と桜宮さんは、互いの腕が当たりそうなくらい近い距離で資料を読み進めた。

　だけど、残念ながらこれといって良い考えは出てこなかった（僕は桜宮さんが恐すぎて集中できず、ロクに資料を読むことができなかった……）。

　※なお、作戦会議の終わり際に桜宮さんに恐おそる恐おそる訊たずねたら、全部僕の誤解だったことがわかった。……桜宮さん、疑ってごめんなさい。




◆◆◆




　その日の晩、僕は自室のベッドに寝転がりながら、匠たく真まくんと姫ひめ野のさんのデート場所について考えていた。

「……デート場所かぁ」

　どんなところだったら、二人とも楽しめるんだろう。

　もし変なところを勧めて、それでデート失敗なんてことになったら最悪だし。

「うーん、わかんないなぁ」

　どれだけ考えても、全く良いところが思い付かない。

　やっぱりこういうのって恋愛経験がないとダメなのかな……？

　──なんて思っていたら、コンコンと扉がノックされた。

　……こんな時間に誰だろう？　お母さんかな？

「入っていいよー」

　言うと、ガチャリと扉が開かれる。

　部屋に入ってきたのは、お菓子の袋をいっぱいに抱えた凛り津つちゃんだった。

「よっ！　紡つむぐっち！」

「凛津ちゃん!?　なんでここに？」

「もちろん、紡っちのためにお菓子パーティーを開きにきたんだよ！」

　バサバサッ、と盛大にお菓子の袋を散らかす。

「な、何してるの!?」

「さあ紡っち！　きみはどのお菓子を食べたい？　甘い系？　しょっぱい系？　それともどっちも交互に食べる派？」

　部屋をお菓子だらけにされてパニックになってる僕を気にも留とめず、テンション高めの凛津ちゃんはお菓子パーティーを勝手に開催しようとする。

「凛津ちゃん。わ、悪いけど、もう帰って欲しいな。そ、その……いま僕は忙しいから」

「えぇ～!?　紡っちのためにたくさんお菓子持ってきたのに～!?」

「それは、凛津ちゃんが急に来るから……」

「だって家が近所なんだもん」

　凛津ちゃんの家は僕んちの隣の隣だ。

　だからか、彼女の頬ほおは上気していて明らかにお風呂上りだった。

　普段より艶っぽく見える姿に、鼓動が速まる。

「？　どうしたの？」

「べ、別になんでもないよ……」

「あっ、さては紡っちもお菓子パーティーがやりたくなってきちゃったんでしょ～」

「ち、違うよぉ……」

「……で、紡っちはどうして忙しいの？　がさがさ（お菓子の袋を開ける音）」

「そ、それは……って、凛津ちゃん!?　なんでお菓子の袋を開けちゃうの!?」

「紡っちが忙しいって言うから、一人でお菓子パーティーをやっちゃおうと思って」

「ここでしないでよぉ～」

「大丈夫だよ！　その代わり、忙しい紡っちに協力してあげるから！」

「きょ、協力って……」

　……で、でも、凛津ちゃんだったら、おすすめのデート場所とかわかるかもしれない。

　入学してから何回も告白されていて、モテてるって聞くし……。

「そ、その……協力、お願いできるかな？」

「うん！　あたしに任せて！　ボリボリ（ポテチを食べる音）」

　……大丈夫かな？

　若干の不安を抱きつつ、僕は話を切り出した。

「あ、あのさ……凛り津つちゃんって、誰かとデートするってなったら、どこに行きたい？」

「っ!?　つ、紡つむぐっち、も、もしかしてあたしとデートに行きたいの!?」

「えぇ!?　そ、そうじゃないよ!?」

「とおっ！」

　突然、凛津ちゃんが僕に向かってダイブしてきた。

　そのせいで二人ともベッドの上に倒れる。

「いてて……り、凛津ちゃん。いきなり何するの……」

「紡っちがよくわかんないこと訊きくからだよ。ま、まったくもう……」

　さっきよりも顔を赤くしていた凛津ちゃんは、そのまま僕の横に寝転んだ。

　シャンプーの甘い香りが鼻び腔こうをくすぐって、ドキドキする。

「ねぇ紡っち、なんでデートでどこに行きたい、なんて訊いたの？」

「そ、その……ぼ、僕の友達が好きな子とデートに行きたがってて、でもどこでデートをしたら良いかわかんないって言ってて……」

「それで訊いたの？　本当は紡っちに彼女ができたから、とかじゃなくて？」

「ち、違うよ。そもそも、僕なんかに彼女なんてできるわけないし……」

「そうかな……？　少なくとも紡っちのこと好きな人はいると思うけど……」

　凛津ちゃんはそう言ってくれるけど、きっと幼おさな馴な染じみの僕を気遣ってくれてるんだ。

　こんな何もできない僕のことを好きになってくれる人なんているはずないよ。

　それから仕切り直して再度デート場所について訊たずねると、凛津ちゃんは答えてくれた。

「うーん……あたしは好きな人と一緒だったらどこでデートしても楽しいけどな～」

「……どこでも良いってこと？」

「あたしはね！　でも、敢あえて場所を言うとすると、やっぱり好きな人の好きなところに行ってみたいな！」

「好きな人の好きなところ……？」

「うん！　だって、好きな人のことってなんでも知っておきたいでしょ？　だから、あたしは好きな人の好きなところでデートしてみたい！」

　凛津ちゃんは楽しそうに語る。

　好きな人の好きなところ……。これはすごく良いかもしれない。

「あ、ありがとう！　凛津ちゃん！」

「えっ、べ、別にあたしは大したことはしてないよ……」

「そんなことないよ！　すごく参考になったよ！」

　よし。明日になったら早速、作戦会議で桜さくら宮みやさんに伝えてみよう。

「紡つむぐっち、これで忙しくなくなった？」

「う、うん！　ありがとう！」

「やった！　じゃあ今から一緒にお菓子パーティーできるね！」

「……え？」

　以降、凛り津つちゃんが満足するまでお菓子パーティーをやって、僕はお腹なかがパンパンに膨れるほどお菓子を食べさせられた。

　もう当分はお菓子を食べたくない、と僕は心の底からそう思った。
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「とても良い考えだと思います」

　翌日の放課後。作戦会議で凛津ちゃんと話したことを桜宮さんにも話すと、彼女はそう言ってくれた。

「……でも、二人の好きそうなところって、どこなんだろう？」

「好きなところですか。そうですね……」

　二人して考える。

　こればかりはいつもみたいに資料を読んでも解決しないので、頭を使うしかない。

「愛あい奈なさまはぬいぐるみが好きなので、ぬいぐるみショップとかはどうでしょうか？」

「そっか！　それは良いかもね！　デートっぽいし！」

　桜宮さんのおかげで、姫ひめ野のさんの好きそうなところが決まった。

　あとは匠たく真まくんだけど……。

「王生いくるみくんはたしか、らぶきゅあ？が好きなのでは？」

「そ、そうだけど……『ラブキュア』に関連のあるお店って、フィギュアショップとかグッズのお店とかしかないから『ラブキュア』のことを全く知らない人が入るには、かなりハードルが高いかも……」

　けど、匠真くんは『ラブキュア』が大好きだから、それに関係するところをデート場所にするのは間違ってないと思う。

　そう話すと、桜宮さんも僕と同じ考えだったから、二人で調べてみることにした。

『ラブキュア』に関連して、でも全く知識がない人でも楽しめるような場所……。

「これはどうでしょうか？」

　桜宮さんが持っていたスマホを見せてくれた。

　画面には『ラブキュア声優による声優体験イベント』というサイトが表示されている。

「書いてある通り『ラブキュア』に出演している声優と一緒に声優体験ができるらしいです」

「そ、そうなんだ。なんだかすごく面白そうだね！」

「これでしたら、愛あい奈なさまも楽しめるかもしれません」

「たしかに、姫ひめ野のさんも声優体験とかしたことないだろうし。……あっ、そのイベントの期間は？」

「今月から始まって来月末まで毎日やっているそうなので、特に問題はないと思います」

「じゃあそれもデート場所に加えよう！」

　これで二つのデート場所が決まった。

　だけど……。

「デート場所が二つだけですと、少し寂さみしいですね……」

「そうだね……」

　あと一つくらいは欲しい。

　残りのデート場所も、匠たく真まくんと姫野さんのどちらかが好きそうな場所にした方が良いのかな。

「根ね津づくん、知っていますか？」

「な、何急に……」

「実はですね、猫と触れ合うと男女の仲が良くなるらしいですよ」

「ね、猫……？　そうなの？」

「はい、ですので、三つ目のデート場所は猫カフェにしませんか？」

　猫カフェかぁ……。たしかにデートスポットの定番だし、二人の恋が始まったきっかけはマシュマロ（白猫）だから、とても良いと思う。

　そういえば、前にテレビ番組で市内で新しい猫カフェがオープンしたって紹介されてたような……。

　スマホで猫カフェについて調べてみると、案外すぐに見つかった。

　しかも幸運なことに、そのお店は『ラブキュア』のイベント会場に近い。

「じゃ、じゃあこの猫カフェなんかどうかな？」

　スマホを桜さくら宮みやさんに見せる。

「良いですね。それにしましょう」

　彼女の同意を得て、最後のデート場所も決まった。

　あとは、このデートプランを姫野さんか匠真くんに教えて──。

「では、今回もリハーサルをしましょう」

　桜宮さんがそんなことを言い出した。

「ま、またリハーサルするの!?」

「もちろんです。前回の作戦もリハーサルをして成功したのですから。続けるべきです」

「そ、それはそうかもしれないけど……そ、その……今回って、で、デートだよ？」

「……もしかして根ね津づくんは嫌なのですか？」

　いつもと変わらず、フラットなトーンで問われる。

　でも、その瞳にはちょっぴり不安の色が浮かんでいるように見えた。

「い、嫌じゃないけど……は、恥ずかしいというか……」

「なるほど。根津くんは私が魅力的すぎて、一緒にデートをするのが恥ずかしいということですね」

「すごく合ってるけど、口に出さないでよぉ……」

　図星を突かれて、僕は情けない声が出てしまう。

「それでリハーサルはしてくれるのですか？　してくれないのでしたら、愛あい奈なさまと王生いくるみくんのデートの成功率が著しく下がるかもしれませんが」

「そ、その言い方はずるいよぉ……」

　そんな風に言われると、匠たく真まくんたちのことを考えたら断るなんてできないよ。

「わ、わかった。リハーサルをするよ」

「ありがとうございます」

　丁寧にお辞儀する桜さくら宮みやさん。

　リハーサルといえど、あの桜宮さんとデートか。

　うぅ……まだ日程も決まってないのに、もう緊張してきた。

「では、リハーサル当日は気合を入れまして、らぶきゅあ？とやらのコスプレをしてデートしましょう。もちろん根津くんも」

「えぇ!?　そ、そんなの嫌だよぉ……」

「なんて冗談ですよ。本日初のみゃーちゃんジョークですね」

　桜宮さんはクールな表情でそう言った。

　び、びっくりしたぁ……。脅かさないで欲しいよ……。
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　作戦会議で匠真くんたちのデート場所を決めてから数日後。

　そんなこんなでデートのリハーサル当日を迎えた。

「ちょっと早く着いちゃったかな」

　予定時間より少し前に、待ち合わせ場所の最寄り駅前に到着した。

　周囲を見回しても、まだ桜宮さんは来ていないみたい。

　昨日は緊張で一睡もできなかったよ……。リハーサルとはいえ、家族や幼おさな馴な染じみ以外の女の子と出かけるのなんて初めてだし……。

「お待たせしました」

「うわぁ!?」

　急に後ろから声がして振り返ると、桜さくら宮みやさんが佇たたずんでいた。

　彼女の姿を見て、僕は驚く。

「さ、桜宮さん。その格好は……？」

「？　何か問題でもありますか？」

　桜宮さんはキョトンとしているけど、はっきり言って問題だらけだった。

　彼女の服装は、なんとメイド服だったんだ。

　いつも作戦会議で着ているものと同じ、フリフリのエプロンドレス。

　可愛かわいいけど、周囲の人々が物珍しげにこっちを見ている。

「ど、どうしてメイド服なの？」

「どうしてと言われましても、私の私服はこれしかありませんので」

「そ、そうなんだ……」

　それならしょうがない。しょうがないんだけど、周りに注目されてるから……は、恥ずかしいよぉ。

「……もしかしてダメでしたでしょうか？」

「えっ……」

　クールな表情で訊たずねてくる桜宮さんの言葉から、不安な気持ちが伝わってくる。

　これって、僕が恥ずかしいなんて思ったからかな……。

　何やってるんだ、僕。

　どんな理由であれ、女の子を不安にさせちゃうなんて……。

「ううん、そんなことないよ！　そ、その……す、すごく可愛いよ」

「っ！　そ、そうですか……」

　澄んだ瞳を大きく開いたあと、桜宮さんは小さい声でそう言った。

　表情に変化はないけど、少し安心したように見える。

「じゃ、じゃあそろそろ行こうか」

「はい、行きましょう」

　その時、自然と桜宮さんの方から手を繋つながれる。

「さ、桜宮さん!?　て、手が……!?」

「……？　デートで手を繋ぐのは常識ではないのですか？」

「そ、それは……時と場合によると思うけど……」

「では間違ってはないのですね。このままいきましょう」

「えぇ～!?」

　驚いている僕を気にも留とめず、桜宮さんは手を繋いだまま歩き出した。

　そのせいで初しよっ端ぱなから心拍数が上がりっぱなしだ。

　僕、今日は大丈夫かなぁ……。

　そんな不安を抱きながら──。




　僕鼠と桜宮さん猫のデート（リハーサル）が始まった。
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　最寄り駅から二駅ほど電車に揺られて、そこから徒歩で移動すること数分。

　最初のデート場所のぬいぐるみショップに着いた。

　このお店は、今日行く予定の猫カフェや声優のイベント会場とそこそこ近くて、ぬいぐるみの種類も豊富らしい。

　ちなみに、ここでも当然メイド姿の桜さくら宮みやさんは注目を浴びている。

「うわぁ、ぬいぐるみがいっぱいあるね」

　店内は３６０度、ぬいぐるみで埋め尽くされていた。

　アニメや漫画のキャラクターだったり、動物だったり、その他のよくわからない系統だったり、様々なぬいぐるみがたくさん陳列されている。

「やっぱり、姫ひめ野のさんはウサギのぬいぐるみが一番喜ぶのかな？」

「そうだと思います。愛あい奈なさまは基本的に動物系を好んでおりイヌやクマなどのぬいぐるみも持ってはいますが、その中でもウサギのぬいぐるみが大好きですので」

　やっぱりそうなんだ。

　学校に持ってくるぬいぐるみは、必ずウサギのぬいぐるみだからね。

　じゃあ姫野さんが気に入りそうなウサギのぬいぐるみを探してみよう。

　それで匠たく真まくんと姫野さんのデートすることが正式に決まったら、彼にこっそり伝えてあげるんだ。

　そうと決まると、僕はウサギのぬいぐるみ探しを始める。

「あっ」

　途中、声を出したのは桜宮さんだった。

　彼女の視線の先には、真っ白なネコのぬいぐるみ。

「そのぬいぐるみがどうかしたの？」

「……いえ、なんでもありません」

　と言っているものの、彼女の視線はネコのぬいぐるみから外れない。

「……ひょっとして欲しいの？」

「……別に、そんなことありません」

　それだけ返すと、桜さくら宮みやさんは他のところに行ってしまった。

　本当に欲しくないのかな……？

　もう一度、ネコのぬいぐるみを見てみる。

　すると、その隣にはネズミのぬいぐるみが並べられていた。

　情けない表情してるなぁ……。

　そして、そこがなんとも僕にそっくりだった。







　それから姫ひめ野のさんが気に入りそうなウサギのぬいぐるみを追い求めて歩き回ると、店内の奥の方の陳列棚に目ぼしいものを見つけた。

　抱けるくらいの大きさで、マスコット感があるところがなんとも愛着が湧く。

　これならきっと姫野さんも喜ぶはず。

「桜宮さんにも訊きいてみなくちゃ」

　ウサギのぬいぐるみを手に持つと、桜宮さんを探す。

　すると、先ほどのネコのぬいぐるみがあった場所に彼女はいた。

　しかも──。




「根ね津づくん、知っていますか？」

『何？　桜宮さん？』

「あのですね、外国では友達同士で挨拶をする時に毎回ハグをするそうですよ」

『そ、そうなの？』

「はい。ですから、私たちも出会った時には必ずハグをしたら良いと思うのです。どうでしょうか？」

『うん！　それすごく良いと思う！　僕、ハグだいちゅき～！』

「良かったです。では今日の分のハグをしましょう。さあどうぞ」

『わかったでちゅ！　ぎゅ～！』

「ぎゅ～」




　ネコのぬいぐるみとネズミのぬいぐるみを両手に持って、よくわからない会話をしていた。ネコが桜宮さん役、ネズミが僕役みたい……。

　話の最後の方、僕のキャラが崩壊してた気がするんだけど……。

　いや、そんなことよりもどうしよう……。

　なんか、ものすごく話しかけづらくなっちゃったよぉ……。

　で、でも、時間的に話しかけないわけにはいかないし……。

「……あの、桜さくら宮みやさん？」

　恐おそる恐おそる声を掛けると、彼女はものすごい勢いで振り返った。

「……なんでしょうか？」

「そ、その……何やってるの？」

　訊たずねると、桜宮さんは一瞬沈黙する。

「……少々、ネコとネズミのお話を聞いておりました」

「ネコとネズミって、両方ともぬいぐるみだよね？」

「私はぬいぐるみの言葉がわかるのです」

「絶対嘘うそだよね!?　さっきぬいぐるみの代わりに自分で喋しやべってたし……」

　桜宮さんがまた少しの間、口を閉じる。

　彼女の視線が僕の腕の辺りでピタリと止まった。

「そういえば、そのウサギのぬいぐるみはなんですか？」

「む、無視!?」

「根ね津づくん、余計なことは気にしないで私の質問に答えてください」

「は、はいぃぃっ!?」

　桜宮さんの猛烈なプレッシャーに、僕はビビりまくり、それ以上ネコとネズミのぬいぐるみのことは追及しなかった。

　その後、僕が持ってきたウサギのぬいぐるみを、姫ひめ野のさんが好きそうか訊ねると、桜宮さんは問題ないと答えてくれた。

　これでデート本番前に、匠たく真まくんにこっそり伝えるぬいぐるみが決まった。

「ここでのリハーサルはもう十分ですので、次のデート場所に向かいましょう」

　さっきみたいに手を繋つないでくる桜宮さん。

　不意の出来事に、思わずドキッとしてしまった。

「い、いきなりこういうことされると、その……困るよ……」

「？　こういうこととは？」

　桜宮さんはこてんと首を傾かしげる。本当にわかっていないみたい……。

　そうして僕たちはお店を出た。

　──でも、すぐに僕だけピタリと足を止めた。

「さ、桜宮さん、ごめん。お店に戻るから、少し待っててもらえるかな？」

「別に構いませんが、どうかしましたか？」

「ちょっと忘れ物をしたんだ」

　そう返すと、僕はもう一度ぬいぐるみショップへと戻った。
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「い、いてて！　や、止やめてよぉ……」

　猫カフェに到着するなり、早速猫たちと触れ合うと、僕はめちゃくちゃにいじめられていた。髪を引っ張られたり、体中を肉球で叩たたかれたり、頭の上に乗られたり。

「……すごいですね。猫さんたちがものすごい目つきで根ね津づくんを睨にらんでいます」

「それ、完全に敵と思われてるよね……いてて！」

「いえ、これは敵というよりは獲物に向ける目です」

「まさかの獲物扱い!?」

　た、たしかに僕は弱っちくて、もし動物に生まれ変わったら、絶対に捕食される側になると思うけど。それこそ鼠ねずみとか。

「ある意味、才能ですね」

「そんな才能いらないよぉ……」

　猫から獲物として認識されている僕とは違って、桜さくら宮みやさんの方はめちゃくちゃ猫たちが懐いている。

　脛すねにスリスリしていたり、膝の上で気持ちよさそうにお昼寝してたり。

　良いなぁ……。

「もしかして根津くんは、動物に好かれない体質なのですか？」

「そ、そうかもしれない……。今まであんまり気にしたことなかったけど、僕に懐いた動物なんて一匹もいなかったし……」

　桜宮さんが言った通り、本当に動物に懐かれない体質なのかもしれない。

　それから為なすすべなく猫たちにいじめられ続けていると、桜宮さんが助けてくれた。

「大丈夫ですか？」

「な、なんとか……」

　体中のあちらこちらが地味に痛いけど……。

「お客さま、少しよろしいですか～？」

　近くの椅子に腰を下ろすと、店員さんが声を掛けてきた。

「は、はい。なんですか？」

「実はいま恋人のお客様に限り、無料で猫ちゃんたちと一緒に写真を撮ることができまして～、メイド服の彼女さんと記念にどうですか～？」

「えっ……け、けど、僕はあまり猫に好かれない体質みたいで……」

「安心してください。一緒に写真を撮る猫ちゃんはみんな温厚な性格をしていますから～」

「で、でも……」

　そもそも僕と桜宮さんって、恋人じゃないんだけど……。

「根津くん。写真を撮りましょう」

「さ、桜さくら宮みやさん……？」

「こんな機会なんてめったにありませんし、愛あい奈なさまたちのデートにも役に立つかもしれません」

「そ、それはそうだけど……」

　なんだろう。表情はクールなのに、言葉にやたら熱が入っている気がする。

　そんなに猫と写真、撮りたいのかな。

　というか、桜宮さんって──。

「桜宮さんって猫好きなの？」

「……そんなことありません」

　スッと目を逸そらす桜宮さん。絶対にそうだ。







「は～い、準備はよろしいですか～？」

　結局、写真を撮ることにした僕たちは、店内にある撮影ブースに移動した。

　僕の腕の中には猫が一匹だけいる。

　店員さんが言っていた通り、今のところは大人しかった。

　これなら、さっきみたいな目に遭うこともないかな。

「では、彼女さんは後ろから彼氏さんを抱きしめてくださいね～」

　店員さんからそんなことを指示される。

　まさかのポーズ指定だった。

　さ、桜宮さんが後ろからって……そ、そんなの無理だよぉ……。

　そう思っていたら、むにゅりと柔らかい感触。

　振り向くと、指示通り桜宮さんが背後から僕に抱きついていた。

「さ、桜宮さん!?」

「落ち着いてください。これも愛奈さまと王生いくるみくんのためですよ」

「で、でも……」

　そんなやり取りをしている間も、背中にふわふわなものがぴったりとくっついて、僕の頭の中はパニック状態に。

　それなのに、店員さんはさらなる試練を与えてくる。

「う～ん、ちょっとラブラブ度が足りないですね～。彼女さんはもっと強く抱きしめてくださ～い。例えるなら、猫が鼠ねずみを襲うみたいに！」

　謎の例えを出しながら、自身の体を抱きしめるようにする。

　この店員さん、ちょっとおかしいよぉ……。

「そ、その、これ以上は──」

「わかりました」

「さ、桜さくら宮みやさぁん……」

　名前を呼んでも、桜宮さんはまるで意に介さず店員さんの指示に従う。

　ぎゅーっと、強く抱きしめられる。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　桜宮さんのたわわな胸が背中に押しつけられて、そのまま彼女の柔らかい体に呑のみ込こまれそうになる。

　まるで本当に襲われているみたいだった。

　──ボフン！　と頭が爆発した。

「おっ、いいですね～。それじゃあ撮りますか～」

　限界をとうに超えていると、ようやくシャッターを切る時間になった。

　は、早く終わってぇ……。

「いきますよー！　はい、チーズ──」

「ニャー！」

　店員さんの掛け声が終わると同時に、腕の中にいた猫が僕の顔にダイレクトアタック。

　おかげで、めちゃくちゃな写真が撮れてしまった。

「すみませ～ん。写真ブレちゃったので、もう一回撮りますね～」

[image: ]

　そ、そんなぁ……。




◆◆◆




「……死ぬかと思った」

　僕は溜ため息いき混じりにそうこぼした。

　実はあれから店員さんが写真を撮ろうとすると、僕が抱いている猫が必ず顔面にダイレクトアタックするから、何度もリテイクになったんだ。

　結局、ちゃんとした写真が撮れるまで五回もかかった。

「根ね津づくん、大丈夫ですか？」

「えっ……う、うん。ごめん、空気悪くしちゃったよね」

「いいえ。私はただ心配をしただけです」

「っ！　あ、ありがとう……」

　淡々と送られた言葉に不意を突かれて、思わずドキッとしてしまう。

　いやいや、桜さくら宮みやさんは本当にただ心配しただけだから……。

「イベント会場まではあともう少しですね」

　スマホに表示されている地図を確認しながら、桜宮さんが呟つぶやく。

　僕たちは最後のデート場所──声優体験のイベント会場に向かっていた。

　道案内は初めは僕がやっていたんだけど、ぬいぐるみショップに行く時に迷子になりかけたので、以降は全部桜宮さんがやってくれているんだ。

　……僕って本当に役に立たないなぁ。

　それから僕と桜宮さんはイベント会場を目指して歩く。

　今もそうだけど、デートのリハーサル中、可能な限りはずっと彼女と手を繋つないでいる。

　恥ずかしくなって放そうとしても、あっちが絶対に放してくれないんだ。

　これはデートのリハーサルなのですから当然です、と言って。

　だから、僕はデートのリハーサルが始まってから心拍数が上がりっぱなしで、そろそろ倒れるんじゃないかって本気で思ってます。

「なあ、そこのメイド服のネーチャンよ」

　突然、背後から声がして振り返ると、明らかにガラの悪い二人組の男がいた。

　片方は金髪、もう片方が坊主だった。

　な、なんなのこの人たち……こ、恐こわいよぉ……。

「……なんでしょうか？」

　桜宮さんが凍り付きそうなほど、冷たい視線を向ける。

　彼女の隣にいるだけなのに、僕まで背筋がゾッとした。

「オレたちは大のメイドフェチなんだけどよ、良かったら、一緒に遊ぼうぜ？」

「弟くんはおうちに帰ってもらってさ～」

　けれど、男たちには効いておらず、桜さくら宮みやさんのことを誘ってくる。

　彼らの目的はナンパで、二人ともメイドフェチみたい（なんか意外だ）。

　あと、僕は弟だと思われてるんだね……。

「いいえ、結構です。根ね津づくん、行きましょう」

　話が通じない人たちだと判断したのか、桜宮さんは僕を連れてその場から歩き去ろうとする。

　ガシッ！　と彼女の肩が掴つかまれた。

「おいおい、待てよ～そんなつれねぇこと言うなって～」

「そうだぜ～そんなちびっこい弟と遊ぶより、オレらとぱーっとやろうぜ～」

　二人ともニヤニヤと悪い笑みを浮かべていた。

　そんな彼らに対して、さっきとは打って変わり桜宮さんは黙ったままだ。

　ひょ、ひょっとして恐こわがってる……？

　ど、どうしよう。このままだと桜宮さんが危ないよぉ……。

　で、でもどうすれば……。こ、このお兄さんたち、すごく恐いし……。

　い、いや、そんなこと考えてる場合じゃない！

　とにかく助けないと！

「や、止やめろぉ～!!」

　恐怖を紛らわすために声を張り上げながら、桜宮さんと男たちの間に割って入る。

　ビビりまくっているせいで、声は思い切り裏返っていた。

「おいおい、弟くん。オレたちの邪魔をするんじゃねぇよ」

「そうだぜ、あまり調子に乗るんじゃねぇぞ」

「ひいぃぃぃっ!?」

　猛獣のような眼まな差ざしで睥へい睨げいされて、全身が震えあがる。

　や、やっぱり恐いよぉ、恐すぎるよぉ……。

「オマエ、半泣きじゃねーか。こりゃ傑作だぜ」

「ほら、お子ちゃまはさっさと帰れよ。じゃあな」

　男たちは僕の横を通り過ぎて、桜宮さんの方に行こうとする。

　──僕はもう一度、彼らの前に立った。

「は？　何やってんだてめぇ」

「さっさとどけろや。いい加減にしねぇとぶん殴るぞ」

　二人の威圧的な物言いに、また委縮してしまいそうになる。

　……だ、だけど、もしここで逃げたら、桜宮さんが酷ひどい目に遭うかもしれない。

　僕の大切な友達に、そんなこと絶対にさせない！

「ど、どかないよ！　ぶ、ぶん殴りたいなら、か、かか、かかって来い！」

　噛かみまくりながらそう口にすると、小動物みたいな体をめいっぱいに広げる。

　どれだけ殴られても、ここはどかないぞ！

「そうかよ、じゃあ遠慮なく」

　──と腹を括くくっていても、実際にそれが起こるとやっぱり恐こわいもので、

　う、うう、嘘うそだよね？　ほ、本当に殴っちゃうの？

　ま、待って！　ちょ、ちょっとスト──ドガッ！







「痛いよぉ……」

　街のど真ん中で、僕は情けない声を出していた。

　その傍らで、桜さくら宮みやさんが怪け我がの手当てをしてくれている。

「腕と膝にすり傷ができていますが、どちらも傷は浅いですね。これでしたら二、三日で治ると思います」

「あ、ありがとう……」

　最後に絆ばん創そう膏こうを貼って治療を終えた彼女に、お礼を言った。

「あなたがあの男たちの前に立った時はどうなるかと思いましたが、これくらいの怪我で済んで良かったです」

「う、うん……」

　桜宮さんを守ろうとした時、僕は金髪の男に殴られた。

　でも、殴られたのは一発だけで、幸いなことに顔や頭じゃなくてお腹なかだった。

　衝撃で倒れた僕は、その時に怪我をしちゃったんだ。

　でも、その直後に桜宮さんが二人組の男を瞬殺。

　最終的には、彼らは強すぎるメイドに怯おびえて、逃げるようにその場を去っていった。

「根ね津づくん、あまり無む茶ちやをしないでください」

「……ご、ごめんなさい」

　桜宮さんにお説教されて、僕は謝ることしかできなかった。

　彼女を守るどころか、逆に助けられちゃったわけだし……。

「桜宮さんって、その……強いんだね」

「愛あい奈なさまが危ない目に遭わないよう、護身術を一通り心得ていますので」

　す、すごい……。

「で、でも……しつこく声を掛けられていたのに、どうしてすぐに男の人たちをやっつけちゃわなかったの？」

「……あなたとのデートのリハーサル中に、あまり事を荒立てたくなかったからです」

　桜さくら宮みやさんの言葉を聞いて、僕は納得した。

「そっか……。じゃあ僕は余計なことをしちゃったんだね」

「そんなことはありません。根ね津づくんが私のことを守ろうとしてくれて……嬉うれしかったですから」

「……ほ、本当？」

「はい、本当です」

　嘘うそはついていません、とばかりに澄んだ瞳を近づけられる。

　彼女の綺き麗れいすぎる容貌が目の前に。

　顔がかぁっと熱くなった。

　──と、ここで周りからの視線に気付く。

　みんなが温かい目でこちらを見ていた。

「……根津くん。そろそろ行きましょうか」

「う、うん。そうだね」

　桜宮さんに手を差し出されて、僕は少し躊躇ためらったあとそれを握った。

　二人して歩き出す。

　今日は肌寒いのに、彼女と繋つながれている手だけはちょっぴり暑かった。




◆◆◆




「みなさ～ん！　準備はいいかな～！」

　僕たちは声優体験のイベント会場に着いた。

　会場は屋内で、ステージの上では『ラブキュア』の声優であり、イベントの司会も務める女の子が客席に向かって笑顔を振りまいている。

　客層は子供連れだったり、ガチファンのオタクだったり、学生だったり、色々。中にはコスプレしている人もいるから、ここでは桜宮さんの格好はそこまで不自然じゃない。

　声優体験のイベントだから、もうちょっと小さめのイベントかと思っていたけど、中規模くらいはあるみたいだった。

　イベントのサイトを見返してみると、声優体験以外にもゲスト声優を呼んで声優同士のトークショーだったり、ちょっとしたライブもするらしい。

「あの人がらぶきゅあ？の声優ですか？」

「うん、そうみたいだよ」

「可愛かわいいですね。愛あい奈なさまには足元にも及びませんが」

「そ、そうだね……」

　こんなところでご主人さまと比べなくても……。

「じゃあまずはトークショーから始めちゃうよ～！」

　客席に座ると、声優さんの合図でトークショーが始まった。

　その後は、スケジュール通りにイベントが進められていく。

「さすが声優さんだなぁ。トークは面白いし、歌もすごい上う手まいし」

「声優という職業は、声をあてる以外にもお仕事があるのですね」

「匠たく真まくんから教えてもらったけど、最近は今みたいにトークとかライブも頻繁にやったりするみたいだよ」

「大変ですね……」

　そうこう話していると、ようやく声優体験イベントが始まる。

「これから、みんなには声優体験をしてもらうけど、やりたい人は手を挙げてね～！」

　声優さんがそう呼びかける。

　これはサイトで見た通りだ。手を挙げたお客さんの中から指名して声優体験をしてもらうんだけど、なるべく手を挙げたほとんどの人に声優体験をさせてあげるみたい。

　だからよほど運が悪くない限り、会場に来て声優体験ができないなんて心配はない。

「じゃあ声優を体験してみたい人～！」

　客席の色んなところから手が挙がる。

　やっぱりみんな声優体験をしたいんだなぁ……。

「はい」

　不意に、隣からも手が挙がった。

　まさかと思って振り向いてみると、桜さくら宮みやさんが天に向かって真っすぐに挙手していた。

「えぇ!?　な、何やってるの!?」

「何って、声優体験をしたいので手を挙げているのですが……」

「それは見たらわかるけど……桜宮さんって、声優になりたいの……？」

「いいえ。私は一生愛あい奈なさまのメイドですよ」

「……じゃ、じゃあどうして？」

「忘れましたか？　これはリハーサルなのです。愛奈さまと王生いくるみくんもこの場にいたら、きっと手を挙げるでしょう。でしたら、私たちも手を挙げないと」

　桜宮さんが僕の手を勝手に持つと、ひょいと上に挙げる。

「な、何するの!?」

「根ね津づくんも一緒に声優体験しましょう」

「えっ、い、嫌だよぉ……。こ、こんな大勢の前でなんて、は、恥ずかしくて死んじゃうよぉ……」

　と言っているのに、桜宮さんはずっと僕の手を上に挙げたまま。

　抵抗しても全然動かないし、お、下ろしてくれない……。

「最初の声優体験をする人は～そこのキミ！」

「ひぃっ!?」

　声優さんが指をさすと、ビビって声を上げてしまった。

　……でも幸い、彼女が選んだのは僕じゃなかった。

「よ、良かったぁ……」

　そんな風に安心して息を吐いたのも束つかの間ま、

「根ね津づくん、もう一度、一緒に手を挙げましょう」

「えぇ!?　もう嫌だよぉ……」

　その後も声優さんが何回もお客さんを指名するけど、僕はそれを何度も回避して、そのたびに鼓動が跳ね上がった。

　匠たく真まくんと姫ひめ野のさんには本当に申し訳ないけど、絶対に当たりたくないよぉ……。

「みんなには残念だけど、声優体験は次の人で最後になりま～す！」

　僕の願いが通じたのか、声優さんがお客さんたちにそう言った。

　や、やった……！

「次で最後ですか、これはなんとしても私たちのどちらかを選んでもらわなくてはいけませんね」

「ぼ、僕は遠慮したいなぁ……」

　声優さん、僕のことは当てないでください。お願いします。

「じゃあ最後に、声優体験をしたい人は手を挙げてくださ～い！」

　お客さんが次々と手を挙げる。

　その中にはもちろん桜さくら宮みやさんも入っていて、僕も彼女に強引に手を挙げさせられている。

「誰にしようかぁ～」

　声優さんが客席を見渡す。

　そして、一人に向かって指をさした。

「じゃあそこのメイド服の彼女！」

　彼女が指名したのは、桜宮さんだった。

　よ、良かった……。これで彼女が声優体験できるし、僕は声優体験なんてしなくて──。

「と、お隣の彼氏さん！」

　続けて、声優さんはビシッと僕の方を指さしてきた。

　……はい？

「いや～、今回は『ラブキュア』の告白シーンの声優体験をしてもらうから、カップルがいて助かりました～！」

　声優さんが呑のん気きな口調で、そんなことを言っていた。

　こ、告白シーンって……えぇ!?







　声優さんに選ばれると、僕と桜さくら宮みやさんは壇上へ。

　周りを見渡すと、客席にはかなりのお客さんがいた。

　先ほどスタッフから説明されたけど、声優体験をするといっても、僕は告白の相手役なので、大したセリフはないみたい。

　で、でも、大したセリフがなくても……こ、こんな人が多いところで話すなんてできないよぉ……。ど、どど、どうしよう……。

「え～今回は最後ということで、お二人には声優体験をしてもらいつつ、声優のわたしと勝負をしてもらいま～す！」

　それに声優さんがわけのわからないことを言い出したし……。

　勝負って、どういうことだろう？

「キョトンとしているみんなのために説明してあげるね。わたしは今からそこのメイドちゃんと同じキャラのセリフを言いま～す！　それでどっちが可愛かわいいかお客さんに判断してもらいたいんです～！」

「つまり、私とあなたがどれだけ演技が上う手まいか勝負ということですか？」

「そういうことで～す！　まあちょっとしたレクリエーションみたいな感じだから、緊張しなくても大丈夫だよ～！」

　声優さんがアイドルみたいにキャピキャピと説明する。

　レクリエーションでも緊張する人がここにいるんですけど……。僕なんですけど……。

「じゃあ早速だけど始めちゃおっか～！　準備は万端だし！」

　声優さんの言葉を合図に、まずは僕たちに台本が配られる。

　次いで、中央の大きなモニターに『ラブキュア』のワンシーンが流れ出した。

　このシーンにアテレコをするみたい。

「まずはわたしからやるね～！　あっ、告白の相手役の声は元のやつをそのまま流してもらうから～」

　告白の相手役は元々の声をそのまま流す……そんなことができるなら、僕っていらなかったんじゃ……。

　なんて思っても既に意味はなく、声優さんの演技が始まった。

『……どうしたの？　こんなところに呼び出して』

「せ、先輩。わ、わたし……」

　映像に合わせて、声優さんが間違えることなくアテレコしていく。

　それに演技もすごい……。声だけで恥ずかしがっているのがわかる。

『何？　悩みごととかあるなら、言ってみて』

「ち、違うんです。わ、わたしはずっと前から先輩のことが──」

　震えた声でめいっぱいに口にして、少しだけ間ができたあと、

「先輩のことが好きです！　付き合ってください！」

　声優さんは告白した。

　本気の告白と勘違いするほどの渾こん身しんの演技。

　せ、声優さんってやっぱりすごい……。

　他のお客さんも僕と同じ感想を抱いたのか、たくさんの人がパチパチと拍手を送った。

「さて～じゃあ次はお二人の番ですね～」

　司会する時の調子に戻った声優さんは、そう言ってくる。

　切り替えが早い……。

　それから僕たちは声優さんに少しレクチャーを受けてから、いよいよアテレコすることになった。

　せっかくレクチャーしてくれたのに、緊張しすぎて全く頭に入ってこなかったよぉ……。

「じゃあ始めるよ～演技スタート！」

　声優さんの掛け声で、モニターに映像が流れ始める。

　あぁ、始まっちゃった……。こ、こうなったら、や、やや、やるしかない！

「……ど、どど、どうしたの？　こ、こんなところに呼び出して」

「根ね津づくん。わ、私……」

　刹那、急激に僕の心拍数が上がった。

　だって、桜さくら宮みやさんが『先輩』っていうセリフをアドリブで僕の名前に変えたんだ。

　ど、どうして？　いや、そもそもこれいいの……？

　声優さんの方を見るけど、中断する気配はない。い、良いんだ……。

「な、何？　な、悩みごととかあるなら、い、言ってみて」

「ち、違うのです。わ、私はずっと前から根津くんのことが──」

　先ほどの声優さんと同じように、僅かな空白の時間。

　その間、僕の心臓は破裂しそうなくらいドキドキしていた。

　そして──。




「根津くんのことが好きです！　付き合ってください！」




　全身が一気に熱くなるのを感じた。

　演技だとわかっているのに、まるで本当に告白されているみたいだった。

　桜宮さんって、普段は感情が希薄なのに、演技になると全然違う……。

　めちゃくちゃ可愛かわいくて、本気で好きになってしまいそうだった。

「こ、これはなかなかに強敵ですね～」

　声優さんは笑顔なのに、眉間をピクピクさせている。

　きっと桜さくら宮みやさんの演技が良かったからだ。

　その証拠に、会場のお客さんも声優さんの時と同じくらい拍手を送っていた。

「では、この会場にいるお客さまに判定をしてもらいましょ～！　わたしの演技とメイドちゃんの演技、どちらが良かったか！」

　判定は声優さんが彼女自身と桜宮さんの名前を順番に言って、お客さんには良かった方に拍手をしてもらう、という方法で行うらしい。

　以上を説明したあと、声優さんは早速判定に移る。

「じゃあ、まずわたしが良かったって人！」

　パチパチ、と会場にいる半数くらいのお客さんから拍手が鳴る。

「次に、メイドちゃんが良かったって思った人！」

　声優さんがそう言ったあと、声優さんと同じくらいの数の拍手が送られる。

　どっちも演技が良かっただけに、拮きつ抗こうしているみたいだ。

　こうなると、どちらが勝ってもおかしくない。

　果たして、結果はいかに──。




◆◆◆




「まさか勝負の判定方法があんな雑だったなんて……」

　デートのリハーサルの予定が全て終わって、帰っている途中。

　僕は溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

　桜宮さんと声優さんの演技力勝負は、引き分けに終わった。

　というのも、主催者側としては本当にレクリエーションくらいのつもりだったから、判定に使ったお客さんの拍手の数を正確に数えられる機械とかはなかったんだ。

　そんなわけで、声優さんの「だいたい同じくらいだから、今回は引き分けで～」という言葉で勝負は終わった。

「せっかく桜宮さんの演技が良かったのに……」

「そうだったでしょうか？　私は声優の方の演技の方が良かったと思いましたが……」

「そ、そんなことないよ。僕は桜宮さんの演技の方が上う手まかったと思うし、そ、その……か、可愛かったよ」

　言い終えたあとに、少し後悔した。

　な、なんて大胆なこと言っちゃったんだろう。

　いくら勝負の結果に不満があるからって、か、可愛かわいいなんて……。

「そうですか。私は可愛かったですか」

「繰り返さないでよぉ……」

　僕は弱々しい声でそう返した。

　ところで桜さくら宮みやさんの演技が上う手まかった理由だけど、小さい頃に姫ひめ野のさんが将来は女優になりたいと言い出して、もし彼女が演技の道に進んでも役に立てるよう猛勉強したらしい。

　だけどその後、姫野さんの発言はコロコロ変わって、結局は演技の勉強が無駄になってしまったとか。

「そういえばアテレコする時、どうしてセリフを『先輩』から僕の名前に変えたの？」

「そちらの方が演技しやすいと思ったからです」

「そ、そうなの？　なんで？」

「……それはわかりません」

　桜宮さんは顔を伏せた。

　夕ゆう陽ひの光が逆光になって、その表情は窺うかがえない。

　普段話す機会が多いから、とかそんな理由かな……？

「でも、これで匠たく真まくんと姫野さんのデート、上手くいきそうだね」

「そうですね。今日のリハーサルは楽しかったですし、このデートプランでしたら、お二人も楽しんで頂けるかと思います」

「そ、そうだね。楽しかったもんね」

　僕の鼓動が速まる。

　そっか。桜宮さんも楽しかったんだ……やった！

「根ね津づくん。いきなりですが一つ質問してもよろしいですか？」

「？　何、質問って？」

「いえ、大したことではないのですが、根津くんが王生いくるみくんの恋を叶かなえたい理由を知りたいと思いまして」

「僕が匠真くんの恋を叶えたい理由を知りたいの……？」

　桜宮さんはこくんと頷うなずく。

「以前、私は愛あい奈なさまの恋を叶えたい理由を教えましたが……あなたが王生くんの恋を叶えようとする理由はどうしてなのかと、ふと思いまして」

「そ、そっか。桜宮さんのことだけ訊きいて、僕のことを話さなかったら不公平だもんね」

「いえ、そういう意味で言ったわけでは……」

「そうなの……？　けど別にいいよ。匠真くんの恋を叶えたい理由を教えるよ。だって、僕は桜宮さんの協力者で、友達だから！」

「……ありがとうございます」

　桜さくら宮みやさんに目を逸そらされてしまった。

　え、もしかして僕たちって友達じゃなかった……？　そ、そんなことないよね……？

「あ、あのね、僕が匠たく真まくんの恋を叶かなえたい理由は──」

　僕は匠真くんの恋を叶えたい理由について話した。

　小学生の時、独りぼっちだった僕と友達になってくれたこと。友達になってからもいつも僕のことを気遣ってくれること。彼と一緒にいる時が一番楽しいこと。

　そして、そんな彼とは親友であること。

　だから──僕はどうしても匠真くんの恋を叶えたいんだ。

「根ね津づくんと王生いくるみくんはとても仲良しなのですね」

「うん！　そうだよ！」

　桜宮さんの言葉に、僕はなんだか嬉うれしくなってしまう。

「では、王生くんのためにも、今度の作戦も絶対に成功させなくてはいけませんね」

「そうだね！　成功させようね！」

　茜あかね色いろの光に照らされながら、僕たちはそう誓い合った。







「では、私はこれで失礼します」

　最寄り駅に戻ってくると、桜宮さんがぺこりと頭を下げる。

「あっ、ま、待って！」

「？　なんでしょうか？」

「そ、その……こ、これ」

　帰ろうとする桜宮さんを呼び止めると、僕は彼女に紙袋を差し出した。

「？　これはなんですか？」

「あ、開けてみてくれるかな……？」

　桜宮さんは袋を開けて、中に入っている物を取り出す。

「っ！　こ、これは……！」

「ネコのぬいぐるみだよ。そ、その……桜宮さんが欲しそうにしてたから」

「そうですか……。途中からずっと根津くんが何かを持っていると思っていたのですが、これでしたか」

「えっ、バレてたの!?」

「はい、バレバレでした」

　バレバレだったみたいです。

　うぅ、ものすごく恥ずかしいよぉ……。

「そ、その……ありがとうございます。とても嬉しいです」

「本当？　それは良かった！」

　僕も嬉うれしくてつい笑ってしまう。

「……ですが、私はあなたに何も……」

「ううん、気にしないで。ぬいぐるみは僕がただ桜さくら宮みやさんにプレゼントしたかっただけだから。いつも桜宮さんにはお世話になってるし」

「それは私も一緒です。根ね津づくんには迷惑をかけてばかりで……」

「そ、そんなことないよ。桜宮さんが協力してくれるから作戦だって成功してるし、だからその……桜宮さんが一緒にいてくれて本当に助かってるんだ。あ、ありがとう……」

　喋しやべっている途中でよくわからなくなって、よくわからないタイミングで今までのお礼を言ってしまった。は、恥ずかしすぎて死にたい……。

「根津くん」

「え、な、何？」

　いきなり名前を呼ばれて、キョドりまくってしまうと、

「このぬいぐるみ、ずっと大切にしますね」

　桜宮さんは腕の中にあるぬいぐるみをぎゅっとする。

　言葉の通り、大切な物を守るように。

「う、うん。ありがとう」
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「はい……」

　そうして僕たちは解散となった。

　桜さくら宮みやさんはずっとぬいぐるみを大事に抱いていた。







　数日後。リハーサルで得たことを匠たく真まくんと姫ひめ野のさんに教えたのち、二人のデートが行われた。

　もちろんデートプランは僕と桜宮さんのリハーサル通り。

　色々とトラブルがあったものの、なんとか二人とも楽しくデートを終えられたらしい。

　こうしてまた二人の距離が縮んだ。

　ひょっとしたらどちらかが告白するまで、あともう少しかもしれない。

　そんな期待を抱いていたある日。




　──桜宮さんと匠真くんが付き合っている。




　そんな噂うわさが流れた。
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　愛あい奈なさまと王生いくるみくんのデートが成功してから、初めての休日。

　私は愛奈さまの恋を叶かなえるため、近所の本屋で恋愛に関連する資料を探していました。

　少女漫画が二冊、恋愛小説が三冊、恋愛に関して記載のある雑誌が二冊。

　今のところ、なかなかに良い収穫です。

「！　あの方は……」

　店内を歩き回っていると、なんと王生くんを見つけました。

　彼はどこかをじっと眺めております。

　視線の先──そこには『ラブキュア』の漫画が置いてありました。

　……なるほど。どうやらあれを購入するつもりのようです。

「邪魔をしてしまうと悪いので、どこか違うところで資料を探しましょうか」

　私はその場から離れようとしました──が、ピタリと足が止まります。

　王生くんは、根ね津づくんの親友なのですよね。

　ということは、もしかしたら彼は根津くんのことを色々と知っているのでしょうか。

　私が知らないことも……。

　……決めました。王生いくるみくんに声を掛けにいきましょう。

　根ね津づくんは、私と協力関係を結んでおり、友達でもありますから。

　彼のことを知ろうとすることは、自然なことなのです。

　そう言い聞かせて、私はうんうんと頷うなずきます。

　それから私は王生くんの方に近づいていきます。

「王生くん、少しよろしいですか？」

　私が声を掛けた瞬間、彼は少し嫌そうな表情を浮かべました。

　……何な故ぜでしょうか？







　適当な喫茶店に入って、二人して席に着くと、私は早速本題を切り出しました。

「紡つむぐのことが知りたいって？」

「はい、そうです」

　そう答えると、王生くんは大笑いしました。

　……どこかおかしなところがあったでしょうか？

「そうかそうか！　お前、紡にコロッとやられちまったのか！」

「やられた……？　別に根津くんに倒されてなどいませんが。彼はそんな酷ひどい人ではありません」

「あー、そういうことじゃねぇんだけどなぁ。……まあいいや。で、紡のことを知りたいって、何についてだ？　ちなみに彼女ならあいつは人生で一度もいたことねぇぜ！」

「全てです」

「……は？」

「だから彼の全てを教えてください。できる限りで良いので」

　王生くんはぽかんと口を開けたあと、また大きな笑い声を上げました。

「他のお客様に迷惑なので止やめて頂けますか？」

「お、おぉ……悪いな。でもよ、あの桜さくら宮みやがまさか紡に……おっと、また笑いそうになっちまった」

「……それで、根津くんのことを教えてくれるのですか？　教えてくれないのですか？」

「もちろん教えるに決まってんだろ！　俺はあいつのことを世界で一番知ってるからな！　良いところも！　悪いところも！　そんで、あいつが世界で一番カッコいいやつだってことも知ってる！」

「そ、そうなのですか……？」

「おうよ！　だから、お前にも教えてやるよ！　あいつが世界で一番カッコいいやつだってことをな！」

　そうして、王生いくるみくんは根ね津づくんについて話してくれました。

　根津くんは、私とマシュマロを助けた時のように、昔から何かに首を突っ込んでは酷ひどい目に遭っていたみたいです。

　例えば、迷子の子供と一緒に母親を探していたら一日中かかってしまい約束していた王生くんと遊べなくなってしまったり、下校中に知らないお年寄りの荷物を持ってあげていたらその人の家が自宅とは真逆だったり。

「やはり根津くんは、おバカなくらいお人ひと好よしなのですね」

「まあそうだが、これで満足してもらっちゃ困るぜ。あいつはな、すげぇビビりだけど、いざとなったら普通のやつじゃできねぇこともやっちまうんだよ」




　それはまだ根津くんたちが小学生で、お二人が友達になる前だった頃。

　彼らが住んでいる家の近所の公園で、同い年くらいの男の子が上級生たちにいじめられており、その光景を偶然見かけた王生くんが男の子を守っていたそうです。

　しかし、相手は体が一回りほど大きく、とても勝てる相手ではありませんでした。

　周りに王生くんの友達や同級生がいましたが、上級生を恐れて助けに入ることなんてできません。

　そんな時、もう一人の男の子が王生くんと上級生の間に割って入ってきました。

　その男の子とは、根津くんです。

　彼は二人を助けるために上級生と話し合おうとします。

　──が、相手は全く聞いてくれず、結局は喧けん嘩かになってしまいました。

　根津くんはボコボコにされて、二人を助けるどころか大泣きしてしまったそうです。

　最終的には、たまたま通りかかった大人に助けてもらい事が収まりました。




「そん時な、俺は思ったんだよ。いつもビクビクしてるくせにここぞ！って場面なら男を見せてくれるカッケーやつじゃねぇかってな！　そんで俺はこいつと友達になりてぇ！　親友になりてぇ！　って思ったんだ！」

　熱く語る王生くんですが、大人たちが上級生を止めたあと、根津くんはすぐにその場を去ってしまいました（←あとで王生くんが訊きいたところ、泣いている姿を同級生に見られて恥ずかしかったみたいです）。

　ですが後日、二人は無事友達になることができたみたいです。

「そんなことがあったのですか……」

「おうよ！　紡つむぐってやつはすげぇ良いいやつで、カッケーやつだろ？」

「……そうですね。たしかにカッコいい人です」

「おいおい、俺の前で惚のろけんなよ」

「？　別に惚のろけてませんが……」

「……はぁ。こりゃまだまだだな」

　王生いくるみくんが溜ため息いきを吐つきます。

「まあこれで一応、紡つむぐのことについては全部話したつもりだぜ。満足か？」

「そうですね。満足です」

　これらの話を聞いて、確信したことがあります。

　私は根ね津づくんと協力関係になれて、友達になれて心の底から良かったと。




　……ですが、この日の行動がまさかあんなことにつながるとは、この時の私は思いもしていませんでした。




◆◆◆




　朝の教室はいつもより騒がしかった。

　何な故ぜなら──。

「おい匠たく真ま！　みゃーちゃんと付き合ってるんだって？」

「いつもめっちゃ言い負かされてるくせにな！」

「ずっと彼女いなかったくせに、まさかあのみゃーちゃんとかよ！」

　匠真くんが、クラスメイトの男子生徒たちに詰め寄られている。

　一方、女子の方はというと……。

「みゃーちゃん、あの王生と付き合ってるってほんと？」

「王生はやめておいた方が良いと思うけど、みゃーちゃんが選んだなら止めはしないわ！」

「わたしもみゃーちゃんのことを応援するよ！」

　桜さくら宮みやさんを囲むようにして、あれこれと言っていた。

　匠真くんにしても桜宮さんにしても、最初は否定してたものの、いまは疲れ果てて黙ってしまっている。

「みなさん、止やめるのですわ」

　室内に通りの良い声が響いた。

　視線を向けると、そこには姫ひめ野のさんの姿。

　今日もバッチリ可愛かわいいウサギのぬいぐるみを抱いていた。

　──しかし、ウサ耳はぺったりと頭にくっついてしまっている。

「みゃーちゃんも、王生さんも困っていますの。早く離れるのですわ」

　姫野さんの指示に女子生徒は素直に応じて、同じことを思ったのか男子生徒も大半は匠真くんから離れた。

　けれど、一部の男子生徒は反発した。

「なんで姫ひめ野のに指図されないといけないんだよ」

「……何か文句でもありますの？」

　冷徹な視線を浴びせる姫野さん。

　それは今までに一度も見たことがない彼女だった。

　反発した男子生徒は「ひっ」と声を出したあと、あっという間に静かになる。

「姫野……」

　匠たく真まくんが名前を呼ぶと、二人の目が合う。

　これで口くち喧げん嘩かでも始まったら、いつもみたいな雰囲気になるんだろうけど……。

「王生いくるみさん、みゃーちゃんとお付き合いしているらしいですわね」

「おい待てよ。それは誤解だって言ってんだろ」

「そんなことありませんわ。きちんと証拠もあるのですから」

「だ、だからそれは──」

「とにかく！　お付き合いしている以上、もしみゃーちゃんが悲しむようなことをしたら承知しませんわよ！」

　姫野さんは本気のトーンで言い放つ。

　そんな彼女に、匠真くんはもう何も言い返せなかった。

「愛あい奈なさま、違うのです」

「みゃーちゃん。否定しなくても良いのですわ。あなたは好きな人と存分にお付き合いするのですわ」

　姫野さんは優しく、けれど複雑そうな声音でそう伝える。

　こんなにも彼女が匠真くんや、自身の専属メイドである桜さくら宮みやさんの言葉に耳を貸さないのにはわけがある。

　それは昨晩、ＳＮＳで公開、拡散された画像だ。

　その画像には、近くの喫茶店で桜宮さんと匠真くんが二人きりでいるところが映っていた。しかも撮影日からして、一緒にいた日は休日だ。

　だから、姫野さんは二人の言葉を信じない。同じくクラスメイトたちも。

「いいえ、愛奈さま。私は──」

　刹那、教室の扉から担任が入ってきた。

　クラスメイトはみんな、それぞれ自分の席に戻っていく。

　朝のＨＲホームルームが始まった。




◆◆◆




　午前の授業が終わって、お昼休みを迎えた。

　匠たく真まくんをお昼ご飯に誘おうと思ってたんだけど、いつの間にか教室からいなくなっていた。

　一体どこに行っちゃったんだろう……。

　心配になって校舎の中を探し回っていると、

「だから、誤解だって何回も言ってるだろ！」

　不意に大きな声が聞こえた。匠真くんの声だ。

　急いで声が聞こえた方へ向かうと、屋上に続く階段の踊り場に二つの人影。

　匠真くんと……もう一人は姫ひめ野のさんだ。

　二人に見えない位置で、こっそりと様子を覗のぞく。

「それは何回も聞いていますの。ですが、別に王生いくるみさんがみゃーちゃんと付き合っていても付き合っていなくても、わたくしには関係のないことですわ」

「っ！　な、なんでそんなこと言うんだよ……」

「あなたこそ、どうしてみゃーちゃんと付き合っていないなんて嘘うそをつきますの」

「だから嘘じゃねぇんだって！」

　匠真くんが叫ぶと、姫野さんは驚いたように瞳を大きく開いた。

　そんな彼女を見て、しまった、という表情を浮かべる匠真くん。

「もういいですわ。わたくしはお友達とお昼ご飯をご一緒する約束がありますので」

「お、おい！　待てよ！　待てって！」

　匠真くんの言葉も空むなしく、姫野さんはその場から離れていった。

「ちくしょう！」

　匠真くんが傍そばにある壁を思い切り殴ると、ドン！　と大きな音が寂さみしく反響した。

　その日、僕は一人でお昼ご飯を食べた。




◆◆◆




　午後の授業が終わって、放課後を迎えた。

　いつもみたいに喫茶店に来て、桜さくら宮みやさんと一緒に作戦会議をしたかったんだけど……彼女はぐったりとしていて、とても会議なんてできる様子じゃない。

「私のせいです……」

　そんなことを言いながら、桜宮さんはうなだれている。

　彼女曰いわく、匠真くんとの写真は完全な誤解らしい。

　なんでも休日にたまたま匠真くんと会って、少し話があったから適当に喫茶店に入っただけだと。

　ちなみに、匠たく真まくんと話した内容について訊たずねたら「そんなこと教えられません」ときっぱり断られてしまった。……どんな話をしてたんだろう。

　ともあれ、僕は桜さくら宮みやさんと匠真くんが付き合っていないことはわかっている。

　だって、匠真くんはものすごく姫ひめ野のさんのことが好きだし、桜宮さんは自分のご主人さまの想おもい人を取るような人じゃないからだ。

「……さ、桜宮さん、元気出して？」

「私のせいで、せっかく距離が縮まってきた愛あい奈なさまと王生いくるみくんの関係にひびが入ってしまいました。私が迂う闊かつな行動を取ってしまったばかりに……」

「そ、そんなことないよ。桜宮さんのせいじゃないって。それに明日になればみんな誤解だってわかってくれるよ」

「それはないと思います。少なくとも今日の様子を見た限りでは」

　落ち込んでいる桜宮さんを励まそうとしてみたけど、全然効果がない。

　ど、どうしよう……。これはかなり責任を感じちゃってるよ……。

「ミャー」

　猫の鳴き声が聞こえる。

　そうだ。今日はマシュマロが来てるんだ。猫は癒いやし効果があるって聞くし、マシュマロなら桜宮さんに元気を与えてくれるかもしれない。

　マシュマロはぽっちゃり体型ながらテーブルの上にぴょん、とジャンプすると、励ますように桜宮さんの頬ほおをぺろぺろと舐なめた。

「マシュマロ、ありがとうございます」

　彼女はマシュマロの頭を優しく撫なでる……でも残念ながら、彼女の様子を見る限り元気が戻ったとはとても言えない。

「ミャーゴ」

「ひぃっ!?」

　マシュマロから睨にらまれて、思わずビビってしまう。

　……けれど、その視線は「お前がなんとかしろ」と言っているように感じた。

　た、たしかにそうだよね！　こういう時こそ僕がなんとかしないと！

　そう思った僕はどうにかして桜宮さんと匠真くんが付き合っているという誤解を解く方法を考える。

　……でも、特にこれといって思い付かなかった。

　唯一、何かできるとすれば、それは当事者以外でたった一人だけ本当のことを知っている僕がクラスのみんなの前で桜宮さんと匠真くんは付き合っていないと話すこと。

　……けれど、これが成功するとは到底思えない。

　僕なんてクラスの中じゃ全く発言力ないし『チューくん』なんて呼ばれてるし。

　話したところで、笑われて終わりかもしれない。

「さ、桜さくら宮みやさん。あ、あのね……」

　それでも桜宮さんのためなら、とみんなの前で誤解を解くことを話そうとした。

　しかし、彼女と目が合った途端、僕は顔を逸そらしてしまう。

　し、しまった……。

「……申し訳ありません。今日はもう帰りますね」

　くよくよしている間に、桜宮さんはゆっくりと立ち上がるとそのまま部屋から出ていってしまった。

　僕だけが一人、取り残される。

「どうかなさいましたか？」

　扉が開くと、現れたのは桜宮さんの叔父さんだった。

「ただいま雫しずくさんがお店から出ていかれましたが」

「そ、その……ちょっと……」

「……そうですか」

　僕が言葉に詰まると、桜宮さんの叔父さんはそれ以上何も訊きいてこなかった。

　全部言わなくてもこっちの気持ちを察してくれる。

　見た目に違たがわず、ダンディでカッコいい……。

「雫さんは一人で抱え込んでしまうことがありますので、もし良かったら助けてあげてください」

「え、えっと……」

「大丈夫です。本日までお二人の様子を拝見してまいりましたが、あなたならきっと雫さんのことを助けることができますよ」

「あ、ありがとうございます……」

　桜宮さんの叔父さんから優しい言葉をもらった。

　けれど、それが逆にいまの僕の胸にチクリと刺さった。




◆◆◆




　あれから数日が経たった。状況は一向に変わらず、未いまだにクラスメイトたちは桜宮さんと匠たく真まくんが付き合っていると勘違いしている。

　僕の方も誤解が解けそうな方法を考えているけど、僕が直接クラスメイトたちに話す以外の策はまだ何も思い付いていない。

　あの日以降、桜宮さんは喫茶店に来なくなっちゃったし……。

「本当にどうしよう……」

　昼休み。屋上のベンチに座りながら、ぽつりと呟つぶやいた。

　噂うわさが出た日から、匠たく真まくんはずっと姫ひめ野のさんの誤解を解こうとしている。

　だから、今日も僕はお一人さまのお昼ご飯だ。

「あっ、やっと見つけた！」

　屋上の扉が開くと、凛り津つちゃんが出てきた。

　彼女はてくてく歩いてくると、隣に腰を下ろす。

「り、凛津ちゃん！　ど、どうしたの？」

「それはこっちのセリフだよ。せっかく一緒にお昼ご飯を食べようとしてたのに、気付いたらどっかに行っちゃってるんだもん！」

「そ、そうだったんだ……。ごめん……」

「謝っても許してあげなーい」

　凛津ちゃんがからかってくるけど、いまの僕は桜さくら宮みやさんのことで頭がいっぱいで上う手まく言葉を返せなかった。

「あれ？　紡つむぐっち、今日はテンション低めだね」

「え、う、うん……ちょ、ちょっと風邪っぽくて……」

「なんだって～！　それは大変だ！　じゃあいっぱいご飯を食べないと！」

　誤ご魔ま化かすために嘘うそをつくと、凛津ちゃんは本気にして自分のお弁当とは別に持ってきていたコンビニ袋から食べ物を取り出す。

「はいこれ！」

「あ、ありがとう……」

　焼きそばパンとたまごサンドを貰もらった。

　本当は風邪じゃないから良いけど、これって本来、風邪気味の人にあげる食べ物じゃないよね。しかも全て炭水化物。

「あっ、そういえば匠真っちって、桜宮さんと付き合ってるらしいね～」

　一緒にお昼ご飯を食べ進めていると（焼きそばパンとたまごサンドは後回しにした）、凛津ちゃんがそう言った。

「……それは……違うと思うよ」

「そうなのかな？　あたしはお似合いだと思うけどな～」

「全然、お似合いじゃないよ」

　すぐに否定すると、凛津ちゃんはじーっと僕の顔を覗のぞきこんでくる。

「そ、そんなに近づかないでよぉ……。は、恥ずかしいよぉ……」

「だって今日の紡っち──というか最近の紡っちって、ちょっと変なんだもん」

「へ、変かな……？」

「変だよ！　幼おさな馴な染じみのあたしが言うんだから間違いないよ！」

　まるで確信しているような物言い。

　それから、

「……紡つむぐっち、何かあったの？」

　凛り津つちゃんは心配そうな瞳で見つめてきた。

「そ、それは……」

　彼女に相談したら、ひょっとしたら何か良い考えが出てくるかもしれない。

　そう思って、まず僕は伏せるべき部分は伏せて、匠たく真まくんと桜さくら宮みやさんが付き合っているのは誤解だと話した。

「えっ、匠真っちと桜宮さんって付き合ってないの？」

「匠真くん自身が言ってたんだ。間違いないと思う」

「……でも、じゃあＳＮＳで上げられてた写真は？」

「それも休日にたまたま会っただけだって、匠真くんから聞いたよ」

　──と言っているけど、本当は全て桜宮さんから聞いている。

　噂うわさが出てから、匠真くんとは二人きりで話す時間がなかなか取れていないから。

「本当に匠真っちと桜宮さんって付き合ってないんだ……」

「う、うん。それでね、相談なんだけど、どうやったらみんなの誤解が解けると思う？」

「うーん、そうだなぁ」

　凛津ちゃんは首を右へ左へ傾けながら考える。

「紡っちがクラスメイトみんなの前で、匠真っちと桜宮さんは付き合ってないことを話す、とか？」

　凛津ちゃんは僕が絶対に成功しないと思っている方法と全く同じ考えを口にした。

「凛津ちゃん、それは無理だよ……」

「そうかな～？　紡っちならできると思うけど」

「い、いやいや、みんな僕の言うことなんて聞いてくれないよ……」

「そんなことないよ！　紡っちって、いつもはビクビクしてるけど、いざという時はすっごく男らしくなるし！」

　凛津ちゃんは励ましてくれるけど、僕は彼女の言葉が信じられなかった。

　だって僕が男らしかったところなんて、全く記憶にないから……。

　そんな僕の様子を見て、凛津ちゃんが一つ話をしてくれた。

「紡っち、覚えてる？　中学生の頃に水泳の授業であたしが溺れかけた時のこと」

「えっ……う、うん。覚えてるよ」

　中学一年生の時。水泳の授業で泳ぎのテストをしている最中、凛津ちゃんが足をつってしまい溺れかけたことがあった。

　真っ先に気付いた僕はすぐさま彼女を助けにプールの中へ。

　……だけど、カナヅチだった僕はなんとか凛り津つちゃんの下へ辿たどり着ついたものの、彼女を助けることができず、それどころか僕まで溺れかけてしまったんだ。

　凛津ちゃんは先生に助けられて、僕は匠たく真まくんに助けられた。

　僕は唯ただ々ただ迷惑をかけただけになった。

「実はねあの時、紡つむぐっち以外は誰もあたしのこと気付いていなかったんだよ？　なんかすごく泳ぎが速い子がいたみたいで、みんなそっちに夢中で」

「そ、そうだったんだ……」

「うん！　だから紡っちがあたしのことを助けようとしてくれなかったら、きっと大変なことになってたと思うんだ！　ありがとね、紡っち！」

「そ、そんな昔のことでお礼なんて言わなくても……」

　……でもそっか。あの時、僕は溺れて迷惑をかけただけじゃなかったんだ。

「ほら！　男らしいところあったでしょ！」

　凛津ちゃんがニコッと笑う。

　不意に向けられた可愛かわいい笑顔に、心臓がドキッとした。

「だからね！　そんな男らしい紡っちだったら、みんなの誤解を解けるよ！」

「そ、それとこれとは話が違うと思うけど……」

「違わないよ！　あたしを助けようとしてくれた時みたいに勇気を出したら良いの！　それが紡っちの一番良いところなんだから！」

「ゆ、勇気……」

　凛津ちゃんが溺れてるのを見つけてプールにダイブした時は、カナヅチのことが一瞬よぎったけど、それよりもただ彼女を助けなくちゃって想おもいが強かった。

　そう考えると、たしかに僕には勇気が足りなかったのかもしれない。

　正直、僕は恐こわがっていた。

　誤解を解くことに失敗して、みんなから批難の言葉を浴びせられることを。

　それ以前に、みんなの前で話すこと自体も恐がっていたんだと思う。

　……でも誰かを助けたいなら、そんなことなんて気にせず勇気を出さなくちゃ。

　凛津ちゃんの言葉で、そう思った。

「わかった。僕、明日みんなの前で匠真くんと桜さくら宮みやさんが付き合っているっていうのは誤解だって言ってみるよ」

「さすが紡っち！　そうこなくっちゃ！」

　僕の言葉を聞いて、凛津ちゃんは嬉うれしそうな表情を浮かべる。

「安心して、紡っち！　紡っちがみんなの前で誤解を解く時には、あたしも手伝ってあげるから！」

「えっ、ほ、本当……？」

「うん！　紡つむぐっちのためならなんだってやっちゃうよ～！」

「あ、ありがとう！　凛り津つちゃん！」

　僕はめいっぱいの大きな声でお礼を言った。

　待っててね！　桜さくら宮みやさん！　匠たく真まくん！

　絶対に二人を助けてみせるから！




◆◆◆




　その日の晩。自室で僕はある人に電話をかけた。

　もしかしたら出てくれないかもしれないから、本当にお願いだから出てくださいと祈りながら。

『……はい、なんでしょうか？』

　無機質な声が返ってくる。桜宮さんだった。

　良かったぁ……。出てくれた……。

「そ、その……ひ、久しぶりだね」

『毎日、教室で顔を合わせていますが』

「で、でも、全然喋しやべってなかったし……桜宮さん、喫茶店に来なくなっちゃったし」

『……申し訳ありません』

　消え入りそうなくらい小さな声で呟つぶやく。

　桜宮さん、かなり辛つらそうだな……。

『……用件はなんでしょうか？』

「あっ、そ、その……」

　急に訊たずねられて、僕は言葉に詰まってしまう。

　でも、桜宮さんは呆あきれたりせず通話を切らずにいてくれた。

　そんな何気ない気遣いで、やっぱり僕は思っちゃうんだ。

　彼女のことを助けたいって。




「ぼ、僕ね……明日、クラスのみんなと話して誤解を解いてみることにしたんだ」




　これが明日を迎える前に、僕がやっておきたかったことだ。

　そもそも桜宮さんが関係している問題だし、伝えるべきだと思って。

『そうですね。王生いくるみくんのためでしたらいち早く誤解を解かなくてはいけないですよね』

「えっ……」

『申し訳ありません。ご迷惑をおかけしてしまって』

　桜さくら宮みやさんはそうこぼす。

　彼女の言葉は間違っていない。

　……だけど、少し違和感を感じた。

　僕が言いたいことがちゃんと伝わっていない気がしたんだ。

「た、たしかに匠たく真まくんのためでもあるけど……それだけじゃないよ？」

『……どういうことですか？』

　桜宮さんから問われた。

　僕は少し息を吐いて、気持ちを落ち着かせるための間をとる。

　こんなこと言ったら、桜宮さんに引かれてしまうかもしれない。

　それでも、彼女には僕の気持ちをちゃんと知っておいて欲しい。

　だから──。




「さ、桜宮さんのためだよ！　ぼ、僕は桜宮さんに……元気になって欲しいから……だ、だから、僕はみんなの誤解を解きたいんだ！」




　以前の、桜宮さんのことを何も知らなかった僕だったら、絶対に出てこない言葉だった。

　だけど、彼女と協力関係になって、一緒に過ごす時間が増えて、僕が知らなかった彼女の色んな一面が見れて、彼女と過ごす時間が楽しくなって、友達にもなれて。

　僕の中の桜宮さんの印象が、感情が表に出なくて恐こわい美少女から、不器用だけど思いやりのある女の子に変わった。

　僕にとって、桜宮さんはもう匠真くんや凛り津つちゃんと同じくらい大切な存在になっているんだ。

　そんな彼女が辛つらい目に遭っていたら、助けたいって思うに決まってる。

　……でも、しばらく経たっても、桜宮さんの声は返ってこない。

　余計なことを言っちゃったかな……と後悔しかけた時。

『ありがとうございます。とても嬉うれしいです』

　小さいけど、はっきりと聞こえる声で返ってきた。

　彼女の声にちょっぴり元気が戻った気がした。

『根ね津づくんにはご迷惑をおかけしてしまいますね』

「め、迷惑なんかじゃないよ……。その……ぼ、僕と桜宮さんは協力関係で、友達なんだから……」

『ですが……』

「友達同士だったら、助け合うのが当然なんじゃないかな……」

『……そうですね』

　相変わらずのフラットなトーン。

　けれど、それはどこか安心しているようにも聞こえた。

「あ、明日の朝に、僕はクラスのみんなと話して頑張って誤解を解いてみるよ」

『では、私も何か手伝います』

　桜さくら宮みやさんがやる気になっていた。

　体調とか心配だけど、彼女の気持ちを考えたらここで断ることもできないよね。

「じゃ、じゃあ、僕がみんなと話している最中、なるべく教室から人が出ないようにしてくれると助かるかな。桜宮さんの言うことなら、きっとみんな聞くと思うから」

『わかりました』

　もし桜宮さんも一緒に誤解を解こうとしたら、火に油を注いでしまう可能性が高い。

　だからこそ当事者以外でたった一人、本当のことを知っている僕がみんなと話すんだ。

『根ね津づくん、どうかよろしくお願いします』

「う、うん……と、ここまで自信満々な感じで言っておいてあれだけど……正直、みんなから『チューくん』なんて呼ばれてる、僕の言うことを信じてくれるかどうか……」

　って、僕は今更になってなに弱気なこと言ってるんだろう……。

　うぅ、やっちゃったよぉ……。

『きっと大丈夫だと思います。あなたの言葉はよく届きますから』

「？　ぼ、僕、声は小さい方だよ……？」

『そういう意味ではありませんよ』

　普段通りの単調な声色……のはずなのに、その声はどことなく楽しげに聞こえた。

『それに『窮きゆう鼠そ、猫を噛かむ』ということわざもありますし、追い込まれたら根津くんはすごい力を発揮してくれるはずです』

「ぼ、僕にそんな能力ないよぉ……」

　桜宮さんの言葉に、僕は情けない声で返す。

　……だけど、励まされて自信が湧いてきた気がする。

「そ、その……ありがとう。僕、頑張るね」

『はい、頑張ってください』

　最後にそんな言葉を交わしたあと、僕たちは通話を終えた。

　明日は頑張るぞ、ともう一度心の中で意気込む。

　……でも、もう少しだけ桜宮さんと話したかったな。

　久しぶりに彼女と喋しやべれて、そんなことを思ってしまった僕だった。




◆◆◆




　翌日の朝。教室ではここ数日と同じように桜さくら宮みやさんと匠たく真まくんの周りに、多くのクラスメイトたちが集まっていた。




「それで、みゃーちゃんとはどこまでいったんだ？」

「ま、まさかもうキスとかしちゃってないだろうな！」

「匠真、どうなんだよ？」




「王生いくるみとキスしちゃったの？」

「さ、さすがにそんなことないよね！　みゃーちゃん！」

「いや～意外とあるかもよ！」




　男子も女子もみんな好き勝手に、そんなことを言っていた。

　そんな彼ら彼女らに、匠真くんは困惑したような笑みを浮かべ、桜宮さんは普段のようなポーカーフェイスの中に少し疲れを覗のぞかせていた。

　桜宮さん、昨日まではもっと辛つらそうな感じだったのに。

　ひょっとしたら今日で誤解が解けるって、信じてくれているのかもしれない……。

　僕はごくりと生唾を飲み込んだ。

　それからゆっくりと立ち上がると、周りが騒がしい中、静かに教壇がある方向へと歩き出す。

　僕の行動に気付く人もいれば、気付かずにお喋しやべりに夢中になっている人もいる。

　でも、僕は関係なく足を進めて、教壇の前へと着いた。

　もうクラスの半数くらいは僕の方を見ている。

　それでも、まだ僕に気付いていない人もいた。

　大きく息を吸って、少しだけ吐いた。

　そして──。




「みんな！　僕の話を聞いて！」




　めいっぱいの声が教室中に響くと、クラスメイト全員がこちらに視線を向けた。

　恐ろしいほどの緊張で、心臓がうるさいくらいに鳴っている。

　でも僕はそれに必死に抵抗して、話し始めた。

「あ、あのね……匠真くんと桜宮さんのことなんだけど……本当に二人は付き合ってないんだ」

　そう言うと、クラスメイトたちは何言ってんだこいつ、みたいな表情を浮かべている。

　まあこうなることはわかってた。僕なんかクラスの中の立ち位置は低いし、発言力もないし。

　……それでも、匠たく真まくんと桜さくら宮みやさんに対する誤解を解くためには、違うって言い続けるしかないんだ。

　そう思って、僕がもう一度、口を開こうとした時、

「なあチューくん。どうして二人が付き合ってないって、そんなことわかるんだ？」

　訊きいてきたのは、サッカー部の次期キャプテン候補でイケメンの鈴すず木きくんだった。

「だ、だって、匠真くんも桜宮さんも否定してるでしょ」

「でも匠真とみゃーちゃんが恥ずかしがって嘘うそをついてる可能性だってあるんだせ？　それにＳＮＳには一緒に映ってた写真があっただろ。それはどう説明するんだよ」

「た、匠真くんも桜宮さんも嘘をつく人じゃないよ。それにあの写真はたまたま会っただけで……」

「たまたまか。それだけじゃ二人は付き合ってないって根拠にはならないぞ」

　鈴木くんがそう返すと、他の生徒もそうだそうだ！　と一緒に言ってくる。

　うぅ……全く誤解が解けていないのに、鈴木くんに猛攻撃を受けちゃってるよぉ。

　ど、どうしよう……。

「ちょっと鈴木くん！　なんで紡つむぐっちの言うことを信じてくれないの！」

　早速ピンチを迎えている中、凛り津つちゃんが助太刀してくれた。

「は？　大した根拠もなく信じられるかよ」

「根拠がなくても、紡っちが言ったことなら全部信じられるでしょ！」

「それはてめーがチューくんの幼おさな馴な染じみだからだろ？　俺らはちげーんだよ」

「そ、そうだけど、でも……」

　言い返す言葉が見つからず、凛津ちゃんはぐぬぬと悔しそうな表情。

　鈴木くん、強すぎるよぉ……。

「で、チューくんはどうする？　まだ二人が付き合ってないって言い張るのか？」

「そ、それは……」

　素直に話してみても、クラスメイトたちは全然聞く耳を持ってくれない。

　じゃあどうしたら、匠真くんと桜宮さんが付き合っていないってわかってもらえるだろう……やっぱり僕には無理なのかな。

　そう諦めかけた時──桜宮さんと目が合った。

　いつものクールな表情で、じっとこちらを見つめている。

　そんな彼女はなんとなく心配をしてくれている気がした。

　これも桜宮さんとたくさん一緒に過ごしてきた成果かな。

　……よ、よし。僕は絶対に諦めないぞ。

　ぎりぎりまで考えて、必ず二人に対する誤解を解くんだ！

　そのためには、桜さくら宮みやさんと匠たく真まくんが付き合っていないという証拠がなくちゃいけない。

　誰にでもわかる明白な証拠……。

「っ！」

　その時、僕はあることを思い付いた。

　これなら、確実にみんなの誤解を解ける！

　……けど、この方法はもしかしたら桜宮さんに怒られてしまうかもしれない。

　でもこのまま誤解が解けずに、匠真くんと姫ひめ野のさんの関係が悪化しちゃって、桜宮さんが苦しい思いをしてしまうくらいなら──やってしまおう。

「み、みんなもう一回聞いてくれるかな？　何回も言うけど、桜宮さんと匠真くんは付き合ってないんだ」

「チューくん、まだ言うのか？　せめて証拠がないとお前の言葉は信じられね──」

「しょ、証拠ならあるよ」

　鈴すず木きくんの言葉を遮って、僕はそう言った。

「そうなのか……？　じゃあ見せてくれよ」

「う、うん。わかった」

　頷うなずくと、僕はゆっくりと深呼吸をする。

「匠真くんと桜宮さんが付き合ってない証拠。それはね──」

　これで、ようやく匠真くんと桜宮さんが付き合っていないってことを証明できる。

　そう思いながら、僕は言った。




「ぼ、僕が桜宮さんの彼女だから!!」




　一瞬、教室が静寂に包まれた。

　鈴木くんはキョトンとして、他の生徒たちもキョトンとしている。

　凛り津つちゃんも、姫野さんも、匠真くんも、そして──桜宮さんも。

　……しまった。間違えた。

　次の瞬間、教室が笑いに包まれた。

「おいおい、さすがにみゃーちゃんの彼女はないだろ？　つーか、チューくんって女だったのかよ」

　鈴木くんが笑いながら、バカにしてくる。

　他の生徒たちもバカにしている気がするけど、恥ずかしくてもう何も聞こえません。

　よく見ると、凛津ちゃんも匠真くんも姫野さんも、みんな笑ってるし。

　ひ、酷ひどいよぉ……。

「けどよ、チューくんの本気が伝わったっつーか、そこまで言うなら、少しはみんな信じたんじゃねぇか」

「ほ、本当……？」

　確認するように教室を見渡すと、

「笑かしてくれたチューくんに免じて信じてやってもいいぜ」

「みゃーちゃんの彼女はウケたけど、匠たく真まの話をしてる時はガチっぽかったもんな」

「私もチューくんが嘘うそを言っているようには見えなかったよ！」

「あたしもそう思います～」

　クラスメイトが次々にそう言ってくれた。

「ほらな。あとは……」

　鈴すず木きくんがチラッと匠真くんの方を見る。

　それに気付くと匠真くんはハッとして、立ち上がった。

「紡つむぐが言っていた通り、本当に俺は桜さくら宮みやと付き合ってなんかいねぇんだ。信じてくれ」

「けどよ、お前の好きなタイプとみゃーちゃんがぴったり一致してるんだぜ」

「……は？　俺のタイプ？」

「一年の頃、告白を断った時に言ったんだろ？　タイプは金髪のショート、巨乳だって」

　鈴木くんの言葉に、匠真くんが何かに気付いたような表情を見せる。

　そっか。だから、今まで匠真くんと桜宮さんが否定しても、全然信じてもらえなかったんだ。

　たった一枚の写真だけで、どうして二人の言葉を信じないのか少し不思議だったけど、そういうことだったんだ。

「ば、バカじゃねーの！　俺のタイプはそんなんじゃねぇ！　お、俺のタイプはなぁ、黒髪のロングで、貧乳だっつーの！」

　匠真くんが高らかに公表すると、男子たちはおぉ、と感嘆の声を上げて、女子たちはドン引きする。

　姫ひめ野のさんだけは頬ほおを染めて、あたふたしていた。

「つーことで、匠真とみゃーちゃんは付き合ってないってことだな」

「う、うん！　そうだよ！」

　真実が伝わると、他の生徒たちはなんだそうだったのか、とつまらなそうな声を漏らす。

　これで、もう二人が問い詰められることもないよね。

「悪いな、チューくん」

「す、鈴木くん？　どうしたの？」

「いや、チューくんが二人に対する誤解を解こうと頑張ってたのはわかってたんだが、さすがに証拠もナシにみんなを信じさせるのはキツイだろ？　だから、わざと突っかかって嘘でもなんでもいいから、証拠を出させようとしちまった」

　適当でも証拠さえ出てしまえば、あとは自分が強引にみんなを納得させるつもりだった、と鈴すず木きくんは話す。

「も、もしかして僕のこと助けようとしてくれたの？」

「当たり前だろ。お前はいじられ担当で、俺の友達なんだからよ」

　鈴木くんがはにかむ。こ、この人、匠たく真まくんの次にカッコいいかもしれない。

「紡つむぐ！」

「紡っち～！」

　匠真くんと凛り津つちゃんが一緒にやって来た。

　二人とも笑顔を浮かべていた。

「紡、マジでサンキューな！」

　匠真くんが嬉うれしそうに肩を組んでくる。

　彼の目には少し涙が溜たまっていた。それだけ誤解されている間は辛つらかったんだと思う。

「よ、良かった。誤解が解けて……」

「紡のおかげだよ！　マジであんがと！」

「そうだぞ、匠真っち！　ちゃんと紡っちに感謝するんだぞ！」

「なんでお前が偉そうにするんだよ」

　いつもの会話に僕は笑ってしまった。

　これで全部、元に戻ったね。

　あとは桜さくら宮みやさんのことが気になるけど──。




「みなさん、お待ちください」




　一件落着という雰囲気が漂っている中。

　不意に、声を上げた人がいた。

　視線を向けると、そこにはなんと桜宮さんがいた。

「？　桜宮、どうしたんだ？」

「みなさんにはまだきちんと言っていないことがあります」

　匠真くんの問いに、桜宮さんはそう答える。

　そのまま彼女はスタスタとこっちまでやって来ると──僕の腕に抱きついた。

「えぇ!?　さ、桜宮さん!?」

　振りほどこうとしても、全然離れてくれない。

　な、何してるの!?　こ、ここ、みんなの前だよ!?

「先ほど根ね津づくん──いえ、紡くんがみなさんに言おうとしていたことは本当です」

　次から次へとやってくる桜さくら宮みやさんの行動に、みんなが混乱する。

　これは一体どういうことだ、と。

　しかし、そんな疑問も彼女の次の言葉で全て解決した。




「私は紡つむぐくんの彼女です」




　教室から音が消えた。

　それはまるで時が止まったかと錯覚するほど。

　そうして、とても長く感じられた数秒が終わったあと。




「「「ええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」」」




　その場にいたクラスメイト全員が驚きよう愕がくした。もちろん僕も含めて。




　──窮きゆう鼠そ、猫と恋人になりました。
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「……はぁ。疲れた」

　桜さくら宮みやさんの彼女宣言から数日後。

　朝の教室で、僕は大きく溜ため息いきを吐ついた。

　というのも、さっきまで男子生徒たちに囲まれていたんだ。

　どうやって桜宮さんと付き合ったの？　とか、桜宮さんとはどこまでいったの？　とか、そういう感じの質問を何個もされた。

　おかげで疲労感がすごいよ……。

「お疲れさん！　紡つむぐ！」

「た、匠たく真まくん……」

　匠真くんの笑顔を見てると、不思議と疲れが取れてきた。

「しかし、すげぇな。まさか俺の親友があの桜宮と付き合ってただなんて」

「う、うん……」

「で、もうキスはしたのか？」

「し、してないよ!?」

　も、もう匠真くんは……。

「じゃ、じゃあ匠真くんはどうなの？　姫ひめ野のさんと良い感じなの？」

「そ、そんなこと言えるわけねぇだろ!!」

　匠真くんは恥ずかしがってそっぽを向いてしまう。

　どうやら良い感じみたいだね。良かった。

「おはよ～！　紡っち！」

「おはよう！　凛り津つちゃん！」

　挨拶を交わすなり、凛津ちゃんはキョロキョロと教室を見回す。

「もしかして、また桜宮さんとのことで色々訊きかれたの？」

「う、うん。そうだよ……」

「やっぱりそうなんだ。大変だったね」

「り、凛津ちゃん……」

　僕のことを心配してくれているんだね。ありがとう。

　──と思っていたら、

「そ、それでね、紡っちは本当に桜宮さんと付き合ってるの？」

　僕を取り囲んでいた男子生徒たちと同じような質問をしてきた。

　あ、あれぇ……？

「何言ってんだよ、凛り津つ。紡つむぐが嘘うそなんてつくわけないだろ？」

「あたしもそう思いたいけど……。あれから二人で喋しやべってるところ何回か見てるけど、恋人っぽい雰囲気とかないし……」

「そんなの気のせいだろ──と言いたいところだが、たしかに俺としてもお前らが恋人になるのはもうちょい先だと思ってたんだよなぁ……」

　二人の視線が僕に向く。

「ふ、二人とも何言ってるの？　桜さくら宮みやさ──じゃなくて、雫しずくちゃんは僕の彼女に決まってるでしょ。あはは……」

　僕はぎこちない笑顔でそう言った。

　さすが十年近く、一緒に過ごしてきた親友と幼おさな馴な染じみ。

　……桜宮さん、僕は二人にバレずにいられる自信がないです。




◆◆◆




　お昼休み。私は愛あい奈なさまと一緒に中庭で昼食を食べておりました。

　天然芝にレジャーシートを敷き、本日は日差しが強いため日傘を置いております。

「みゃーちゃん、最近はどうですの？」

「愛奈さま。失礼ですが〝どう〟とは？」

「根ね津づさんとのことですわ。ラブラブしてますの？」

「そうですね。この前の休日にはデートに行きました」

「本当ですの！　楽しそうですわね！」

「はい、とても楽しかったです」

「っ！　あのみゃーちゃんから、まさか惚気のろけが聞けるなんてですの」

　愛奈さまは驚いたように言葉を漏らします。

　……申し訳ありません、愛奈さま。

　私と根津くん──いえ、私と紡くんは本当は付き合ってはいないのです。

　デート（リハーサル）に行ったことは本当ですし、楽しかったことも事実ですが。

「そういえば先日、あなたのお部屋から可愛かわいらしいネコのぬいぐるみを発見しましたの」

「っ！　み、見たのですか？」

「ばっちり見ましたわ。もしかしてあれは根津さんからですの？」

「……そうです」

「やっぱりそうですのね♪　あと写真立てには根津さんとの写真が──」

「愛奈さま、これからは自室に入らないで頂けると助かります」

「ふふっ、わかりましたわ」

　愛あい奈なさまは楽しそうに笑います。

「本当に根ね津づさんとお付き合いできて良かったですわね」

「……はい、そうですね」

　ピロリン、と着信音が鳴ります。

　スマートフォンを取り出すと、紡つむぐくんからメールが来ておりました。




　──私の口元がほんの少しだけ緩みました。




◆◆◆




　授業が終わり、放課後を迎えた。

　僕は普段と同じように喫茶店で、桜さくら宮みやさんと一緒に作戦会議をしている。

「桜宮さ──じゃなくて、雫しずくちゃん。次の目標はどんなのが良いかな？」

「そうですね……根津く──ではなく、紡くん。臨海学校や文化祭など学校行事が重なる時期ですので、それに関連した目標を立てるのはどうでしょうか？」

「な、なるほど！　そ、それはいいかも！」

　そこで何な故ぜか会話が途切れて、しばらく沈黙が続いた。

「……ねぇ、桜宮さ──雫ちゃん。そ、その……名前呼びを止やめない？」

「いけませんよ。根津く──紡くん。私たちはもう恋人同士なのですから、お互いを名前で呼んでいないと周りから怪しまれてしまいます」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

　桜宮さんと恋人（仮）となって以降、彼女からお互いのことを名前で呼ぶことにしようと言われた。

　でも、恋愛経験がない僕にとっては、幼おさな馴な染じみ以外の女の子を名前で呼ぶのは全く慣れないわけで……。

「そもそもどうしてあんなこと言ったの？　匠たく真まくんと雫ちゃんへの誤解は解けてたのに」

「王生いくるみくんと私が付き合っているという噂うわさが、二度と出ないようにするための処置です」

「た、たしかに、これなら二度と出ないだろうけど……」

「加えて、恋人同士になることで、学校でも作戦会議ができます。まさに一石二鳥の完璧な作戦です」

「う、うん……」

　……だとしても、ちょっとやり方がダイナミック過ぎるというかなんというか。

「もしかして、紡くんは私と恋人同士になるのは迷惑でしたか……？」

「えっ、そ、そんなことないよ！　嘘うそとはいえ、桜宮さんみたいな可愛かわいい女の子と付き合えるなんてすごい嬉うれしいよ!!」

　言い終わったあと顔が熱くなって、僕は黙ってしまう。

　勢いでなんてこと言っちゃったんだろう……は、恥ずかしいよぉ……。

「それは良かったです。……ですが、また桜さくら宮みやさんと言っていたので、気をつけてくださいね」

「えっ、桜宮さんって言ってた？」

「はい、言ってました。私のことは〝雫しずくちゃん〟と呼んでください」

「わ、わかったよ。その……雫ちゃん」

「……もう一度言ってください」

「う、うん……雫ちゃん」

「もう一度」

「し、雫ちゃん……？」

「では、もう三回ほど練習しましょう」

「これ練習だったの!?」

　いつの間にか雫ちゃんのペースに乗せられていた。

　おかげで、だいぶ雫ちゃんって呼ぶことに慣れた気がする。

「そろそろ真面目に作戦会議を始めましょうか」

「今まで真面目じゃなかったんだね……」

　僕たちは恋愛関連の資料を用意したりして、作戦会議の準備をする。

　すると、

「紡つむぐくん、これからもよろしくお願いしますね」

　雫ちゃんがぽつりと呟つぶやいた。

　振り向くと、彼女は資料を鞄かばんの中から取り出している。

　いつも表情が変わらないけれど、僕は彼女が何を思っているか段々とわかってきた。

　いまはたぶん恥ずかしがっていると思う。

　これからも雫ちゃんとたくさん過ごして、たくさん話したら、もっと彼女のことがわかるようになるのかな。

　いつか彼女の気持ちが全部わかるようになれたら──なんて。

「うん！　雫ちゃん！　これからもよろしくね！」

　で、でも！　その前に、まずは雫ちゃんと一緒に匠たく真まくんと姫ひめ野のさんの恋を叶かなえなくちゃいけないよね！

　だって、匠真くんと姫野さんの恋物語はまだ始まったばかりなんだから！




　そして──猫と鼠ねずみの恋物語もまだ始まったばかり。





あとがき







　お久しぶりです。初めての方は初めまして。三み月つきみどりです。

　今回の作品はねことねずみ成分がたっぷり入ったラブコメとなっておりますが、いかがだったでしょうか？

　今作を執筆するにあたり、おそらく人生で一番ねことねずみについて考えたと思います。

　時には動画を漁ったり、ネットで調べたりもしました。

　その最中、なりゆきで自分が動物にたとえるとなんの動物になるかという性格診断をしたのですが、僕はラッコでした。これから背泳ぎする時は貝殻を持っておこうと思います。

　……はい。

　少々話が脱線してしまいましたが、ねずみっぽい主人公とねこっぽいヒロインのラブコメを少しでも楽しんで頂けていたら幸いです。




　では、最後となりますが謝辞を述べさせていただきたいと思います。

　イラストのＴｏｔａとーた様。とても可愛かわいくて素敵なイラストを描いてくださって本当にありがとうございます。初めてヒロインたちのイラストを見た際は思わず「可愛すぎる！」と呟つぶやいてしまいました。

　担当編集のＳ様、Ｎ様。執筆中にたくさん助けていただきありがとうございました。

　お二人のお力添えがなければ、今作は完成しなかったと思っております。




　出版に関わっていただいた全ての皆様、そしてなにより、このラノベを手に取って下さった読者様に心から感謝を述べたいと思います。本当にありがとうございました。

　それではまたお会いできることを心から願っております。














電子書籍特典　書き下ろし短編

『マシュマロ』





「ミャーゴ」

　とある日の放課後。いつもの喫茶店の個室にて。

　雫ちゃんと作戦会議をしている途中、マシュマロが現れた。

　マシュマロはすぐに彼女の膝の上に乗ると、ぐでーっとだらける。

「普段お世話をしているから当たり前なのかもしれないけど、マシュマロって本当に雫ちゃんになついているよね」

「そうですね。以前も話しましたがマシュマロは私と愛奈さまにはよくなついています」

　雫ちゃんがマシュマロの頭を撫でると、マシュマロは気持ちよさそうな表情を浮かべる。

　いいなぁ……。僕も一回くらい頭を撫でてみたいなぁ。

「紡くんもマシュマロを抱いてみますか？」

「えっ……な、なんで？」

「何か物欲しそうな顔をしていたので」

「そんな顔してた!?」

　僕はそんなつもりはなかったんだけど……。

「もうマシュマロとかなりの期間過ごしていますし、紡くんにも心を許しているかもしれませんよ？」

「たしかにそうかも……」

　マシュマロとはもう二十回くらい顔を合わせているし、そろそろなついてもおかしくないよね。

「わ、わかった。マシュマロを抱いてみる」

「はい、わかりました。ではどうぞ」

　雫ちゃんにマシュマロを差し出され、僕はゆっくりとマシュマロの体に手を回し──。

「ミャーゴ！」

　思いっきりひっかき攻撃をされた。

「いったぁ～」

「紡くん!?　大丈夫ですか！」

　それから僕はすぐに雫ちゃんに手当てされた。

　まだ僕にはマシュマロは早かったみたいです。とほほ……。
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